
（1）

カ
ン
ト
主
義
者
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ

　
　
　

横
　
　
地
　
　
徳
　
　
広

【
論
　
文
】

序 

カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
（
一
七
八
〇
〜
一
八
三
一
年
）

は
、
第
一
版
『
戦
争
論
』（Vom

 K
riege, 1832, 

以
下
、K

riege
と
略
記
）
第
一
篇
「
戦

争
の
本
性
に
つ
い
て
」
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
考
察
の
手
順
か
ら
説
明
し
て

い
た
。
そ
れ
は
、「
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
概
念
の
教
科
書
的
説
明
と
し
て
例
示
で

き
る
ほ
ど
に
簡
潔
明
瞭
な
も
の
で
あ
る
。
哲
学
以
外
の
研
究
分
野
を
専
門
と

す
る
読
者
を
想
定
し
、『
岩
波

　
哲
学
・
思
想
事
典
』
の
標
準
的
説
明
と
比

較
し
て
お
く
と
、
物
語
り
論
的
解
釈
学
の
立
場
で
科
学
哲
学
を
論
じ
る
野
家

啓
一
が
記
す
に
、
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
は
「
部
分
と
全
体
と
の
関
係
に
お
い
て
、

部
分
に
対
す
る
全
体
の
優
越
性
を
主
張
し
、
全
体
は
部
分
の
算
術
的
総
和
以

上
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
」
の
こ
と
１
。

『
戦
争
論
』
第
一
篇
の
第
一
章
「
戦
争
と
は
何
か
」
１
「
始
め
に
」
に
は
、

こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

わ
れ
わ
れ
が
想
定
し
て
い
る
の
は
、〔
戦
争
と
い
う
〕
わ
れ
わ
れ
の
対
象

を
な
す
個
々
の
要
素
、
次
い
で
そ
の
対
象
を
な
す
個
々
の
部
分
や
肢
節
、

最
後
に
そ
の
対
象
に
そ
な
わ
っ
た
内
的
脈
絡（innere Z

usam
m

enhange

）

に
お
け
る
全
体
（das G

anze

）
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
て
単

純
な
こ
と
か
ら
合
成
さ
れ
た
こ
と
へ
と
進
む
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

こ
こ
で
何
よ
り
も
必
要
な
の
は
、
全
体
の
本
質
を
眼
差
し
始
め
る
こ
と
で

あ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
は
と
に
か
く
部
分
も
一
緒
に
し
つ
つ
、
同

時
に
つ
ね
に
全
体
が
思
索
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

（K
riege, S. 17 / 

二
二
頁
、vgl. SS. 293-296 / 

三
〇
一
頁
以
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1 
「
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
の
項（
野
家
ほ
か
編『
岩
波

　
哲
学
・
思
想
事
典
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、

一
五
〇
一
頁
）を
参
照
。
ま
た
、「
ネ
オ
・
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
」の
科
学
哲
学
者
ウ
ィ
ラ
ー

ド
・
ｖ
・
Ｏ
・
ク
ワ
イ
ン
の
「
意
味
論
的
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
個
々
の
語
や
文
は
言
語

体
系
全
体
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
の
み
意
味
を
も
ち
理
解
し
う
る
、
と
す
る
立
場

で
あ
る
」
と
野
家
は
記
し
て
い
る
（「
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
の
項
、『
岩
波
　
哲
学
・
思
想
事
典
』、

一
五
〇
一
頁
）。
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（2）

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
い
わ
く
、「
…
…
こ
う
し
た
戦
争
は
、
わ
れ
わ
れ
の

概
念
把
握
能
力
を
超
え
な
い
対
象
の
い
ず
れ
と
も
同
じ
よ
う
に
、
探
究
心
に

よ
っ
て
解
明
さ
れ
う
る
し
、
戦
争
の
内
的
脈
絡
に
お
い
て
多
か
れ
少
な
か
れ

判
明
に
さ
れ
う
る
」
が
（K

riege, S. 136 / 

一
四
〇
頁
）、「
と
は
い
え
、
こ
う
し
た

判
明
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
理
論
と
い
う
概
念
を
現
実
化
す
る
の
に
す
で
に
十

分
で
あ
る
」（K

riege, S. 136 / 

一
四
〇
頁
）。
未
定
稿
と
は
い
え
、「
戦
争
の
内
的

脈
絡
」
を
解
き
明
か
す
試
み
が
『
戦
争
論
』
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
す
べ

き
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
次
の
指
摘
で
あ
る
。

「
理
論
は
戦
争
の
変
容
可
能
性
す
べ
て
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

と
は
い
え
、
戦
争
の
絶
対
的
形
態
を
最
上
位
に
お
い
て
普
遍
的
照
準
点
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
理
論
の
義
務
で
あ
る
…
…
」（K

riege, S. 292 / 

三
〇
〇
頁
）。

絶
対
戦
争
は
、
い
わ
ば
「
統
整
的
理
念
」
と
し
て
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
わ
け
だ
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ま
ず
は
哲
学
的
視
線
を
む
け
る
「
事
象
（Sache, 

＝
な
さ
れ
た
こ
と
）」
は
、
彼
の
同
時
代
人
で
あ
る
ゲ
オ
ル
ク
・

Ｗ
・
Ｆ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
が
『
精
神
現
象
学
』（P

hänom
enologie des G

eistes, 1807

）
の

「
相
互
承
認
論
」
で
吟
味
し
て
い
た
「
決
闘
（Z

w
eikam

pf

）」（K
riege, S. 17 / 

二

二
頁
）
で
あ
り
、
次
い
で
小
規
模
の
「
交
戦
（G

efecht

）」
を
指
す
「
戦
闘

（K
am

pf

）」
で
あ
っ
た
（K

riege, S. 53 / 

五
七
頁
）。

こ
う
し
て
目
的
を
達
成
す
る
手
段
諸
々
の
な
か
で
も
唯
一
の
手
段
と
言
え

る
の
は
、
戦
闘
（K

am
pf

）
で
あ
る
。〔
中
略
〕
戦
争
の
な
か
に
現
わ
れ
る

効
果
す
べ
て
は
根
源
的
に
戦
闘
か
ら
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の

こ
と
は
つ
ね
に
戦
争
概
念
に
ふ
く
ま
れ
る
。（K

riege, S. 52 / 

五
七
頁
）

「
こ
れ
に
対
し
て
広
義
の
戦
争
術
に
と
に
か
く
属
し
て
い
る
の
は
ま
た
、

戦
争
の
た
め
に
現
に
存
在
す
る
（um

 des K
rieges w

illen da sind

）
活
動
態

す
べ
て
（alle T
ätigkeite

）
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
徴
募
、
武
装
、
装
備
、
訓

練
と
い
っ
た
戦
闘
力
の
産
出
全
体
で
あ
る
」（K

riege, S. 102 / 

一
〇
七
頁
、 vgl. S 

53f. / 

五
七
頁
）。
こ
の
な
か
で
戦
闘
と
は
、
決
闘
が「
個
々
の
要
素
」と
し
て「
さ

ま
ざ
ま
に
組
織
化
さ
れ
た
或
る
全
体
（ein vielfach gegliedertes G

anze

）」

の
こ
と
で
あ
る
（K

riege, S. 53 / 

五
七
頁
）。
戦
闘
を
契
機
と
し
た
「
戦
争
活
動
態

（kriegerische T
ätigkeit

）」
の
諸
々
で
あ
る「
な
す
こ
と（

）」
が
、

こ
の
よ
う
に
積
極
的
も
し
く
は
消
極
的
に
（K

riege, S. 53 / 

五
八
頁
、vgl. S. 29 / 

三

四
頁
）、「
個
々
の
部
分
」
と
し
て
戦
争
の
「
全
体
」
を
織
り
な
す
。
こ
こ
ま
で

を
見
る
に
、『
戦
争
論
』の
思
考
法
は
ヘ
ー
ゲ
ル
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
は
い
え
小
稿
で
再
確
認
す
る
の
は
、
そ
の
カ
ン
ト
的
可
能
性
で
あ
る
。

イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』（K

ritik der reinen Vernunft, 

1781 / 1787, 

以
下
、A

 / B

で
参
照
頁
を
指
示
）は「
全
体
と
い
う
理
念
」
を「
統
制
的
」

に
「
使
用
」
し
、「
感
性
」、「
悟
性
」、「
理
性
」
に
そ
な
わ
る
機
能
そ
れ
ぞ
れ

の
相
互
連
関
を
体
系
化
し
て
い
く
哲
学
書
で
あ
っ
た
が
（vgl. A

64 / B
89, A

298 / 

B
355

）、
小
稿
で
は
、
こ
の
成
り
立
ち
を
ふ
ま
え
て
カ
ン
ト
主
義
者
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
哲
学
的
思
考
に
そ
く
し
、
同
時
に
、
プ
ラ
テ
イ
ン
＝
な
す
こ

と
、
プ
ラ
グ
マ
＝
な
さ
れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
「
全
体
」
を
意
味
す
る
「
ホ

ロ
ス
（

）」
と
い
っ
た
古
代
ギ
リ
シ
ア
的
概
念
の
歴
史
的
展
開
を
念
頭

に
お
き
な
が
ら
２
、『
戦
争
論
』
は
、
思
考
と
い
う
行
為
を
ふ
く
む
「
社
会
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2 

野
家
『
増
補
　
科
学
の
解
釈
学
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
）
の
二
八
九
頁
を

参
照
。「
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
語
は
ジ
ャ
ン
・
Ｃ
・
ス
マ
ッ
ツ
が
一
九
二
六
年
に
最

初
に
使
用
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
（
Ｊ
・
Ｃ
・
ス
マ
ッ
ツ
『
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
進
化
』、
石
川
光
男
、

片
岡
洋
二
訳
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
五
年
、
三
二
〇
頁
）、
体
系
性
や
全
体
性
に
も
と
づ
く

哲
学
的
理
論
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
以
前
か
ら
多
々
存
在
し
た
。
小
稿
と
の
関
連
で

言
え
ば
、
哲
学
の
術
語
を
ラ
テ
ン
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
へ
と
翻
訳
し
、
カ
ン
ト
批
判
哲

学
に
影
響
を
与
え
た
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ヴ
ォ
ル
フ
の「
体
系
哲
学
」を
例
示
で
き
る
。
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（3）

実
践
」３
と
し
て
の
戦
争
に
そ
な
わ
る
カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・

ホ
ー
リ
ズ
ム
の
構
造
を
提
示
し
た
哲
学
書
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
４
。

小
稿
の
進
行
を
示
す
。
ま
ず
第
一
節
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
学
の
コ
ン
テ

ク
ス
ト
」
で
は
『
戦
争
論
』
の
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
、
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の

カ
ン
ト
主
義
を
検
討
す
る
必
要
性
を
示
す
。
次
に
第
二
節
「
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
統
整
的
理
念
と
建
築
術
」
で
は
、『
戦
争
論
』
に
内
在
し
、
統
整

的
理
念
と
絶
対
戦
争
概
念
に
注
目
し
て
そ
の
カ
ン
ト
的
契
機
を
指
摘
す
る
。

つ
づ
い
て
第
三
節
「
カ
ン
ト
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
で
は

『
純
粋
理
性
批
判
』
の
そ
れ
を
考
察
し
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
そ
の
理
解

可
能
性
を
受
容
し
え
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
第
四
節
「
絶
対
戦
争
、
制
限
戦

争
、
政
治
」
で
は
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
現
代
的
系
譜
に

『
戦
争
論
』
を
お
い
て
そ
の
可
能
的
内
実
を
確
か
め
、
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
第

五
節
「
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
現
象
学
的
解
釈
学
」
で
は
『
戦
争
論
』
の
現
代
哲

学
的
解
釈
を
試
み
る
。
結
び
「
カ
ン
ト
と
は
道
を
違
え
て
」
で
は
、
以
上
の

節
五
つ
を
ふ
ま
え
、『
戦
争
論
』
に
お
け
る
「
講
和
（
＝
平
和
、Frieden

）」

と
（K

riege, S. 44 / 

四
九
頁
、S. 329 / 

三
三
八
頁
）、「
勝
利
（Sieg
）」
の
概
念
的
優
先

関
係
を
（K

riege, S. 13 / 

十
八
頁
）、
統
整
的
理
念
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

一
　
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

『
戦
争
論
』
研
究
の
大
家
ピ
ー
タ
ー
・
パ
レ
ッ
ト
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ

に
と
っ
て
の
「
客
観
性
」
と
「
主
観
性
」
と
を
論
じ
、
そ
の
あ
い
だ
で
彼
の
思

索
が
も
つ
特
徴
を
結
論
づ
け
た
文
脈
で
、
客
観
性
に
そ
く
す
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
哲
学
的
思
考
が
、一
八
〇
四
年
ま
で
を
生
き
た
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・

カ
ン
ト
の
批
判
哲
学
に
由
来
す
る
旨
を
指
摘
し
、
こ
う
述
べ
て
い
た
。

カ
ン
ト
の
認
識
批
判
が
提
起
し
た
の
は
、
自
分
に
外
部
の
事
柄
へ
の
判
断

に
内
在
し
た
問
題
の
解
決
で
あ
っ
た
。
読
者
の
多
く
は
す
ぐ
さ
ま
カ
ン
ト

の
教
説
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
目
的
と
結
び
つ
け
、
教
説
が
も
つ
イ
ン
パ

ク
ト
を
歪
め
た
。
他
方
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
二
十
代
の
こ
ろ
早
く

に
カ
ン
ト
の
教
説
に
か
ん
す
る
諸
講
義
を
聞
い
て
お
り
、
カ
ン
ト
の
ア
イ

デ
ア
を
利
用
し
て
実
用
的
な
こ
と
（the pragm

atic

）
か
ら
理
論
的
な
こ
と

へ
と
移
行
す
る
た
め
の
確
固
と
し
た
基
盤
を
見
出
し
た
。５

理
論
的
吟
味
を
欠
く
、
単
純
な
実
践
偏
重
を
パ
レ
ッ
ト
は
「
実
用
的
な
こ

と
」
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
稿
で
考
察
す
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・

ホ
ー
リ
ズ
ム
は
、
カ
ン
ト
の
術
語
法
で
あ
え
て
表
現
す
れ
ば
、「
理
性
と
悟

性
が
使
用
す
る
諸
概
念
の
体
系
論
」
と
で
も
な
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、

そ
う
し
て
「
実
用
的
な
こ
と
」
の
議
論
で
は
な
く
６
、「
語
用
論
」
や
ネ
オ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3 
R

obert B
random

, Tales of the M
ighty D

ead, H
istorical E

ssays in the 
M

etaphysics of Intentionality, H
arvard U

niversity Press, 2002, p. 52. 

こ
れ
は
、
カ

ン
ト
の
「
比
量
的
な
社
会
的
実
践
」
を
説
明
し
た
箇
所
。

４ 

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
理
論
的
に
有
機
的
な
相
関
関
係
に
か
ん

し
て
は
、
小
稿
第
三
節
も
ふ
ま
え
、
以
下
を
参
照
。M

ark O
krent, “

H
eidegger's 

pragm
atism

 redux ”
, in: T

he C
am

bridge C
om

panion to P
ragm

atism
, edited by 

A
lan M

alachow
ski, C

am
bridge U

niversity Press, 2013, p. 136f.

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

5 
P

eter P
aret, “M

achiavelli, F
ichte, and C

lausew
itz in the L

abyrinth of 
G

erm
an Idealism

”, in: E
tica &

 P
olitica, X

V
II, 3, 2015, p. 95. 

併
せ
て
ピ
ー
タ
ー
・

パ
レ
ッ
ト
『
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
：
『
戦
争
論
』
の
誕
生
』（
白
洲
英
子
訳
、
中
公
文
庫
、
一
九
九

一
年
）
の
一
三
二
頁
以
下
を
参
照
。

６ 

小
稿
で
考
察
す
る
カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
「
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
」
は
、
当
然
、
カ
ン
ト
の
講
義
『
実
用
的
観
点
に
お
け
る
人
間
学
』（
一

七
九
八
年
）
に
お
け
る
「
実
用
的
」
の
意
味
で
は
な
い
。

284　



（4）

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
へ
展
開
し
た
、
プ
ラ
テ
イ
ン
概
念
、
プ
ラ
グ
マ
概
念
に

発
す
る
哲
学
的
原
理
論
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
呼
ぶ
７
。

さ
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が「
一
八
〇
一
年
末
」
か
ら「
一
八
〇
四
年
」

ま
で
の
あ
い
だ
に
聞
い
た
そ
の
「
諸
講
義
」
は
８
、「『
永
久
平
和
論
』
の
フ
ラ

ン
ス
へ
の
紹
介
に
与
っ
て
力
が
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
で
の
カ
ン
ト
の
代
理
人
と

も
い
う
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
い
た
」９
、
ヨ
ハ
ン
・
Ｇ
・
Ｋ
・
Chr
・
キ
ー

ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
が
、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
運
営

の
「
ベ
ル
リ
ン
士
官
研
修
所
」
で
行
な
っ
た
講
義
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
10

。

も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
身
が
カ
ン
ト
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
著
作
そ
れ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7 

「
論
理
」
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
場
合
、
一
貫
し
て

い
な
い
け
れ
ど
（K

riege, S. 330 / 

二
八
六
頁
、S. 31 / 

三
六
頁
）、「
戦
争
は
こ
う
し
て
対
立
す

る
国
民
や
政
府
の
考
え
を
別
の
文
書
や
言
葉
で
た
だ
表
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
か
」
と

自
問
し
た
の
ち
、「
戦
争
は
も
ち
ろ
ん
戦
争
に
固
有
の
文
法（G

ram
m

atik

）を
も
つ
が
、

と
は
い
え
戦
争
に
固
有
の
論
理（L

ogik

）は
も
た
な
い
」
と
述
べ
て
い
た
（K

riege, S. 330 

/ 

三
三
八
頁
）。
彼
の
〝Politik
〞
概
念
を
「
政
治
（politics

）」
概
念
と
「
政
策
（policy

）」

概
念
と
に
分
け
る
ア
ン
ツ
ィ
リ
オ
・
Ｊ
・
エ
チ
ュ
ヴ
ァ
リ
ア
二
世
い
わ
く
、「
通
常
、

こ
の
一
文
は
、
戦
争
は
た
だ
の
政
治
的
道
具
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
文
法
が
発
話
を

制
限
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
に
多
く
の
制
限
を
戦
争
が
政
策
に
課
す
と
い
う
考
え
を

強
め
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
る
」（A

ntulio J. E
chevarria II, C

lausew
itz and C

ontem
porary 

W
ar, O

xford U
niversity Press, 2013, p. 88f.

）。

　
比
喩
を
借
用
元
に
返
せ
ば
、
文
法
は
「
統
語
論
（Syntax

）」、
論
理
は
「
論
理
学

（L
ogik

）」
で
扱
わ
れ
る
が
、
単
純
に
戦
争
と
い
う
社
会
的
実
践
を
分
節
化
す
る
論
理

言
語
の
自
己
完
結
的
な
古
典
的
論
理
学
は
存
在
し
な
い
と
い
う
意
味
か
も
し
れ
な
い

（cf. 

パ
レ
ッ
ト『
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
』、
一
一
四
頁
、
野
家『
言
語
行
為
の
現
象
学
』、
勁
草
書
房
、
一
九
九
三
年
、

一
九
五
頁
）。

　
こ
れ
に
対
し
て
小
稿
で
と
り
あ
げ
る
の
は
社
会
的
実
践
の「
意
味
論（Sem

antik

）」、

社
会
的
個
人
と
そ
の
行
為
と
の
か
か
わ
り
を
問
う
「
プ
ラ
グ
マ
論
（Pragm

atik

）」
で

あ
る
。
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ『
戦
争
論
』に
か
か
わ
る
文
法
概
念
に
か
ん
し
て
は
、拙
稿「
戦

争
概
念
の
経
験
的
文
法
：
そ
の
多
様
性
を
手
が
か
り
に
し
た
哲
学
的
確
認
」（
戦
略
研
究

学
会
、
第
十
三
回
大
会
、
東
京
経
済
大
学
、
二
〇
一
五
年
四
月
十
八
日
、
口
頭
発
表
）
に
お
い
て
ヴ
ィ
ト

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
観
点
か
ら
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
観
点
を
ふ
ま
え
て
言
え

ば
、「
弱
い
Ａ
Ｉ
」の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
は
統
語
論
を
そ
な
え
て
い
る
が
、意
味
論
を
欠
き
、

こ
れ
に
対
し
て
戦
争
は
社
会
的
実
践
と
し
て
意
味
論
も
内
蔵
す
る
。

　
拙
稿
「
戦
争
概
念
の
経
験
的
文
法
」
の
内
容
の
一
部
に
か
ん
し
て
は
、
持
田
睦
、
横

地
編
著
『
戦
う
こ
と
に
意
味
は
あ
る
の
か
：
倫
理
学
的
横
断
へ
の
試
み
』
所
収
の
拙
稿

で
あ
る
序
章
「
多
様
な
戦
争
を
め
ぐ
る
形
而
上
学
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」（
弘
前
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

8 

パ
レ
ッ
ト
『
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
』
の
第
四
章
「
第
二
の
父
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
に

出
会
う
」
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９ 

福
谷
茂
『
カ
ン
ト
哲
学
試
論
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
の
二
五
二
頁
を
参
照
。

10 

パ
レ
ッ
ト
が
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
修
学
状
況
を
説
明
す
る
に
、「
若
き
士
官
と

し
て
彼
は
、
カ
ン
ト
哲
学
を
普
及
さ
せ
た
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ

タ
ー
に
よ
る
論
理
学
と
倫
理
学
の
入
門
講
義
に
参
加
し
た
」（Peter Paret, U

nderstanding 

W
ar: E

ssays on C
lausew

itz and the H
istory of M

ilitary P
ow

er, Princeton U
niversity Press, 1992, p. 

104

）。V
gl. H

erm
ann C

ohen, Von K
ants E

influss auf die D
eutsche K

ultur, Ferd 
D

um
m

lers, 1883, S. 31. 

カ
ン
ト
が
生
涯
を
過
ご
し
た
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
は
東
プ
ロ

イ
セ
ン
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
が
、「
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
の
祖
」で
あ
る
ヘ
ル
マ
ン
・

コ
ー
エ
ン
は
前
掲
頁
で
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ

ナ
イ
ゼ
ナ
ウ
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
ら
を
「
プ
ロ
イ
セ
ン
学
派
」
と
呼
ぶ
。

　
そ
の
カ
ン
ト
は
批
判
哲
学
に
お
い
て
論
理
学
を
い
く
つ
か
に
区
別
し
た
。
つ
ま
り
、

「
可
能
的
経
験
一
般
の
形
式
を
先
取
り
的
に
認
識
す
る
こ
と
」（B

303

）
を
目
的
と
す
る

「
超
越
論
的
論
理
学
」
は「
存
在
論
」
で
あ
る「
真
理
の
論
理
学
」
と「
特
殊
形
而
上
学
」

で
あ
る
「
仮
象
の
論
理
学
」
と
に
分
か
れ
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
の
古
典
的
論
理
学

は
「
一
般
論
理
学
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
一
般
論
理
学
は
カ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
『
イ
エ
ッ

シ
ュ
論
理
学
』
講
義
で
「
悟
性
使
用
一
般
の
予
備
学
」
と
さ
れ
、
超
越
論
的
論
理
学
と

区
別
さ
れ
た
（『
イ
エ
ッ
シ
ュ
論
理
学
』、IX

, S. 15

）。

キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
生
涯
に
か
ん
し
て
は
、
以
下
を
参
照
。

https://de.w
ikisource.org/w

iki/AD
B:K

iesew
etter,_Johann_G

ottfried_
K
arl_Christian

　
こ
こ
で
挙
示
さ
れ
て
い
た
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
著
作
は
以
下
。Ü

ber die ersten 
G

rundsätze der M
oralphilosophie, 1788, 2te A

uflage, 1804.  Versuch einer 
faßlichen D

arstellung der w
ichtigsten W

ahrheiten der neuen P
hilosophie für 

U
neingew

eihte, 1795 , zw
ei B

ande,  1803 , in 4te A
uflage, in einem

 B
ande 

redigirt von F
littner,  1824 . A

uszug aus K
ant’s P

rolegom
ena, 1796 . G

rundriß 
einer allgem

einen L
ogik nach kantischen G

rundsätzen, 1796, 4te A
uflage,  

1824 . P
rüfung der H

erder’schen M
etakritik, 1799 . F

aßliche D
arstellung der 

E
rfahrungs-Seelenlehre, 1803, 2te A

uflage, 1806 . D
ie ersten A

nfangsgründe 
der reinen M

athem
atik,

　283



（5）

体
を
ど
れ
く
ら
い
読
ん
で
い
た
か
、は
っ
き
り
し
な
い
点
は
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
研
究
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
意
見
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ル

ナ
ー
・
ハ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
ク
の
論
考
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お
け
る
哲
学

と
理
論
」
に
よ
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
著

作
『
カ
ン
ト
の
基
本
原
則
に
も
と
づ
く
一
般
論
理
学
概
要
』（G

rundriß einer 

allgem
einen L

ogik nach kantischen G
rundsätzen, 1791

）
を
通
じ
て
、
カ
ン
ト
批
判

哲
学
の
超
越
論
的
構
制
や
理
念
の
統
整
的
使
用
の
こ
と
を
学
ん
で
い
る
11

。

問
題
は
、
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
カ
ン
ト
哲
学
理
解
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で

「
実
用
的
な
こ
と
か
ら
理
論
的
な
こ
と
へ
と
移
行
す
る
た
め
の
確
固
と
し
た

基
盤
」
と
な
っ
た
の
か
、
こ
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン
ト
は
理
性
や

悟
性
に
よ
る
概
念
や
理
念
の
使
用
と
い
う
プ
ラ
テ
イ
ン
＝
な
す
こ
と
に
か
ん

す
る
哲
学
的
原
理
論
と
し
て
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
記
し
た
が
、
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
が
こ
う
し
た
理
論
的
な
こ
と
へ
と
移
行
す
る
仕
方
が
問
わ
れ
て
い

る
。あ

ら
た
め
て
確
認
す
れ
ば
、「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」と
は
一
般
に
「
概
念
の

使
用
が
概
念
の
内
容
を
規
定
す
る
」
と
い
う
思
想
的
立
場
の
こ
と
で
あ
り
12

、

哲
学
的
語
用
論
を
ふ
く
む
。
ま
た
、
カ
ン
ト
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
で
遂
行

し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
理
性
の
限
界
画
定
」
に
倣
い
、「
言
語
の
限
界
画
定
」
を

試
み
た
カ
ン
ト
主
義
者
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
Ｊ
・
Ｊ
・
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
は
諸
学
に
お
け
る
文
脈
主
義
へ
の
「
言
語
論
的
転
回
」
を
準
備
し
た
遺
稿

『
哲
学
探
究
』（P

hilosophische U
ntersuchungen, 1953

）
の
第
四
三
節
で
「
或
る
単

語
の
指
意
（B

edeutung

）
は
言
語
の
な
か
で
の
そ
の
使
用
で
あ
る
」13
と
規
定

し
て
い
た
。
だ
と
す
れ
ば
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
言

語
哲
学
的
に
言
え
ば
、
文
脈
に
お
い
て
語
を
使
用
す
る
実
践
的
な
仕
方
で
あ

る
指
意
や
そ
の
「
ア
ス
ペ
ク
ト
」
で
あ
る
「
意
味
（Sinn

）」
の
諸
々
が
織
り

あ
わ
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
全
体
連
関
の
こ
と
で
あ
り
、
哲
学
的
行
為
論

の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
脈
絡
に
お
い
て
何
か
を
な
す
（
＝
プ
ラ
テ
イ
ン
）
な

か
で
決
ま
る
、
そ
の
何
か
や
行
為
（
＝
プ
ラ
グ
マ
）
の
意
味
諸
々
が
織
り
あ

わ
さ
れ
た
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
全
体
連
関
の
こ
と
で
あ
る
。

わ
け
て
も
カ
ン
ト
の
場
合
、
概
念
や
理
念
が
合
理
的
脈
絡
に
お
い
て
使
用

さ
れ
る
可
能
性
／
不
可
能
性
を
問
う
仕
方
で
批
判
哲
学
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
を
提
示
し
た
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、「
…
…
わ
れ
わ
れ
の
区
分
に
よ
れ
ば
、
戦
術
は

交
戦
に
お
け
る
戦
闘
力
の
使
用
を
教
え
、
戦
略
は
戦
争
の
目
的
の
た
め
の
交

戦
の
使
用
を
教
え
る
」（K

riege, S. 103 / 

一
〇
八
頁
）
と
整
理
し
て
い
た
が
、
パ

レ
ッ
ト
が
言
う「
理
論
的
な
こ
と
へ
の
移
行
」と
は
、
こ
う
し
た
使
用
の
諸
々

が
織
り
あ
わ
さ
れ
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
に
か
ん
し
て
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11 
W

erner H
ahlw

eg, “
P

hilosophie und T
heorie bei C

lausew
itz ”

, in: F
reiheit 

ohne K
rieg, B

eiträge zur Strategie-D
iskussion der G

egenw
art im

 Spiegel der 
T

heorie von C
arl von C

lausew
itz, M

it einem
 V

orw
ort von U

lrich de M
aiziere 

P
räsident der C

lausew
itz-G

esellschaft, hrsg. von C
lausew

itz-G
esellschaft, 

D
üm

m
ler, 1980, SS. 326-328

（
Ｗ
・
ハ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
ク
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お

け
る
哲
学
と
理
論
」、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
協
会
編
『
戦
争
な
き
自
由
と
は
：
現
代
に

お
け
る
政
治
と
戦
略
の
使
命
』
所
収
、
日
本
工
業
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
、
四
四
一
〜

四
四
二
頁
）。
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
が
「
理
念
の
統
整
的
使
用
」
を
説
明
す
る
箇
所
は

以
下
を
参
照
。Johann G

. K
. C

hr. K
iesew

etter, G
rundriß einer allgem

einen 
L

ogik nach kantischen G
rundsätzen

（1824

）, A
etas K

antiana, 1973, 

§91, SS. 141-143.

12 

久
保
陽
一
『
生
と
認
識
：
超
越
論
的
観
念
論
の
展
開
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
の

二
九
〇
頁
を
参
照
。
併
せ
て
野
家
『
増
補
　
科
学
の
解
釈
学
』
の
二
八
五
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13 
L

udw
ig W

ittgenstein, P
hilosophical Investigations, edited by P. M

. S
. 

H
acker &

 Joachim
 Schulte, W

iley-B
lackw

ell, 2010, 

§43, p. 25.
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ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
カ
ン
ト
的
に
思
索
す
る
こ
と
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
「『
戦
争
論
』
は
カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム

の
書
だ
」
と
い
う
小
稿
の
解
釈
を
見
え
や
す
く
す
る
た
め
、「
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
・
ヘ
ー
ゲ
リ
ア
ン
」
に
し
て
「
ネ
オ
・
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
第
二
世
代
」

の
ロ
バ
ー
ト
・
Ｂ
・
ブ
ラ
ン
ダ
ム
の
論
文
集
『
大
い
な
る
死
者
の
物
語
：
志

向
性
の
形
而
上
学
に
お
け
る
歴
史
的
試
論

』（Tales of the M
ighty D

ead, 

H
istorical E

ssays in the M
etaphysics of Intentionality, 2002, 

以
下
、Tales

と
略
記
）
を
参

照
し
、
補
助
線
を
引
き
た
い
。
彼
が
こ
の
著
作
で
読
み
解
い
た
の
は
、
カ
ン

ト
『
純
粋
理
性
批
判
』、
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ

デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』（Sein und Z

eit, 1927, 

以
下
、SZ

と
略
記
）、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン『
哲
学
探
究
』
な
ど
だ
が
14

、
こ
れ
ら
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・

ホ
ー
リ
ズ
ム
の
思
想
史
と
し
て
提
示
し
て
い
た
。
こ
の
思
想
史
が
小
稿
の
補

助
線
と
な
る
。

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
こ
の
観
点
か
ら
確
認
す
れ
ば
、

『
純
粋
理
性
批
判
』
は
、
た
と
え
ば
カ
ン
ト
学
者
の
福
谷
が
『
カ
ン
ト
哲
学
試

論
』（
以
下
、『
試
論
』
と
略
記
）
で
明
快
に
示
し
た
よ
う
に
、
カ
ン
ト
内
在

的
に
も
そ
れ
を
い
わ
ば「
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
書
」
と
特
徴
づ
け
う
る
し（『
試
論
』、

第
二
章「
物
自
体
と『
純
粋
理
性
批
判
』の
方
法
」）、
じ
っ
さ
い『
純
粋
理
性
批
判
』や『
実

践
理
性
批
判
』
を
紐
解
け
ば
、
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
思
考
を
示
す
概
念
や
記
述
が

散
り
ば
め
ら
れ
た
様
子
を
確
認
で
き
る
。
カ
ン
ト
批
判
哲
学
の
ホ
ー
リ
ズ
ム

と
い
う
観
点
か
ら
、
概
念
や
理
念
の
使
用
可
能
性
に
か
ん
す
る
体
系
的
全
体

性
に
注
目
す
れ
ば
、
カ
ン
ト
主
義
者
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
に
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
が
学
ん
だ
か
ぎ
り
、
彼
が
カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・

ホ
ー
リ
ズ
ム
の
理
解
を
受
容
し
て
い
た
可
能
性
は
問
い
う
る
。

ま
た
ブ
ラ
ン
ダ
ム
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
悟
性

≒

理
性
に
使
用
さ
れ
る
「
カ

テ
ゴ
リ
ー
」
の
「
現
象
」
へ
の
適
用
の
「
客
観
的
妥
当
性
」
が
問
わ
れ
た
（A

93 

/ B
126

）「
規
範
論
的
転
回
」を
カ
ン
ト
批
判
哲
学
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー

リ
ズ
ム
の
思
想
史
に
も
た
ら
し
、
こ
れ
を
経
て
『
精
神
現
象
学
』
が
初
め
て

社
会
性
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
を
提
示
し
た
（Tales, p. 31f.

）。

こ
う
し
て
ブ
ラ
ン
ダ
ム
的
に
見
て
も
15

、『
戦
争
論
』
は
決
闘
の
ヘ
ー
ゲ
ル
的

考
察
を
ふ
く
み
つ
つ
、
カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
と

し
て
成
り
立
ち
う
る
わ
け
で
あ
る
。

加
え
て
『
存
在
と
時
間
』
の
い
わ
ゆ
る
「
日
常
性
の
解
釈
学
」
が
「
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
」（Tales, p. 329

）
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
先
例
と
し
て

ブ
ラ
ン
ダ
ム
が
挙
げ
た
米
国
の
大
陸
哲
学
研
究
者
ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
・
ド
レ
イ

フ
ァ
ス
『
世
界
内
存
在
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
注
釈
』（B

eing-in-the-

W
orld: A

 C
om

m
entary on H

eidegger’s B
eing in Tim

e, 1990

）
に
よ
れ
ば
、『
存
在
と
時

間
』
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
い
わ
ゆ
る
「
日
常
性
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」
を
「
頽

落
」（SZ

, 

§38

）
と
し
て
批
判
的
に
解
釈
す
る
な
か
、
そ
れ
ゆ
え
に
的
確
な
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
理
解
を
語
り
だ
し
て
い
た
16

。
こ
う
し
た
「
日
常
性
の
解

釈
学
」
で
説
明
さ
れ
た
「
環
境
世
界
（U

m
w

elt

）」
概
念
は
（SZ

, 

§15

）、『
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

14 

「
戦
争
ゲ
ー
ム
」
概
念
か
ら
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、

カ
ン
ト
の
全
体
論
的
考
察
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
以
下
を
参
照
。P

hilipp von 
H

ilg
ers, K

rieg
ssp

iele: E
in

e G
esch

ich
te d

er A
u

sn
a

h
m

ezu
stä

n
d

e u
n

d 
U

nberechenbarkeiten, W
ilhelm

 Fink, 2008, C
hap. III and V

I.

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

15 
ブ
ラ
ン
ダ
ム
は
、「
カ
ン
ト
の
規
範
的
合
主
義
」（Tales, p. 31

）
を
ヘ
ー
ゲ
ル
的
に

修
正
し
て
「
社
会
的
機
能
主
義
」
を
示
し
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
と
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

の
志
向
性
を「
意
味
論
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
」（Tales, p. 32

）の
観
点
か
ら
特
徴
づ
け
る
。

16 
H

ubert L
. D

reyfus, B
eing-in-the-W

orld: A
 C

om
m

entary on H
eidegger’s 

B
eing in Tim

e, D
ivision I, T

he M
IT

 Press, 1990, p. 342, note 7.
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（7）

と
時
間
』
ま
で
の
思
索
史
に
あ
っ
て
、
そ
の
構
造
が
目
的
手
段
連
関
の
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
的
で
カ
ン
ト
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
全
体
性
と
し
て
提
示
さ
れ
る

が
、
環
境
世
界
に
お
け
る
用
具
諸
々
の
「
指
示
連
関
」
に
そ
な
わ
る
全
体
性

と
こ
の
全
体
性
に
有
限
的
人
間
が
な
じ
ん
で
い
る
こ
と
を
（vgl. SZ

, 

§18

）
説

明
す
る
た
め
、
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
一
九
二
五
年
夏
学
期
講
義
『
時
間
概
念
史

へ
の
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
』（G

A
20

）
を
参
照
す
る
。
カ
ン
ト
時
間
論
と
出
会
い
、

「
超
越
論
的
ハ
イ
デ
ガ
ー
」
が
誕
生
す
る
直
前
だ
が
、『
存
在
と
時
間
』
と
構

想
を
同
じ
く
す
る
講
義
で
あ
る
17

。
引
用
は
以
下
で
あ
る
。

部
屋
と
の
出
会
い
は
、
私
が
物
を
一
つ
ず
つ
ま
ず
は
把
握
し
、
物
諸
々
の

多
様
性
を
ま
と
め
、
そ
れ
か
ら
一
つ
の
部
屋
を
見
る
と
い
う
意
味
で
な
さ

れ
る
の
で
は
な
い
。
第
一
次
的
に
私
は
或
る
指
示
全
体
性
を
完
結
し
た
も

の
と
し
て
見
、
そ
の
全
体
性
か
ら
個
々
の
家
具
や
そ
の
部
屋
に
現
に
在
る

も
の
を
把
握
す
る
。
一
つ
の
完
結
し
た
指
示
全
体
性
と
い
う
性
格
を
も

つ
、
そ
の
環
境
世
界
は
、
同
時
に
個
別
的
な
親
し
み
に
よ
っ
て
際
立
た
せ

ら
れ
て
い
る
。（G

A
20, S. 253, C

f. D
reyfus, B

eing-in-the-W
orld, p. 103

）

い
わ
ば
「
戦
争
の
環
境
世
界
」
も
、
成
り
立
ち
は
同
じ
で
あ
る
。

「
兵
士
は
徴
募
さ
れ
、
制
服
を
着
用
し
、
武
装
し
、
訓
練
さ
れ
て
い
る
」

と
同
時
に
「
そ
の
兵
士
が
睡
眠
を
と
り
、
飲
食
し
、
あ
る
い
は
行
軍
す
る
」

が
（K

riege, S. 53 / 

五
七
頁
以
下
、vgl. S. 102 / 

一
〇
七
頁
）、
こ
の
と
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
用
具
、
所
作
は
兵
士
に
な
じ
ま
れ
、
す
べ
て
は
戦
闘
可
能
性
の
た
め
に
織

り
あ
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
戦
闘
は
、
わ
れ
わ
れ
が
交
戦
と
呼
ぶ
諸
行
為

（A
kte

）
に
限
っ
て
も
、
個
別
行
為
の
多
か
れ
少
な
か
れ
膨
大
な
数
か
ら
成

り
立
ち
、
…
…
新
た
に
諸
統
一
態
を
形
成
し
て
い
く
」
が
（K

riege, S. 103 / 

一
〇

八
頁
以
下
）、「
こ
こ
か
ら
生
起
す
る
の
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
活
動
態
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
交
戦
の
諸
々
を
そ
れ
自
体
で
配
列
し
遂
行
す
る
こ
と
と
、
戦
争
目

的
の
た
め
に
交
戦
の
諸
々
を
そ
れ
自
体
の
も
と
で
結
合
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
」（K

riege, S. 103 / 

一
〇
八
頁
以
下
）。
前
者
の「
配
列
」は「
戦
術
」、
後
者
の「
結

合
」は
「
戦
略
」と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
が
戦
争
の
環
境
世
界
に
お
け
る
「
指

示
全
体
性
」＝
内
的
脈
絡
を
分
節
化
す
る
二
大
視
点
と
な
る
。

小
稿
の
主
眼
は
『
戦
争
論
』
テ
キ
ス
ト
に
内
在
し
て
解
釈
し
、
そ
の
整
合

性
を
ど
こ
ま
で
高
め
う
る
か
を
確
か
め
、
未
定
稿
『
戦
争
論
』
を
実
践
哲
学

書
と
し
て
読
み
解
く
た
め
の
一
つ
の
物
差
し
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。
加

え
て
、
こ
の
よ
う
に
読
解
さ
れ
る
『
戦
争
論
』
の
哲
学
的
価
値
を
際
立
た
せ

る
た
め
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
後
世
を
生
き
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
カ
ン
ト
哲

学
受
容
が
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
的
内
実
を
豊
か
に
し

た
点
に
注
目
し
、『
戦
争
論
』の
現
象
学
的
解
釈
も
適
宜
、行
な
う
。
つ
ま
り
、

テ
キ
ス
ト
に
内
在
し
て
整
合
的
に
解
釈
す
る
可
能
性
と
、
現
象
学
的
観
点
か

ら
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
解
釈
す
る
可
能
性
と
を
問

い
、
両
者
の
重
な
り
と
違
い
を
確
か
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
　
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
統
整
的
理
念
と
建
築
術

小
稿
で
は
、
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ『
戦
争
論
』を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー

リ
ズ
ム
の
哲
学
的
系
譜
へ
と
多
重
的
に
位
置
づ
け
つ
つ
、『
戦
争
論
』
に
内

蔵
さ
れ
た
カ
ン
ト
的
思
考
を
吟
味
す
る
が
、
わ
け
て
も
そ
れ
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
が
絶
対
戦
争
概
念
を
カ
ン
ト
的
な
統
整
的
理
念
と
し
て
理
解
し
て

い
た
点
に
勝
れ
て
現
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

17 

こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
細
川
亮
一
『
意
味
・
真
理
・
場
所
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
思

惟
の
道
』（
創
文
社
、
一
九
九
二
年
）
の
一
三
二
〜
一
三
四
頁
を
参
照
。
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（8）

ハ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
ク
は
、「
絶
対
的
な
こ
と
」
の
概
念
を
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス

ト
思
想
の
う
ち
に
見
出
し
て
い
た
が
18

、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
で
は

絶
対
的
な
こ
と
へ
の
統
整
的
理
念
の
関
係
が
語
ら
れ
て
い
た
。

「
さ
て
、
超
越
論
的
な
理
性
概
念
は
諸
条
件
を
綜
合
す
る
さ
い
に
つ
ね
に

絶
対
的
全
体
性
（Totalität

）
だ
け
に
か
か
わ
り
、
そ
し
て
端
的
に
、
つ
ま
り

は
ど
の
関
係
に
あ
っ
て
も
無
条
件
的
な
こ
と
に
到
達
し
な
い
の
な
ら
、
そ
れ

は
決
し
て
終
わ
る
こ
と
が
な
い
」（A

326 / B
382

）。
超
越
論
的
理
性
概
念
と
は

統
整
的
理
念
の
こ
と
だ
が
、「
そ
れ
ゆ
え
、〔
超
越
論
的
分
析
論
で
示
さ
れ
る
〕

或
る
学
知
の
そ
う
し
た
完
全
性
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
悟
性

認
識
の
全
体
と
い
う
理
念
に
媒
介
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
、そ
れ
は
つ
ま
り
、

悟
性
認
識
を
構
成
す
る
諸
概
念
が
こ
の
理
念
に
も
と
づ
い
て
規
定
さ
れ
区
分

さ
れ
る
こ
と
に
仲
介
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
諸
概
念
を

一
つ
の
体
系
に
お
い
て
脈
絡
づ
け
る
こ
と
に
仲
介
さ
れ
る
場
合
に
限
ら
れ
る
」

（A
64 / B

89

）。「
純
粋
悟
性
の
認
識
を
総
括
す
る
と
、
こ
の
総
括
は
〔
全
体
と

い
う
〕
一
つ
の
理
念
の
も
と
で
包
括
さ
れ
規
定
さ
れ
う
る
一
つ
の
体
系
を
な

す
だ
ろ
う
…
…
」（A

65 / B
90

）。

有
限
的
現
実
に
お
け
る
多
種
多
様
な
制
限
戦
争
の
或
る
可
能
無
限
的
全
体

を
「
一
つ
の
体
系
と
し
て
脈
絡
づ
け
る
」
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
も
、
制
限

戦
争
の
可
能
的
現
実
が
絶
対
戦
争
と
い
う
統
整
的
理
念
「
の
も
と
で
包
括
さ

れ
規
定
さ
れ
う
る
」
か
ら
で
あ
っ
た
。

と
は
い
え
も
ち
ろ
ん
、『
戦
争
論
』
に
ヘ
ー
ゲ
ル
的
思
考
を
読
み
取
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
戦
場
で
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
身
が
目
の
当
た
り
に
し

て
き
た
軍
人
の
「
精
神
」
が
考
察
さ
れ
る
と
同
時
に
19

、「
精
神
の
自
由
」
は

戦
争
に
ま
つ
わ
る
多
種
多
様
な
「
事
象
（Sache

）」
の
本
質
を
見
抜
い
て
支

配
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（K

riege, SS. 286-289 / 

二
九
四
〜
二
九
六
頁
）、

ま
た
、『
精
神
現
象
学
』
の
決
闘
概
念
を
と
り
こ
む
形
で
『
戦
争
論
』
が
執
筆

さ
れ
た
見
込
み
も
高
い
20

。
た
だ
し
、「
単
純
な
こ
と
か
ら
合
成
さ
れ
た
こ

と
へ
と
進
む
」
こ
と
は
確
か
だ
が
（K

riege, S. 17 / 

二
二
頁
）、『
戦
争
論
』
の
全
体

構
制
と
そ
こ
で
示
さ
れ
た
哲
学
的
内
実
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
絶
対
戦
争
は
ヘ
ー

ゲ
ル
の「
絶
対
精
神
」概
念
に
比
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。「
否
定
の
否
定
」

と
い
う
「
媒
介
」
の
「
動
的
論
理
」
に
よ
っ
て
精
神
が
経
験
の
諸
段
階
を
高
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

18 
W

. H
ahlw

eg, “
Philosophie und T

heorie bei C
lausew

itz ”
, in: F

reiheit ohne 
K

rieg, S. 326

（
ハ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
ク「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お
け
る
哲
学
と
理
論
」、『
戦
争
な
き
自
由
と
は
』

所
収
、
四
四
一
頁
）。

　
件
の
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
思
想
的
影
響
関
係
を
確
か
め

つ
つ
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
残
し
た
「
お
知
ら
せ
（N

achricht

）」（
一
八
二
七
年
七
月
十

日
）に
示
さ
れ
た
絶
対
戦
争
と
制
限
戦
争
の
区
別
と
い
う
観
点
か
ら
、未
定
稿『
戦
争
論
』

を
読
み
解
く
ハ
ン
ス
・
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
構
え
に
小
稿
も
倣
う
。V

gl. H
ans D

elbrück, 

D
ie N

euzeit: Vom
 K

riegsw
esen der R

enaissance bis zu N
apoleon, in: G

eschichte der K
riegskunst, 

N
ikol, 2017

（1920

）, 4te. K
pitel. 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

19 

コ
ー
エ
ン
が
強
調
し
た
点
で
あ
る
。V

gl. H
. C

ohen, 
D

eutsche K
ultur, S. 33. 

20 

『
戦
争
論
』
東
独
版
テ
キ
ス
ト
を
訳
出
し
た
ド
イ
ツ
社
会
哲
学
研
究
者
の
清
水
多

吉
は
こ
う
説
明
し
て
い
る
。

彼
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
陸
軍
大
学
〔
マ
マ
〕
当
時
カ
ン
ト
派
の
教
授
キ
ー
ゼ

ウ
ェ
ッ
タ
ー
の
講
義
を
聴
き
、
フ
ィ
ヒ
テ
を
読
み
、
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
に
傾
倒
し
て

い
た
。
特
に
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
の
影
響
は
本
書
の
理
論
的
論
述
の
ス
タ
イ
ル
に
見
ら

れ
る
。
例
え
ば
、戦
争
を
論
じ
る
の
に
、一
人
と
一
人
の
決
闘
の
分
析
か
ら
始
め
て
、

絶
対
戦
争
と
い
う
理
念
を
最
後
に
も
っ
て
い
く
論
述
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
個

的
意
識
の
分
析
か
ら
始
め
て
、
主
観
精
神
、
客
観
精
神
を
論
じ
て
絶
対
精
神
に
終

る
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
学
を
思
わ
せ
る
。（
清
水
訳
『
戦
争
論
（
上
）』
解
説
、
中
公
文
庫
、
五
九
六
頁
）

　
カ
ン
ト
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
い
ず
れ
に
引
き
つ
け
て
『
戦
争
論
』
を
読
む
に
し
て
も
、
両

者
の
哲
学
に
そ
な
わ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
文
脈
に
借
り
て
『
戦
争
論
』
の
内
在
的
可
能

性
を
吟
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
聖
書
原
理
主
義
者
が
直
線
的
時
間
表
象
に

も
と
づ
い
て
キ
リ
ス
ト
教
的
終
末
を
理
解
し
な
が
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
を
浅

薄
に
読
む
と
き
、絶
対
精
神
と
絶
対
戦
争
が
終
末
と
し
て
重
ね
あ
わ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
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し
、「
絶
対
精
神
」
へ
と
至
る
思
考
の
プ
ロ
セ
ス
を
『
戦
争
論
』
は
欠
く
か
ら

で
あ
る
21

。

『
戦
争
論
』は
、「
絶
対
戦
争
に
至
る
弁
証
法
的
運
動
の
書
」で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
批
判
的
思
考
を
高
進
さ
せ
て
い
く
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
近

し
い
。

「
わ
れ
わ
れ
の
認
識
す
べ
て
は
感
官
か
ら
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
悟
性
へ
と

進
ん
で
理
性
で
終
わ
る
が
、
理
性
を
超
え
で
た
場
合
、
直
観
の
素
材
を
加
工

し
、
そ
の
素
材
を
思
惟
最
高
の
統
一
へ
と
も
た
ら
す
高
次
の
も
の
は
何
ひ
と

つ
と
し
て
わ
れ
わ
れ
に
は
見
出
さ
れ
な
い
」（A

298 / B
355

）。
こ
う
述
べ
る
カ

ン
ト
に
対
し
て
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
戦
闘
＝
交
戦
を
織
り
な
す
個
別

行
為
の
一
つ
一
つ
か
ら
眼
差
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
戦
争
の
な
か
で
戦
術
面

と
戦
略
面
と
を
見
分
け
る
が
、
こ
の
と
き
、
絶
対
戦
争
と
い
う
理
念
は
統
整

的
に
使
用
さ
れ
、
戦
争
の
内
的
脈
絡
を
な
す
多
種
多
様
な
構
成
要
素
を
ま
と

め
あ
げ
る
機
能
を
も
つ
。
こ
の
意
味
で
『
戦
争
論
』
は
「
単
純
な
こ
と
か
ら

合
成
さ
れ
た
こ
と
へ
と
進
む
」。

理
論
理
性
≒
悟
性
に
思
考
し
う
る
こ
と
／
し
え
な
い
こ
と
の
境
界
が
画
定

さ
れ
た
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
あ
っ
て
悟
性
は
「
規
則
の
能
力
」、
理

性
は
「
原
理
の
能
力
」（A

299 / B
356

）、
あ
る
い
は
「
推
論
の
能
力
」（A

330 / 

B
386

）
と
さ
れ
た
。
問
わ
れ
て
い
た
の
は
「
純
粋
理
性
の
諸
原
理
」
の
「
統
整

的
使
用
」
で
あ
る
（A

664 / B
692

）。
こ
の
問
い
に
答
え
て
カ
ン
ト
は
、「
可
能

的
経
験
に
か
ん
す
る
悟
性
活
動
す
べ
て
を
体
系
的
に
統
一
す
る
こ
と
は
理
性

の
仕
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
悟
性
が
諸
現
象
の
多
様
を
諸
概
念
に
よ
っ
て
連

結
し
、
経
験
的
法
則
の
も
と
に
も
た
ら
す
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と
述
べ
る

（A
664 / B

692

）。
こ
う
し
て
悟
性
と
感
性
が
協
働
し
て
構
成
し
た
「
可
能
的
経

験
」
す
べ
て
に
体
系
的
統
一
を
も
た
ら
す
さ
い
、
超
越
論
的
理
念
が
統
制
的

に
使
用
さ
れ
る
。「
理
性
の
仕
事
」
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
悟
性
活
動
の
諸
々
は
感
性
の
図
式
な
し
に
は
無
規
定
的
で
あ

る
。
ま
っ
た
く
同
様
に
理
性
の
統
一
も
ま
た
諸
条
件
と
度
合
い
に
か
ん
し

て
、
す
な
わ
ち
、
悟
性
が
そ
の
諸
概
念
を
そ
れ
の
も
と
へ
と
体
系
的
に
結

合
す
べ
き
諸
条
件
と
、
そ
し
て
、
ど
の
く
ら
い
悟
性
が
そ
の
諸
概
念
を
体

系
的
に
結
合
す
べ
き
か
と
い
う
度
合
い
と
に
か
ん
し
て
、
そ
れ
自
体
で
は

無
規
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
悟
性
概
念
す
べ
て
の
一
貫
し
て
体

系
的
な
統
一
に
対
し
て
、
い
か
な
る
図
式
も
直
観
に
見
出
さ
れ
な
い
に
し

て
も
、
そ
の
よ
う
な
図
式
の
或
る
類
比
物
（A

 n a l o g o n

）
が
や
は
り

与
え
ら
れ
う
る
し
、
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
類
比
物
は
、

或
る
原
理
に
あ
っ
て
悟
性
認
識
を
分
割
し
合
一
す
る
最
大
限
と
い
う
理
念

で
あ
る
。（A

664f. / B
692f.

）

理
性
は「
原
理
」の
能
力
で
あ
っ
た
が
、「
図
式
の
類
比
物
」で
あ
る「
理
念
」

を
統
整
的
に
使
用
す
る
。
そ
も
そ
も
、
判
断
全
体
の
分
節
機
能
で
あ
る
カ
テ

ゴ
リ
ー
を
「
超
越
論
的
図
式
」
は
時
間
形
態
一
般
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
し
て
表

現
し
、「
想
像
力
（E

inbildungskraft

）」
の
可
動
範
囲
を
制
限
し
規
定
し
て

い
た
が
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
参
照
し
て
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
を
読
み
解
く
守
屋
唱
進
は
「
概
念
の
図
式
が
当
の
概
念
を
め
ぐ
る
想
像
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

21 

ヘ
ー
ゲ
ル
『
精
神
現
象
学
』
は
、「
絶
対
精
神
の
現
実
性
」
に
「
感
覚
的
確
信
」
が

ふ
く
ま
れ
る
こ
と
を
見
こ
ん
で
、『
精
神
現
象
学
』
の
始
ま
り
と
し
て
お
り
（vgl. M

. 

H
eidegger, B

eiträge zur P
hilosophie, Vom

 E
reignis, G

A
65, V

. K
losterm

ann, 1994, S. 426

）、『
精
神

現
象
学
』の
諸
段
階
は
絶
対
精
神
の
現
実
性
に
ふ
く
ま
れ
る
と
い
う
、そ
の
構
造
は『
精

神
現
象
学
』
全
体
に
お
よ
ぶ
か
ぎ
り
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
注
目
し
た
『
精
神
現
象

学
』
の
相
互
承
認
論
と
い
う
段
階
も
、
絶
対
精
神
の
現
実
性
に
ふ
く
ま
れ
、
つ
ま
り
、

絶
対
精
神
が
『
精
神
現
象
学
』
の
諸
段
階
に
偏
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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の
限
界
と
見
做
し
う
る
」22
と
説
明
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
図
式
の
類
比

物
」
で
あ
る「
理
性
概
念
は
た
だ
蓋
然
的
に
考
え
ら
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
、

（
発
見
的
虚
構
と
し
て
の
）
理
性
概
念
へ
と
か
か
わ
る
な
か
、
経
験
の
領
野

に
お
け
る
体
系
的
な
悟
性
使
用
の
統
整
的
原
理
を
基
礎
づ
け
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
」（A

771. / B
799

）。
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
は
図
式
で
あ
る
「
ア
ス
ペ
ク
ト

の
閃
き
」
と
い
う
発
見
機
能
を
そ
な
え
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、「
と
は
い
え
、
私
が
ア
ス
ペ
ク
ト
の
閃
き
（

）
に

お
い
て
知
覚
す
る
の
は
対
象
の
或
る
属
性
で
は
な
く
、
そ
の
対
象
と
他
の
諸

対
象
と
の
或
る
内
的
関
係
（interne R

elation

）
で
あ
る
」
か
ぎ
り
23

、「
発
見

的
虚
構
」
は
消
極
的
な
意
味
で
言
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
統
整
的
理
念

は
経
験
的
直
観
の
裏
づ
け
を
も
た
な
い
が
ゆ
え
に
「
虚
構
」
と
呼
ば
れ
は
す

る
が
、
図
式
の
類
比
物
と
し
て
可
能
的
経
験
す
べ
て
の
体
系
的
統
一
が
カ

バ
ー
す
る
可
能
的
範
囲
を
「
発
見
」
す
る
。
理
性
が
も
た
ら
す
図
式
の
類
比

物
は
、
そ
う
し
た
可
能
的
範
囲
を
体
系
的
に
統
一
し
な
が
ら
、
そ
の
限
界
画

定
を
行
な
う
わ
け
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
絶
対
戦
争
概
念
も
ま
た
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
戦
争
ス
タ
イ
ル
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
吟
味
さ
れ
た
理
性
概
念
で
あ

り
、
多
種
多
様
な
制
限
戦
争
の
可
能
的
経
験
す
べ
て
を
照
ら
し
だ
す
た
め
の

光
源
、
あ
る
い
は
映
し
だ
す
た
め
の
鏡
と
し
て
、
つ
ま
り
は
「
発
見
的
虚

構
」
と
し
て
統
制
的
に
使
用
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
カ
ン
ト
の
場
合
、「
発
見
的
虚
構
」
と
い
う
概
念
が
対
象
を
規

定
す
る
わ
け
で
は
な
い
点
は
、
絶
対
戦
争
の
内
実
が
そ
れ
な
り
に
語
ら
れ
る

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
ケ
ー
ス
と
異
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ト
は
こ
う
述
べ
て

い
た
。

…
…
た
と
え
ば
世
界
の
諸
物
は
、
こ
れ
ら
が
そ
の
現
存
を
あ
た
か
も
最
高

の
或
る
叡
知
か
ら
得
る
か
の
よ
う
に
（a l s  o b

）、
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
仕
方
で
理
念
は
本
来
一
つ
の
発
見
的

概
念
に
す
ぎ
ず
、
明
示
的
な
概
念
な
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
対
象
が
い
か

な
る
性
質
を
も
つ
か
を
示
す
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
発
見
的
概

念
に
手
引
き
さ
れ
て
ど
の
よ
う
に
経
験
一
般
の
諸
対
象
の
性
質
と
連
結
と

を
求
め
る
べ
き
か
を
示
す
。（A

670f. / B
698f.

）

こ
れ
に
対
し
て
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
特
殊
形
而
上
学
」
は
、「
第
二
の

父
」
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
と
の
思
想
的
影
響
関
係
の
も
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦

争
の
衝
撃
が
彼
に
見
せ
つ
け
た
「
絶
対
的
な
こ
と
」
を
主
題
と
し
て
い
た
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
絶
対
戦
争〈
と
し
て
〉解
釈
的
に
了
解
す
る
、

ア
ス
ペ
ク
ト
の
閃
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
発
見
的
虚
構
あ
る
い
は
発
見
的
概

念
と
し
て
の
絶
対
戦
争
は
、
カ
ン
ト
の
そ
れ
ら
と
異
な
り
、
現
実
的
対
象
と

し
て
そ
れ
な
り
に
そ
の
内
実
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
う
る
面
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
絶
対
戦
争
と
い
う
統
整
的
理
念
に
照
ら

し
て
多
種
多
様
な
制
限
戦
争
の
可
能
的
現
実
す
べ
て
を
体
系
的
に
統
一
し
な

が
ら
、
戦
争
の
内
的
脈
絡
を
構
成
す
る
諸
概
念
を
使
用
し
て
い
く
仕
方
は
、

カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の「
建
築
術
」に
近
し
い
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
哲
学
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
も

ま
た
、『
カ
ン
ト
の
基
本
原
則
に
も
と
づ
く
一
般
論
理
学
概
要
』
で
「
学
」
と

は
何
か
、
そ
の
学
で
あ
る「
体
系
認
識
」の「
体
系
」と
は
何
か
を
問
う
な
か
、

「
体
系
学
（System

atik

）」
は
「
認
識
の
寄
せ
集
め
（A

ggregat

）
や
ラ
プ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

22 

守
屋
唱
進
「
ア
ス
ペ
ク
ト
の
知
覚
」（『
理
想
』
所
収
、
六
一
六
号
、
理
想
社
、
一
九
八
四
年
）

の
一
八
四
頁
。

23 
L

. W
ittgenstein, P

hilosophical Investigations, 

§247, p. 223.
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デ
ィ
」
で
は
な
い
と
述
べ
、「
或
る
全
体
の
理
念
」
に
も
と
づ
い
て
諸
認
識
を

体
系
へ
と
ま
と
め
て
い
く
「
純
粋
な
一
般
論
理
学
」
を
「
一
般
的
な
建
築
術

（A
rchitektonik

）」
と
呼
ん
で
い
た
24

。

カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
は
建
築
の
比
喩
で
そ
の
体
系
性
が
説
明
さ
れ

て
い
た
け
れ
ど
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
建
築
の
比
喩
で
『
戦
争
論
』
を
語

る
場
面
は
以
下
で
あ
る
。

交
戦
は
戦
争
に
お
い
て
唯
一
実
効
性
（W

irksam
keit

）
が
あ
り
、
交
戦
に

あ
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
対
抗
す
る
戦
闘
力
の
殲
滅
は
目
的
へ
の
手
段
で
あ
る
。

事
実
、
交
戦
が
生
起
し
な
い
場
合
で
さ
え
そ
う
で
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
の

場
合
で
も
決
戦
（E

ntscheidung

）
の
根
底
に
は
或
る
前
提
が
存
在
す
る
か

ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
殲
滅
は
疑
い
な
い
と
い
う
考
察
が
そ
の

前
提
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、敵
戦
闘
力
の
殲
滅
は
戦
争
行
為
す
べ
て（alle 

kriegerische H
andlungen

）
の
基
礎
で
あ
り
、
ア
ー
チ
が
そ
の
台
石
に
か

か
っ
て
い
る
よ
う
に
、
戦
争
行
為
す
べ
て
が
組
み
あ
わ
さ
れ
る
さ
い
に
依

拠
す
る
最
終
的
な
支
点
で
あ
る
。（K

riege, S. 56 / 

六
〇
頁
以
下
）

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
諸
学
に
対
す
る
哲
学
の
「
基
礎
づ
け
主
義
」
と
い

う
意
味
で
「
土
台
」
や
「
最
終
的
な
支
点
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ

れ
な
し
に
は
織
物
を
作
り
え
な
い
契
機
と
し
て
の
織
り
糸
、
す
な
わ
ち
、
袖

や
ポ
ケ
ッ
ト
、
ボ
タ
ン
な
ど
の
諸
々
を
織
り
こ
ん
で
い
く
の
に
不
可
欠
な
織

り
糸
で
あ
る
戦
闘
が
土
台
や
最
終
的
な
支
点
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
カ
ン
ト

や
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
が
語
る
体
系
学
の
建
築
術
を
受
け
て
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
は
戦
争
の
成
り
立
ち
を
織
布
に
喩
え
て
説
明
す
る
わ
け
だ
。

こ
こ
で
建
築
的
比
喩
の
カ
ン
ト
的
文
脈
を
確
認
し
て
お
く
。

小
稿
の
冒
頭
で
引
用
し
た
よ
う
に
、
野
家
は
ホ
ー
リ
ズ
ム
を
説
明
し
て

「
部
分
と
全
体
と
の
関
係
に
お
い
て
、
部
分
に
対
す
る
全
体
の
優
越
性
を
主

張
し
、
全
体
は
部
分
の
算
術
的
総
和
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
」
だ

と
記
し
て
い
た
が（cf. 

小
稿
、
註
１
）、
カ
ン
ト
が「
純
粋
理
性
の
建
築
術
」（B

860f.

）

と
し
て
提
示
し
た
学
問
体
系
は
も
ち
ろ
ん
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
構
造
を
そ
な
え

る
。法
廷
理
論
的
カ
ン
ト
解
釈
を
試
み
た
石
川
文
康
が
説
明
す
る
と
こ
ろ
、

「『
建
築
術
的
』
と
は
、
全
体
の
理
念
が
部
分
に
先
行
し
、
各
部
分
が
た
が
い

に
他
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
の
た
め
に
あ
り
、
結
果
的
に
全
体
の
た
め
に
あ
る
体

系
を
特
徴
づ
け
る
術
語
で
あ
る
」25
。
福
谷
が
「
全
体
の
理
念
」
を
『
純
粋
理

性
批
判
』
の
主
導
概
念
と
み
な
し
、
カ
ン
ト
内
在
的
に
解
釈
を
遂
行
す
る
の

も
（『
試
論
』、
二
六
〜
二
九
頁
）、
カ
ン
ト
が
「
純
粋
理
性
の
建
築
術
」
を
提
唱
し

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
じ
っ
さ
い
、そ
う
し
た
建
築
術
の
な
か
で
判
断
、概
念
、

理
性
、
悟
性
、
構
想
力
、
図
式
、
感
性
の
機
能
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
な
わ
る
全
体

性
や
こ
れ
ら
が
連
関
す
る
体
系
性
が
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
欠
く
事
柄
は

「
寄
せ
集
め
」
や
「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
と
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。
カ
ン
ト
や
キ
ー
ゼ

ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
著
作
を
通
じ
て
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
も
知
り
え
た
事
柄
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
の
認
識
す
べ
て
は
感
官
か
ら
始
ま
り
、
そ
こ
か
ら
悟
性
へ
と

進
ん
で
理
性
で
終
わ
る
」（A

298 / B
355

）
が
、
悟
性
と
感
性
の
協
働
が
語
ら
れ

る
「
真
理
の
論
理
学
」
で
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

今
や
経
験
は
諸
現
象
の
綜
合
的
統
一
に
も
と
づ
く
。
つ
ま
り
、
諸
現
象
一

般
と
い
う
対
象
に
か
ん
し
て
諸
概
念
に
従
っ
て
綜
合
す
る
こ
と
に
も
と
づ

く
。
こ
の
綜
合
な
し
に
は
経
験
は
決
し
て
認
識
に
な
ら
ず
、
諸
知
覚
の
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

24 
J. G

. K
. C

hr. K
iesew

etter, G
ru

n
d

riß
 ein

er a
llg

em
ein

en
 L

o
g

ik n
a

ch 
kantischen G

rundsätzen, 

§269, SS. 430-433. 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

25 

有
福
孝
岳
ほ
か
編
『
縮
約
版

　
カ
ン
ト
事
典
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
の
一
六
〇
頁

を
参
照
。
併
せ
て
石
川
文
康
『
カ
ン
ト
　
第
三
の
思
考
：
法
廷
モ
デ
ル
と
無
限
判
断
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
の
付
論
「
カ
ン
ト
の
体
系
論
」
参
照
。
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る
ラ
プ
ソ
デ
ィ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
諸
知
覚
は
一
貫
し
て
結
合
さ

れ
た
（
可
能
的
）
意
識
の
諸
規
則
に
従
う
脈
絡
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
し

た
が
っ
て
統
覚
の
超
越
論
的
で
必
然
的
な
統
一
の
い
ず
れ
に
も
全
体
的
に

適
合
し
な
い
で
あ
ろ
う
。（A

156f. / B
195

）

「
さ
て
、
或
る
主
観
に
あ
っ
て
多
様
の
統
一
は
綜
合
的
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
、

純
粋
統
覚
は
可
能
的
直
観
す
べ
て
に
お
い
て
多
様
を
綜
合
的
に
統
一
す
る
原

理
を
供
与
す
る
」（A

116

）の
に
対
し
、
純
粋
統
覚
の
綜
合
的
統
一
を
欠
く
と
、

諸
知
覚
が
乱
れ
る
酩
酊
の
ご
と
き
「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
」
と
な
る
。

ま
た
「
仮
象
の
論
理
学
」
に
お
い
て
カ
ン
ト
が
「
理
性
の
理
念
」
と
「
感
性

の
図
式
」
の
違
い
を
説
明
す
る
に
、「
す
な
わ
ち
、
理
性
の
図
式
に
悟
性
概

念
を
適
用
す
る
こ
と
は
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
そ
の
感
性
的
図
式
に
適
用
す
る
場

合
の
よ
う
に
）
対
象
そ
の
も
の
を
認
識
す
る
こ
と
で
さ
え
な
く
、
悟
性
使
用

す
べ
て
を
体
系
的
に
統
一
す
る
規
則
あ
る
い
は
原
理
に
す
ぎ
な
い
」（A

665 / 

B
693

）。
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
感
性
化
し
た
図
式
も
ま
た
、
想
像
力
が
図
式
を
も
ち
い
て

具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
範
囲
を
規
定
す
る「
規
則
」（A

141 / B
180

）で
あ
っ

た
が
、
図
式
の
類
比
物
で
あ
る
理
念
は
、
理
性
が
統
制
的
に
使
用
し
て
「
悟

性
使
用
す
べ
て
」を
統
一
し
、
そ
の
可
能
的
範
囲
を
画
定
す
る
規
則
で
あ
る
。

本
節
ま
で
は
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
全
体
構
制
に
対
し
て
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
理
論
的
に
も
ち
え
た
可
能
的
関
係
の
確
認
で
あ
っ
た
。

三
　
カ
ン
ト
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム

つ
づ
い
て
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー

リ
ズ
ム
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
が
提
示
し
た
環
境
世
界
の
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
理
論
的
関
係
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
カ
ン

ト
主
義
者
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ『
戦
争
論
』が
そ
な
え
う
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
可
能
的
内
実
を
現
象
学
的
解
釈
学
の
観
点
か
ら
見
定
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
象
学
者
の
門
脇
俊
介
が
そ
の
著
作
『
理
由
の
空
間
の
現
象
学
：
表
象
的

志
向
性
批
判
』（
以
下
、『
理
由
』
と
略
記
）
で
説
明
す
る
と
こ
ろ
、「
一
つ
の
志
向

性
が
、
何
ら
か
の
推
論
上
の
役
割
を
そ
の
内
部
で
果
た
す
全
体
論
的
な
ま
と

ま
り
」
を
「
理
由
の
空
間
（the space of reason

）」
と
呼
び
、
そ
れ
は
「
そ
こ

で
行
為
や
主
張
の
理
由
が
与
え
ら
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
、
問
わ
れ
る
よ
う
な

規
範
的
な
空
間
」
で
あ
る
（『
理
由
』、
十
四
頁
）。
人
び
と
の
あ
い
だ
で
理
由
を

与
え
、
受
け
入
れ
、
問
い
あ
う
「
人
間
を
単
な
る
物
や
自
然
と
区
別
す
る
も

の
は
、
人
間
の
意
識
の
内
面
性
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他
者
と
の
あ

い
だ
で
、
あ
る
い
は
自
己
自
身
と
の
対
話
の
う
ち
で
、
こ
の
よ
う
な
『
理
由

の
空
間
』
を
形
成
し
う
る
と
い
う
点
に
あ
る
」（『
理
由
』、
十
四
頁
）。
理
由
の
空

間
は
、
諸
事
象
を
解
釈
的
に
了
解
す
る
人
間
た
ち
に
開
か
れ
た
社
会
的
空
間

で
あ
る
。

「
理
由
の
空
間
」
を
、
現
代
の
表
象
主
義
２
が
構
想
す
る
よ
う
な
形
で
と

ら
え
始
め
た
の
は
、
カ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
カ
ン
ト
は
、
こ
の
世
界
の
対
象

の
成
立
の
可
能
性
の
制
約
が
概
念
的
認
識
で
あ
る
判
断
の
正
当
化
の
可
能

性
の
制
約
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
表
象
す
る
も
の
と
表
象
さ
れ

る
も
の
と
の
関
係
を
、
判
断（
命
題
を
真
と
み
な
す
こ
と
）と
概
念（
規
則
）

に
よ
る
統
一
と
の
関
係
と
し
て
一
新
し
た
。（『
理
由
』、
十
五
頁
）

カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
批
判
哲
学
は
超
越
論
的
哲
学
に
し
て
判
断

論
だ
が
、「
表
象
主
義
２
は
、
文
や
命
題
を
表
象
す
る
こ
と
の
最
小
単
位
と

し
て
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
念
や
意
図
を
含
ん
だ『
志
向
性
の
体
制
』

　275



（13）

を
、
表
象
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
考
察
す
る
よ
う
に
導

か
れ
て
い
る
」（『
理
由
』、
七
頁
）。

と
は
い
え
、
門
脇
が
そ
れ
な
り
に
ブ
ラ
ン
ダ
ム
的
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
、

第
一
に
「
あ
る
命
題
を
真
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
信
念
と
い
う

命
題
的
態
度
は
、
真
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
世
界
内
の
何
ら
か
の

状
況
を
引
き
受
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
た
命
題
を
表
明
す
る
こ
と
は
、

命
題
の
正
当
化
の
責
任
を
引
き
受
け
る
と
い
う
意
味
で
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
な
す
こ
と
で
あ
る
」（『
理
由
』、
八
頁
）。
人
そ
れ
ぞ
れ
、
状
況
そ
れ
ぞ
れ
に

千
差
万
別
の
解
釈
学
的
負
荷
を
受
け
る
な
か
、
人
間
は
「
命
題
の
正
当
化
」

を
行
な
う
わ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
或
る
中
学
生
は
教
室
で
「
こ
れ
は
数
学

の
プ
リ
ン
ト
だ
」
と
言
っ
て
同
級
生
た
ち
に
配
布
す
る
日
直
〈
と
し
て
〉、
担

任
教
師
に
そ
う
言
わ
れ
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
さ
れ
た
言
明
＝
命
題
を
み
ず
か
ら

引
き
受
け
て
自
分
自
身
の
な
か
で
再
文
脈
化
す
る
が
、「
命
題
的
態
度
」は
、

こ
う
し
て
正
当
化
の
責
任
を
み
ず
か
ら
わ
か
ち
も
つ
規
範
的
関
与
の
一
部
で

あ
る
（Tales, p. 317f., vgl. SZ

, S. 318

）。
た
だ
し
、「
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
志
向

性
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
志
向
性
が
単
独
で
生
起

す
る
の
で
は
な
く
、
志
向
性
同
士
の
全
体
論
的
な
体
系
の
一
部
を
な
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
…
…
」（『
理
由
』、
八
頁
）。
ド
レ
イ
フ
ァ
ス
な
ら
、
門

脇
的
カ
ン
ト
の
表
象
主
義
２
を
「
理
論
的
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
の
一
種
に
分
類
す

る
だ
ろ
う
26

。

門
脇
の
こ
う
し
た
存
在
論
的
カ
ン
ト
解
釈
を
参
照
し
て
言
え
ば
、
カ
ン
ト

的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
は
、「
反
表
象
主
義
的
な
」
プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
派
生
態
あ
る
い
は
欠
如
態
で
あ
る
。

「
事
実
的
現
存
在
が
第
一
次
的
か
つ
支
配
的
に
存
在
す
る
仕
方
と
し
て『
実

践
的
な
』
配
慮
が
見
定
め
ら
れ
る
、
ま
さ
に
そ
の
と
き
、『
理
論
』
に
そ
の
存

在
論
的
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
実
践
の
欠
落
、
つ
ま
り
、
或
る
欠
如
態
の
お

か
げ
だ
ろ
う
」
が（SZ

, S. 357

）、「
物
在
性
」
が
環
境
世
界
に
お
け
る「
用
在
性
」

の
端
的
な
欠
如
態
で
あ
る
こ
と
は
む
し
ろ
珍
し
く
、
つ
ま
り
、「
道
具
の
使

用
を
控
え
る
と
す
で
に『
理
論
』
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
稀
で
、
じ
っ
と『
観

察
す
る
』
目
配
り
は
配
慮
さ
れ
て
手
元
に
あ
る
道
具
に
す
っ
か
り
囚
わ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
」
か
ぎ
り
（SZ

, S. 358

）、
用
在
性
と
物
在
性
が
絡
み
あ
う
な
か
で

物
在
性
は
用
在
性
の
派
生
態
と
な
る
こ
と
が
主
立
っ
て
い
る
（Tales, p. 318

）。

こ
う
し
た
解
釈
的
で
情
態
的
な
了
解
を
対
象
認
識
〈
と
し
て
〉
遂
行
す
る
現

存
在
は
み
ず
か
ら
を
認
識
主
観
〈
と
し
て
〉
了
解
し
な
が
ら
、
存
在
者
を
志

向
し
、
客
観
〈
と
し
て
〉
認
識
す
る
。
門
脇
は
こ
う
述
べ
る
。

『
存
在
と
時
間
』（
一
九
二
七
年
）
の
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
道
具
と
交
渉
す
る
日
常

的
な
人
間
の
活
動
を
貫
い
て
い
る
の
は
、
命
題
的
な
表
象
抜
き
の
よ
り
根

源
的
な
志
向
性
││
│
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
言
葉
で
は
「
超
越
（Transzendenz

）」と

言
う
べ
き
だ
ろ
う
│
│
だ
と
考
え
、
表
象
主
義
的
な
志
向
性
は
、
こ
の
根

源
的
な
志
向
性
が
欠
損
し
た
と
き
に
生
ず
る
例
外
的
な
状
態
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
何
ら
か
の
根
源
的
な
志
向
性
を
背
景
に
し
う
る
派
生
的
な
志

向
性
だ
と
い
う
、
反
表
象
主
義
的
な
見
方
を
展
開
し
た
。（『
理
由
』、
九
頁
）

こ
う
し
て
理
論
的
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
「
表
象
主
義
的
な
志
向
性
」
を
担
う
の

が
認
識
主
観
で
あ
り
、
表
象
主
義
２
と
特
徴
づ
け
ら
れ
た
カ
ン
ト
『
純
粋
理

性
批
判
』
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
は
、
反
表
象
主
義
的
な
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
環
境
世
界
概
念
に
お
け
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

26 

ド
レ
イ
フ
ァ
ス
は
、「
観
察
の
理
論
負
荷
性
」（
Ｎ
・
Ｒ
・
ハ
ン
ソ
ン
）
な
ど
に
見

ら
れ
る
現
代
科
学
哲
学
の
「
理
論
的
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
と
の
対
比
か
ら
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

用
具
連
関
を「
実
践
的
ホ
ー
リ
ズ
ム
」
と
し
て
特
徴
づ
け
る
。C

f., H
ubert. L

. D
reyfus, 

“
H

olism
 and H

erm
eneutics ”

, in: R
eview

 of M
etaphysics 34, Septem

ber, 1980, pp. 
3-23.
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の
派
生
態
あ
る
い
は
欠
如
態
で
あ
っ
た
。

そ
の
か
ぎ
り
、
カ
ン
ト
主
義
者
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
戦
争
を
社
会
的
実

践
と
し
て
考
察
し
、「
そ
の
成
り
立
ち
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ

ム
だ
」
と
見
定
め
た
と
き
、
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
そ
れ
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
に
近
し
い
も
の
で
あ
り
え
た
。
エ
マ

ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
「
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
著
作
に
あ
っ
て
、
現
存
在
は

飢
え
る
こ
と
が
決
し
て
な
い
」27
と
批
判
し
て
い
た
が
、
と
は
い
え
、
戦
争

の
内
的
脈
絡
の
な
か
で
生
き
る
現
存
在
た
ち
は
兵
士
〈
と
し
て
〉
空
腹
を
覚

え
、
毎
日
の
食
事
を
く
り
か
え
す
。
そ
れ
は
、
兵
士
〈
と
し
て
〉そ
の
務
め
を

果
た
す
〈
た
め
〉で
あ
っ
た
。
戦
争
に
必
須
の
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」は
、
カ
ン

ト
倫
理
学
で
論
じ
ら
れ
た
目
的
手
段
連
関
の
存
在
論
的
解
釈
が
ふ
く
ま
れ
る

ハ
イ
デ
ガ
ー
的
カ
ン
ト
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
対
照
す
る

こ
と
で
む
し
ろ
そ
の
存
在
論
的
構
造
が
解
き
明
か
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
28

。

以
下
、
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
お
い
て
全
体
概
念
が
論
じ
ら
れ
た

様
子
を
カ
ン
ト
内
在
的
に
確
認
す
る
が
、
こ
れ
は
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が

カ
ン
ト
批
判
哲
学
を
理
解
し
え
た
可
能
的
範
囲
を
提
示
す
る
た
め
で
あ
る
。

「
…
…
現
象
す
べ
て
の
絶
対
的
全
体
は
一
つ
の
理
念
に
す
ぎ
な
い
」
の
で

（A
328 / B

384

）、「
こ
う
し
て
超
越
論
的
理
性
概
念
で
あ
る
理
念
に
よ
っ
て
は

い
か
な
る
客
観
も
規
定
さ
れ
え
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
理
念
は
根
底
に

お
い
て
気
づ
か
れ
る
こ
と
な
く
、
悟
性
の
拡
張
さ
れ
た
整
合
的
使
用
の
基
準

と
し
て
悟
性
の
役
に
立
ち
う
る
…
…
」（A

329 / B
385

）。
こ
の
よ
う
に
「
理
性

は
悟
性
の
使
用
の
み
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
が
、
…
…
そ
れ
は
悟
性
に
命
じ
て

或
る
種
の
統
一
へ
と
方
向
づ
け
る
た
め
で
あ
る
」（A

326 / B
383

）。
理
性
は
「
現

象
す
べ
て
の
絶
対
的
全
体
」
と
い
う
超
越
論
的
理
念
を
統
制
的
に
使
用
し
、

悟
性
が
現
象
に
か
か
わ
り
う
る
可
能
的
経
験
の
範
囲
を
画
定
す
る
。
こ
れ
が

『
純
粋
理
性
批
判
』
で
行
な
わ
れ
た
カ
ン
ト
の
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、

悟
性
が
感
性
的
直
観
を
介
し
て
現
象
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
適
用
し
、
ア
プ
リ
オ

リ
な
綜
合
判
断
を
形
成
す
る
仕
組
み
を
説
明
し
、「
ア
プ
リ
オ
リ
な
綜
合
判

断
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」
と
い
う
問
い
に
答
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
カ
ン
ト
学
者
ノ
ー
マ
ン
・
ケ
ン
プ
・
ス
ミ
ス
は『『
純

粋
理
性
批
判
』
註
解
』
第
二
版
（A

 C
om

m
entary to K

ant’s ‘C
ritique of P

ure R
eason’, 

2
nd edition, 1923, 

以
下
、C

om
m

entary

と
略
記
）
で
判
断
形
成
に
必
須
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

す
な
わ
ち
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
或
る
可
能
的
判
断
の
一
つ
の
述
語
と
は
み
な

さ
れ
え
な
い
し
、
ま
た
独
立
に
覚
知
さ
れ
た
主
語
に
適
用
さ
れ
る
も
の
と

は
み
な
さ
れ
え
な
い
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
機
能
は
判
断
を
一
つ
の
全
体
と
し

て
分
節
す
る
こ
と
で
あ
る
。
実
体
と
属
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
た
と
え
ば

定
言
判
断
の
形
式
で
あ
り
、
判
断
の
単
な
る
部
分
部
分
の
ど
れ
か
一
つ
と

等
置
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。（C

om
m

entary, p. 335

）

「
思
考
は
概
念
に
よ
る
認
識
で
あ
る
」（A

69 / B
94

）
と
同
時
に
「
思
考
す
べ

て
は
判
断
で
あ
る
」
が
（C

om
m

entary, p. 191

）、
悟
性
に
固
有
で
経
験
に
由
来

し
な
い
概
念
の
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
判
断
作
用
と
の
不
可
分
の
連
関
」
を
認
め

た
結
果
、「
カ
ン
ト
に
根
本
的
な
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
発
見
、
す
な
わ
ち
、
カ

テ
ゴ
リ
ー
は
綜
合
の
形
式
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
機
能
あ
る
い
は
関
係
を
表

現
し
て
い
る
と
い
う
発
見
」
が
な
さ
れ
た
（C

om
m

entary, p. 191

）。
そ
う
で
あ

る
か
ぎ
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
主
語
概
念
に
対
す
る
述
語
概
念
の
内
容
を
指
す

の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、「
実
体
と
偶
有
性
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

27 
E

m
m

anuel L
évinas, Totalité et infini, E

ssai sur l’extériorité, K
luw

er, 1988

（1961

）, p. 142.

28 

拙
著
『
超
越
の
エ
チ
カ
：
ハ
イ
デ
ガ
ー
・
世
界
戦
争
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
』（
ぷ
ね
う
ま

舎
、
二
〇
一
五
年
）
の
第
六
章
「
凡
庸
な
悪
と
そ
の
日
常
性
」
を
参
照
。
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「
実
体
と
属
性
と
の
超
越
論
的
区
別
」（C

om
m

entary, p. 195

）
の
よ
う
な
関
係
を

通
じ
て
「
判
断
の
内
容
全
体
が
組
織
化
さ
れ
る
さ
い
の
そ
の
関
係
を
表
現
す
る
」

（C
om

m
entary, p. 343

）。
こ
の
な
か
で
た
と
え
ば
実
体
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
そ
の
図

式
が
「
時
間
に
お
け
る
内
実
的
な
も
の
の
持
続
性
」（A

144 / B
183

）
と
い
う
意

味
を
も
ち
、
可
能
的
概
念
す
べ
て
の
合
理
的
脈
絡
の
な
か
で
綜
合
的
で
比
量

的
な
悟
性
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
現
象
に
適
用
す
る
。
実
体
と
偶
有
性
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
、
こ
う
し
て
現
象
に
対
し
て
客
観
的
に
妥
当
し
う
る
よ
う
に
な
る
。

『
純
粋
理
性
批
判
』「
超
越
論
的
分
析
論
」
で
示
さ
れ
た
学
知
の「
完
全
性
」

は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
ど
悟
性
概
念
の
諸
々
を
「
全
体
と
い
う
理
念
」
に
照
ら

し
て
区
別
し
な
が
ら
「
一
つ
の
体
系
に
お
い
て
脈
絡
づ
け
」、
統
一
す
る
こ

と
に
存
す
る
（A

64 / B
89

）。
こ
う
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
い
う
規
則
十
二
個
は

同
じ
「
純
粋
悟
性
概
念
」
と
し
て
内
的
脈
絡
を
形
成
し
、
そ
の
な
か
で
互
い

に
差
異
化
さ
れ
た
個
別
的
意
味
を
も
つ
。
判
断
全
体
を
綜
合
的
に
分
節
化
す

る
カ
テ
ゴ
リ
ー
十
二
個
も
ま
た
、
体
系
的
全
体
性
を
な
す
わ
け
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ス
ミ
ス
は
注
目
す
べ
き
指
摘
を
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
「
辰
砂
は
重
い
」
と
い
う
命
題
に
お
い
て
実
体
と
属
性
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
は
ど
の
意
味
で
も
述
語
で
は
な
い
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
判
断
全
体
を

分
節
し
、
経
験
内
容
を
実
体
と
属
性
と
い
う
二
重
的
関
係
の
観
点
か
ら
解

釈
し
て
い
る
（interpret

）。（C
om

m
entary, p. 343

）

強
調
し
て
お
く
と
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
或
る
判
断
全
体
の
分
節
的
綜
合

は
「
解
釈
」
だ
、
そ
う
ス
ミ
ス
は
指
摘
す
る
わ
け
だ
。

「
辰
砂
は
重
い
」
と
い
う
「
経
験
判
断
」
に
せ
よ
（A

100f.

）、
ア
プ
リ
オ
リ
な

綜
合
判
断
に
せ
よ
、
そ
の
指
摘
は
共
通
し
て
当
て
は
ま
る
。
わ
け
て
も
ア
プ

リ
オ
リ
な
綜
合
判
断
の
場
合
、「
純
粋
悟
性
の
図
式
機
能
」（A

140 / B
179

）
に

よ
っ
て
時
間
表
象
一
般
の
い
く
つ
か
へ
と
感
性
化
さ
れ
る
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が

織
り
な
す
体
系
的
全
体
性
の
な
か
で
人
間
は
超
越
論
的
主
観
〈
と
し
て
〉
或

る
物
理
現
象
一
般
を
実
体
と
属
性
の
関
係
〈
と
し
て
〉
解
釈
し
、
ア
プ
リ
オ

リ
な
綜
合
判
断
が
形
成
さ
れ
る
。

「
超
越
論
的
図
式
論
」
で
カ
ン
ト
は
、「
可
能
的
経
験
一
切
と
い
う
全
体
の

う
ち
に
は
、
と
は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
す
べ
て
が
存
す
る
…
…
」（A

146 

/ B
185

）
と
述
べ
て
い
た
が
、
可
能
的
経
験
の
全
体
を
、
ア
プ
リ
オ
リ
な
綜
合

判
断
が
そ
の
原
理
と
な
っ
て
担
う
こ
と
を
保
証
す
る
の
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

全
体
性
に
加
え
、
時
間
に
そ
な
わ
る
全
体
性
で
あ
っ
た
（『
試
論
』、
十
三
頁
）。

一
方
で
一
な
る
全
体
性
と
し
て
形
式
的
に
純
粋
直
観
さ
れ
た
時
間
と
空
間

は
「
与
え
ら
れ
た
無
限
量
と
し
て
…
…
一
つ
の
想
像
的
存
在
者
（ens im

aginarium

）

で
あ
る
」（B

347

）。
こ
の
一
な
る
時
間
全
体
を
制
限
し
て
ま
と
め
た
時
間
表

象
一
般
の
な
か
で
、
つ
ま
り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
」
が
連
な
る
な
か
で
何

か
が
継
起
的
に
存
在
し
、
あ
る
い
は
「
同
一
の
時
間
」
の
な
か
で
何
か
と
何

か
が
同
時
的
に
存
在
す
る（A

30 / B
46

）。
一
な
る
全
体
性
と
し
て
の
時
間
は
、

こ
れ
ら
時
間
表
象
一
般
を
可
能
に
す
る
地
平
的
全
体
性
で
あ
る
。
こ
う
し
て

対
象
を
直
観
し
て
受
容
さ
れ
た
具
体
的
な
〈
い
つ
〉
や
時
間
形
態
の
〈
い
か

に
〉
と
を
可
能
に
す
る
時
間
表
象
一
般
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
が
超
越
論
的
図
式

に
媒
介
さ
れ
る
が
、
こ
の
媒
介
を
超
越
論
的
判
断
力
の
包
摂
機
能
か
ら
特
徴

づ
け
る
と
き
、
実
は
カ
ン
ト
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・

ホ
ー
リ
ズ
ム
が
際
立
っ
て
く
る
。

米
国
カ
ン
ト
学
の
大
家
ヘ
ン
リ
ー
・
ア
リ
ス
ン
が
『
カ
ン
ト
の
超
越
論
的

観
念
論
：
解
釈
と
擁
護
　
改
訂
増
補
版
』（K

ant’s Transcendental Idealism
, A

n 

Interpretation and D
efense, R

evised and E
nlarged, 2004, 

以
下
、Idealism

と
略
記
）
の
第

八
章
「
悟
性
の
図
式
機
能
と
判
断
力
」
で
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
と
こ
ろ
、「
規

則
の
能
力
」（A

132 / B
171

）
の
悟
性
は
「
規
則
を
定
式
化
し
把
握
す
る
」
が
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（Idealism
, p. 205.

）、「
規
則
の
も
と
に
包
摂
す
る
能
力
」（A

132 / B
171

）
で
あ
る

判
断
力
は
「
個
々
別
々
の
ケ
ー
ス
に
規
則
を
適
用
す
る
」（Idealism

, p. 205

）。

た
と
え
て
言
え
ば
、
チ
ェ
ス
の
「
規
則
と
目
的
」
を
把
握
す
る
能
力
が
悟
性

で
あ
り
（Idealism

, p. 205f.

）、
こ
れ
に
対
し
て
「
良
手
の
定
石
」
を
学
ん
で
そ
の

規
則
を
う
ま
く
使
い
こ
な
す
能
力
が
判
断
力
で
あ
る（Idealism

, p. 206

）。
こ
の

構
図
に
お
い
て
「
カ
ン
ト
の
関
心
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
後
者
の
〔
判
断
力
に
よ

る
〕
包
摂
が
そ
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
成
功
裏
に
使
用
す
る
諸
条
件
に
あ
る
」

（Idealism
, p. 205

）。
ア
リ
ス
ン
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
諸
条
件
」
は
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
現
象
へ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
観
的
妥
当
性

が
問
わ
れ
た
「
形
而
上
学
的
演
繹
論
」
と
「
超
越
論
的
演
繹
論
」
と
で
明
ら
か

に
さ
れ
た
こ
と
と
は
別
に
、「
超
越
論
的
図
式
論
」29
が
お
か
れ
た
「
判
断
力

の
超
越
論
的
理
説
」
に
固
有
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
説
明
さ
れ
る
。

後
者
の〔
判
断
力
に
よ
る
〕包
摂
は
、わ
れ
わ
れ
が
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、

諸
表
象
の
綜
合
を
妥
当
さ
せ
る
規
則
の
提
供
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
行
な
う
と

い
う
意
味
で
認
識
論
的
条
件
で
あ
る
。
こ
う
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
件
の
綜

合
（
あ
る
い
は
判
断
）
の
規
範
的
主
張
を
根
拠
づ
け
る
さ
い
、
依
拠
す
る

の
は
他
人
た
ち
の
同
意
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
断
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

を
活
用
す
る
諸
条
件
は
ま
た
〝
妥
当
条
件
〞
と
し
て
記
述
さ
れ
う
る
。
と

は
い
え
、
ち
ょ
う
ど
客
観
的
妥
当
性
が
真
理
と
等
価
で
は
な
い
よ
う
に
、

綜
合
あ
る
い
は
判
断
の
規
範
的
要
求
と
の
一
致
は
、
判
断
の
真
理
を
保
証

す
る
わ
け
で
は
な
い
が
。（Idealism

, p. 205

）

ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
判
断
全
体
を
綜
合
的
に
分
節
す
る
こ

と
は
「
解
釈
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
ま
た
ア
リ
ス
ン
本
人
は
、
経
験
概
念
を

考
察
す
る
場
面
と
は
い
え
、「
再
認
の
能
力
は
解
釈
的
だ
」（Idealism

, p. 209

）

と
指
摘
し
、
こ
の
「
解
釈
的
再
認
」
は
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

そ
の
地
平
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
解
釈
的
な
「
予
─認
（Prae-cognition

）」

を
は
ら
ん
で
い
た
（vgl.

『
カ
ン
ト『
純
粋
理
性
批
判
』
の
現
象
学
的
解
釈
』、G

A
25, S. 364

）30
。 

こ
う
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
現
象
へ
の
客
観
的
妥
当
性
は
、
最
終
的
に
は
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29 

「
超
越
論
的
演
繹
論
が
形
而
上
学
的
演
繹
論
に
も
と
づ
い
て
想
定
す
る
の
は
、
わ

れ
わ
れ
は
一
揃
い
の
諸
概
念
を
所
有
し
、
こ
れ
ら
は
少
な
く
と
も
〝
論
理
的
使
用
〞
を

も
つ
こ
と
で
あ
る
」
が
（Idealism

, p. 203

）、「
超
越
論
的
演
繹
論
が
扱
う
問
題
は
、
一
揃

い
の
諸
概
念
は
論
理
を
超
え
た
使
用
あ
る
い
は
〝
内
実
的
な
（real

）
使
用
〞
を
も
つ
か

否
か
、
つ
ま
り
、
現
象
へ
の
適
用
を
も
つ
か
否
か
で
あ
る
」（Idealism

, p. 203
）。「
超
越

論
的
演
繹
論
で
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
論
理
的
使
用
で
は
な
く
、
客
観
へ
の
内
実
的
な

使
用
が
問
わ
れ
る
か
ら
、
三
重
の
綜
合
が
扱
わ
れ
る
」（Idealism

, p. 203

）。
こ
れ
に
対

し
て
ア
リ
ス
ン
が
強
調
す
る
と
こ
ろ
、「
図
式
論
が
告
げ
る
問
題
は
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
は

現
象
に
適
用
さ
れ
る
か
否
か
で
は
な
く
（
こ
の
問
題
は
演
繹
論
で
扱
わ
れ
る
）、
カ
テ

ゴ
リ
ー
は
い
か
な
る（
感
性
的
）条
件
の
も
と
で
適
用
さ
れ
る
か
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
」

（Idealism
, p. 203

）。「
し
か
も
、〔
図
式
論
の
〕
こ
の
問
題
は
完
全
に
筋
が
通
っ
て
お
り
、

だ
い
た
い
は
演
繹
論
で
提
起
さ
れ
て
い
な
い
」（Idealism

, p. 203

）。
ア
リ
ス
ン
が
『
レ
フ

レ
ク
シ
オ
ン
』
か
ら
引
用
す
る
の
は
以
下
で
あ
る
。「
図
式
論
が
示
す
の
は
、
現
象
が

論
理
的
機
能
の
観
点
か
ら
規
定
さ
れ
る
と
き
の
そ
の
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
現

象
が
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
も
と
に
あ
る
と
き
の
そ
の
条
件
で
あ
る
」（R

5133, 18; 392, cf. Idealism
, 

p. 203, C
om

m
entary, p. 354, note 1

）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

30 

ス
ミ
ス
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
時
間
と
を
媒
介
す
る
図
式
を
不
要
視
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ー

的
に
解
釈
さ
れ
た
直
観
が
図
式
と
呼
ば
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
る
（cf. C

om
m

entary, p. 

335f.

）。
こ
れ
に
対
し
て
ア
リ
ス
ン
は
、
図
式
を
は
ら
む
概
念
は
経
験
概
念
と
純
粋
感

性
概
念
に
か
ぎ
ら
れ
る
と
言
い
（cf. Idealism

, p. 208

）、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
「
超
越
論
的
時

間
規
定
」
に
よ
っ
て
時
間
と
媒
介
さ
れ
る
必
要
性
と
（Idealism

, p. 213

）、「
超
越
論
的
図

式
論
」
に
固
有
な
問
題
と
を
指
摘
す
る
（Idealism

, p. 203

）。

　
た
だ
し
、
一
方
で
ス
ミ
ス
は
現
象
へ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
適
用
を
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ

る
或
る
判
断
全
体
の
解
釈
と
み
な
し
（cf. C

om
m

entary, p. 343

）、
ア
リ
ソ
ン
は
他
方
、
三

重
の
綜
合
に
お
け
る
再
認
の
綜
合
を
解
釈
行
為
と
み
な
し
て
い
る
（cf. Idealism

, p. 

209

）。
解
釈
は
何
か
を
何
か
〈
と
し
て
〉
了
解
す
る
広
義
の
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
と
言
い

う
る
が
、
そ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
は
図
式
の
こ
と
だ
か
ら
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
図
式
機
能

と
連
係
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
は
両
者
と
も
同
じ
で
あ
る
。
何
か
を
何
〈
と
し

て
〉
解
釈
す
る
こ
と
は
純
粋
悟
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
使
用
の
ど
こ
か
に
図
式
機
能
を
認
め

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
あ
た
り
の
こ
と
に
か
ん
し
て
は
、
拙
稿
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
純
粋

直
観
、
図
式
：
全
体
性
の
諸
相
に
そ
く
し
て
」（
東
北
哲
学
哲
学
研
究
会
編
『
思
索
』
所
収
、

五
三
号
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。
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的
再
認
あ
る
い
は
解
釈
的
予
認
の
綜
合
の
次
元
で
「
他
人
た
ち
の
同
意
」
を

必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
、
客
観
的
妥
当
性
を
も
っ
た
認
識
判
断
と
し
て
私
が

発
話
し
て
も
、
そ
の
判
断
の
正
当
化
は
私
一
人
で
は
な
さ
れ
ず
に
聞
き
手
に

も
委
ね
ら
れ
、
聞
き
手
の
同
意
が
必
要
だ
が
、
こ
の
と
き
、
聞
き
手
に
よ
る

同
意
は
解
釈
的
再
認
あ
る
い
は
解
釈
的
予
認
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
認
識
判

断
の
「
指
意
（B

edeutung

）」
と
「
意
味
（Sinn

）」
へ
の
潜
在
的
同
意
を
ふ
く
み
、

判
断
力
に
よ
っ
て
個
別
的
現
象
を
規
則
的
概
念
に
包
摂
す
る
こ
と
の
妥
当
性

も
ま
た
、
発
話
者
と
聞
き
手
の
非
対
称
的
関
係
の
な
か
で
聞
き
手
に
よ
る
潜

在
的
同
意
を
ふ
く
ん
で
い
る
）31
。

こ
う
し
た
潜
在
的
同
意
は
、「
ど
の
よ
う
に
私
は
或
る
規
則
に
従
い
う
る

の
か
」
と
問
わ
れ
た
と
き
に
「
そ
う
し
て
私
は
と
に
か
く
行
為
す
る
」
と
答

え
る
し
か
な
く
、
同
時
に
他
人
た
ち
か
ら
「
そ
う
な
ん
だ
ね
」
と
肯
い
て
も

ら
え
た
と
き
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
他
人
が
レ
ス
ポ
ン
ス
し
て
し
ま
っ
た
と
き

に
成
り
立
つ
社
会
的
実
践
が
依
拠
す
る
「
岩
盤
」
の
次
元
で
な
さ
れ
る
32

。

拙
稿
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
純
粋
直
観
、
図
式
」
で
論
じ
た
こ
と
だ
が
（cf. 

小

稿
、
註
30
）、
小
稿
に
か
か
わ
る
そ
の
要
点
を
言
え
ば
、
経
験
判
断
に
せ
よ
、

ア
プ
リ
オ
リ
な
綜
合
判
断
に
せ
よ
、
三
重
の
綜
合
そ
れ
ぞ
れ
は
、
概
念
的
統

一
に
よ
る
対
象
の
解
釈
的
な
「
再
認
」
お
よ
び
「
予
認
」、
概
念
の
図
式
＝
ア

ス
ペ
ク
ト
に
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
の
親
和
的
な
「
再
生
」、
知
覚
の
秩
序
で

表
層
的
な
「
把
捉
」
を
指
し
た
。
こ
こ
で
強
調
す
べ
き
は
、
ス
ミ
ス
が

〝R
ecognition

（
再
認
）〞
を
〝

（
再
同
定
）〞
と
訳
出
し
33

、
ハ

イ
デ
ガ
ー
も
再
認
を
「
同
定
（

）」
概
念
と
み
な
し
た
点
で
あ
る

（G
A

25, S. 364, SS. 361-364

）。
こ
の
同
定
を
可
能
に
す
る
の
が
予
認
で
あ
っ
た

（vgl. G
A

25, S. 364

）。
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
で
ア
リ
ス
ン
的
な
カ
ン
ト
の
『
純
粋
理

性
批
判
』
で
は
、「
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ー
図
」34
を
ウ
サ
ギ
〈
と
し
て
〉
見
る
と
き
、

解
釈
的
再
認
の
綜
合
で
は
概
念
と
そ
の
図
式
に
よ
っ
て
ウ
サ
ギ
の
「
指
意

（B
edeutung

）」
と
「
意
味
（Sinn

）」
が
共
に
同
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
同
定
が
可
能

で
あ
る
の
も
、
何
か
を
そ
も
そ
も
対
象
〈
と
し
て
〉
解
釈
的
に
了
解
す
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
「
対
象
性
」
の
存
在
論
的
地
平
を
解
釈
的
予
認
の
純
粋
綜

合
が
あ
ら
か
じ
め
形
成
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
35

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31 

悟
性
と
判
断
力
の
違
い
を
ア
リ
ス
ン
は
チ
ェ
ス
を
例
に
説
明
す
る
。ま
ず
、「
ゲ
ー

ム
を
ク
リ
ア
に
理
解
す
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
ゲ
ー
ム
の
諸
規
則
と
ゴ
ー
ル
を
把

握
す
る
こ
と
で
あ
る
」
が
（Idealism

, p. 205

）、「
こ
う
し
た
諸
規
則
は
ど
の
よ
う
な
動
き

が
規
則
に
合
っ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
は
〝
チ
ェ
ス
的
に
可
能
〞
か
を
規
定
し
、
ゴ
ー
ル

は
諸
規
則
が
何
の
た
め
に
立
て
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
目
的
を
規
定
す
る
」（Idealism

, 

p. 205

）。「
そ
れ
ゆ
え
明
ら
か
な
の
は
、
も
し
こ
う
し
た
知
識
が
な
け
れ
ば
、
ひ
と
は

ま
っ
た
く
チ
ェ
ス
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（Idealism

, 

p. 205f.

）。「
し
か
し
な
が
ら
、
上
手
い
指
し
方
の
知
識
は
、
カ
ン
ト
の
術
語
で
言
え
ば
、

〝
普
遍
の
も
と
へ
の
個
別
の
包
摂
〞（
つ
ま
り
、
ゲ
ー
ム
の
規
則
に
よ
る
チ
ェ
ス
的
に

可
能
な
〔
駒
の
〕
動
き
諸
々
の
セ
ッ
ト
の
規
定
）、
こ
ち
ら
を
ふ
く
む
判
断
力
に
か
か

わ
る
こ
と
で
あ
る
」（Idealism

, p. 206

）。

　
ア
リ
ス
ン
の
こ
う
し
た
説
明
を
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
哲
学
探
究
』
に
差
し
戻

し
て
説
明
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
二
を
加
え
て
い
く
「
数
列
」
を
「
一
〇
〇
〇
以
上

の
数
」
で
生
徒
に
書
か
せ
た
と
き
に
、
そ
の
生
徒
が
「
一
〇
〇
〇
、
一
〇
〇
四
、
一
〇

〇
八
、
一
〇
一
二
」
と
書
い
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
（L

. W
ittgenstein, P

hilosophical 

Investigations, 

§185, p. 80f.

）、
悟
性
的
規
則
の
レ
ベ
ル
で
は
、
別
の
悟
性
的
規
則
で
チ
ェ

ス
の
駒
を
動
か
し
て
い
る
や
も
し
れ
ず
、
対
戦
者
二
人
は
、
わ
れ
わ
れ
が
生
き
る
こ

の
世
界
で
通
用
し
て
い
る
同
じ
悟
性
的
規
則
で
、
ま
ず
は
チ
ェ
ス
を
指
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
共
有
さ
れ
た
規
則
に
照
ら
し
な
が
ら
、
指
し
方
の
上
手
い
下

手
が
問
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
判
断
力
の
問
題
に
あ
た
る
。
悟
性
と
判
断
力
に
よ
る
規

則
使
用
の
こ
う
し
た
階
梯
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
判
断
力
に
よ
る
「
普
遍
の
も
と
へ
の
個
別

の
包
摂
」
の
仕
方
を
確
か
め
る
こ
と
で
、
共
有
さ
れ
た
悟
性
的
規
則
に
も
と
づ
い
た
包

摂
か
否
か
も
明
ら
か
に
な
り
う
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

32 
L

. W
ittgenstein, P

hilosophical Investigations, 

§217, p. 91.
33 

Im
m

anuel K
ant’s C

ritique of P
ure R

eason, translated by N
orm

an K
em

p 
Sm

ith, Palgrave M
acm

illan, 1929, p. 102. 

34 
L

. W
ittgenstein, P

hilosophical Investigations, 

§118, p. 204.

35 

拙
稿「
カ
テ
ゴ
リ
ー
、
純
粋
直
観
、
図
式
」
の
第
二
節「
想
像
力
、
綜
合
、
図
式
」

を
参
照
。
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さ
て
、
日
直
の
中
学
生
Ａ
さ
ん
は
、
Ｂ
先
生
か
ら
「
次
の
授
業
で
は
ウ
サ

ギ
の
絵
を
描
く
」
と
言
わ
れ
、
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ー
図
の
プ
リ
ン
ト
の
束
を
手
渡

さ
れ
る
。
Ａ
さ
ん
は
Ｂ
先
生
の
言
葉
を
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
に
伝
え
、
そ
の

プ
リ
ン
ト
を
配
布
す
る
が
、
Ａ
さ
ん
は
Ｂ
先
生
に
よ
る
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
と

そ
の
言
明
の
正
当
化
を
受
け
取
り
、
こ
の
正
当
化
を
権
威
と
し
て
も
ち
い
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
に
伝
え
て
い
る
。
ブ
ラ
ン
ダ
ム
流
の
理
解
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
ア
リ
ス
ン
の
場
合
、
Ｂ
さ
ん
が
解
釈
的
再
認
の
綜
合
に
お
い
て

意
味
と
指
意
を
形
成
し
、
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ー
図
を
ウ
サ
ギ
〈
と
し
て
〉
解
釈
的

に
再
認
し
つ
つ
、
た
と
え
ば
「
こ
の
図
は
ウ
サ
ギ
だ
」
と
述
べ
る
さ
い
、
物

お
じ
し
な
い
Ａ
さ
ん
が
「
先
生
、
ア
ヒ
ル
で
す
よ
」
と
Ｂ
先
生
に
言
わ
ず
、

Ｂ
先
生
の
発
話
内
容
を
理
解
し
同
意
し
た
点
を
強
調
す
る
。
言
葉
の
や
り
と

り
は
、
自
己
他
者
間
で
自
動
的
な
も
の
で
は
な
く
、
聞
き
手
の
応
答
を
待
っ

て
言
葉
や
判
断
の
指
意
や
意
味
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
非
対
称
的
な
自

己
他
者
関
係
に
根
差
す
わ
け
で
あ
る
。

翌
日
、
社
会
科
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
の
ミ
ッ
フ
ィ
が
ど
う
売
れ
て
い
る

か
を
説
明
す
る
発
表
の
さ
い
、
Ａ
さ
ん
が
ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
と
し
て
ジ
ャ
ス

ト
ロ
ー
図
を
例
示
す
る
。「
概
念
の
図
式
が
当
の
概
念
を
め
ぐ
る
想
像
力
の

限
界
と
見
做
し
う
る
」（
守
屋
）
か
ぎ
り
、
聞
き
手
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち

に
は
ま
ず
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ー
図
を
ウ
サ
ギ
〈
と
し
て
〉
見
て
も
ら
い
、「
そ
れ
は

ア
ヒ
ル
だ
」
と
い
う
ア
ス
ペ
ク
ト
の
閃
き
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
さ
ん
は
判
断
力
を
も
ち
い
て
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ー
図
と
い
う

具
体
的
特
殊
＝
感
覚
与
件
を
ウ
サ
ギ
と
い
う
概
念
的
規
則
へ
と
包
摂
す
る
仕

方
と
範
囲
と
を
う
ま
く
使
い
こ
な
し
、
ジ
ャ
ス
ト
ロ
ー
図
を
「
横
に
な
っ
て

寝
て
い
る
ミ
ッ
フ
ィ
」〈
と
し
て
〉
見
て
も
ら
う
説
明
を
行
な
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ふ
り
か
え
れ
ば
、
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
ア
リ
ス
ン
は
さ
ま
ざ
ま
な
認
識
判
断
に

お
け
る
「
現
象
へ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
観
的
妥
当
性
」
を
確
証
す
る
さ
い
、

再
認
や
予
認
、
包
摂
の
次
元
で
他
人
た
ち
の
潜
在
的
同
意
と
い
う
非
対
称
的

自
己
他
者
関
係
へ
の
「
依
拠
」
を
指
摘
し
て
い
た
。「
超
越
論
的
主
観
性
と
は

何
か
」、
そ
し
て
「
超
越
論
的
な
相
互
主
観
性
は
成
り
立
ち
う
る
の
か
」
と
い

う
問
題
は
残
る
が
、
解
釈
的
再
認
あ
る
い
は
解
釈
的
予
認
の
綜
合
と
解
釈
的

カ
テ
ゴ
リ
ー
使
用
の
う
ち
に
広
義
の
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
で
あ
る
解
釈
の
機
能

を
認
め
る
か
ぎ
り
、
私
が
認
識
判
断
を
あ
な
た
（
た
ち
）
に
発
話
し
て
伝
達

す
る
さ
い
、
互
い
に
超
越
論
的
主
観〈
と
し
て
〉
潜
在
的
に
も「
理
由
の
空
間
」

へ
と
参
加
す
る
な
か
、
解
釈
的
再
認
あ
る
い
は
解
釈
的
予
認
の
綜
合
と
解
釈

的
カ
テ
ゴ
リ
ー
使
用
の
妥
当
性
は
、
い
ず
れ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
非
対
称
的

な
自
己
他
者
関
係
の
あ
い
だ
で
正
当
化
さ
れ
る
。

ア
リ
ス
ン
は
判
断
の
真
偽
で
は
な
く
、
判
断
と
し
て
表
現
さ
れ
た
認
識
に

お
け
る
現
象
へ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
観
的
妥
当
性
が
も
つ
規
範
的
意
味
を
問

う
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
れ
は
、
物
理
的
世
界
に
お
け
る
対
象
認
識
と
そ
の
正

当
化
と
い
う
行
為
も
ま
た
、
超
越
論
的
主
観
性
の
次
元
ま
で
を
も
ふ
く
む
多

重
的
な
社
会
的
実
践
だ
か
ら
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ダ
ム
は
、
み
ず
か
ら
の
認
識
判
断
を
正
当
化
し
て
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

す
る
認
識
主
体
が
現
象
へ
の
概
念
の
妥
当
性
に
対
し
て
責
任
を
も
つ
こ
と
が

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
規
範
的
転
回
」
を
カ
ン
ト
批
判
哲
学
の
功
績
と

し
て
認
め
な
が
ら
も
（Tales, p. 21

）、
相
互
主
観
的
に
規
範
の
権
威
性
を
形
成

す
る
社
会
性
一
般
の
考
察
が
「
カ
ン
ト
の
規
範
的
合
理
主
義
」
に
は
欠
け
る

と
指
摘
し
た
が
（Tales, p. 31

）、
し
か
し
な
が
ら
、
ア
リ
ソ
ン
は
そ
う
考
え
て

な
い（Idealism

, p. 205

）。
な
ぜ
な
ら
、
現
象
へ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
観
的
妥
当

性
に
か
ん
し
て
非
対
称
的
自
己
他
者
関
係
の
な
か
で
潜
在
的
に
他
人
た
ち
か
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ら
同
意
さ
れ
る
こ
と
は
す
で
に
、
解
釈
的
予
認
お
よ
び
解
釈
的
再
認
と
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
解
釈
的
使
用
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
な
か
で
行

わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
や
『
実
践
理
性
批
判
』『
人
倫

の
形
而
上
学
の
基
礎
づ
け
』、『
判
断
力
批
判
』
を
読
ん
で
い
た
の
か
否
か
、

あ
る
い
は
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
の
著
作
や
講
義
に
よ
る
カ
ン
ト
批
判
哲
学
の

紹
介
を
ど
れ
く
ら
い
理
解
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
最
終
的
に
わ
か
ら
な

い
36

。
と
は
い
え
少
な
く
と
も
、
カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー

リ
ズ
ム
の
地
平
で
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
『
戦
争
論
』
を
書
き
え
た
可
能
性

は
、
広
義
の
カ
ン
ト
学
の
側
か
ら
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

＊

本
節
の
最
後
に
、
福
谷
が
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
体
系
的
統
一
を
も
た
ら

す
と
指
摘
し
た
「
全
体
と
い
う
理
念
」
が
、
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
で

使
用
さ
れ
る
様
子
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
く
。
こ
う
言
わ
れ
て
い
た
。

「
わ
れ
わ
れ
が
今
日
お
そ
ら
く
は
主
張
可
能
で
あ
る
の
は
、
戦
争
は
た
い

て
い
、
有
機
的
全
体
の
よ
う
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
有
機
的

全
体
か
ら
は
個
々
別
々
の
部
分
は
分
離
さ
れ
え
ず
、
そ
れ
ゆ
え
有
機
的
全
体

に
お
い
て
ど
の
行
為
も
そ
の
全
体
と
一
緒
に
集
合
し
、
こ
う
し
た
全
体
と
い

う
理
念
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」（K

riege, S. 

333 / 

三
四
二
頁
）。

「
全
体
と
い
う
理
念
」
は
、
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
が
『
カ
ン
ト
の
基
本
原
則

に
も
と
づ
く
一
般
論
理
学
概
要
』
第
二
六
九
節
の
な
か
で
そ
の
一
般
論
理
学

の
体
系
的
認
識
を
説
明
す
る
さ
い
、
く
り
か
え
し
強
調
し
て
い
た
事
柄
で

あ
っ
た
。

四
　
絶
対
戦
争
、
制
限
戦
争
、
政
治

番
号
を
付
し
て
引
用
す
る
が
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
こ
う
問
う
。

①
戦
争
と
は
何
か
。
②
目
的
と
手
段
は
戦
争
で
ど
う
働
く
の
か
。
③
現
実

性
の
逸
脱
に
あ
っ
て
戦
争
は
そ
の
根
源
的
に
厳
密
な
概
念
と
多
か
れ
少
な

か
れ
ど
れ
く
ら
い
遠
ざ
か
り
、あ
れ
こ
れ
と
遊
動
す
る
の
か
。
と
は
い
え
、

つ
ね
に
或
る
最
高
原
則
で
あ
る
よ
う
な
、
そ
の
厳
密
な
概
念
の
も
と
に

あ
っ
て
の
こ
と
だ
が
。（K

riege, S. 61f. / 66

頁
）

最
初
の
問
い
は
①
戦
争
の
本
質
を
、
二
番
目
の
問
い
は
②
戦
争
の
目
的
手

段
連
関
に
そ
な
わ
る
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
構
造
と
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

作
用
、
そ
の
効
果
を
、
最
後
の
問
い
は
③
有
限
的
現
実
に
お
け
る
制
限
戦
争

の
概
念
を
照
ら
し
だ
す
絶
対
戦
争
と
い
う
統
整
的
理
念
を
吟
味
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
い
三
つ
に
よ
る
相
互
連
関
が
重
要
で
あ
る
。

「
戦
争
は
そ
れ
ゆ
え
、
わ
れ
わ
れ
の
意
志
を
実
現
す
る
た
め
に
敵
対
者
に

強
制
す
る
暴
力
行
為
で
あ
る
」（K

riege, S. 17 / 

二
二
頁
）
と
い
う
一
般
的
規
定
37

と
「
…
…
戦
争
は
〔
外
交
な
ど
と
〕
異
な
る
手
段
を
も
ち
い
て
延
長
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

36 

パ
レ
ッ
ト『
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
』
の
二
二
二
頁
以
下
、
二
三
五
〜
二
四
七
頁
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

37 

ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
意
志
」
概
念
は
、
一
九
三
九
年
に
出
版
さ
れ
、
ク
ラ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ「
改
釈
」
に
紙
幅
を
割
い
た
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
М
・
シ
ェ
リ
ン
グ『
戦
争
哲
学
』

全
体
を
主
導
す
る
と
同
時
に
こ
れ
を
通
じ
て
示
さ
れ
た
「
哲
学
す
る
意
志
」
概
念
と
は

異
な
り
、
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
場
合
、「
哲
学
的
概
念
の
内
実

は
現
実
性
で
あ
り
、哲
学
的
概
念
の
実
質
は
行
為
す
る
人
間
の
意
志
で
あ
る
」が
、「
内

実
と
実
質
の
両
者
は
意
志
か
ら
の
み
、
そ
れ
ゆ
え
、
行
為
に
よ
っ
て
の
み
概
念
把
握

さ
れ
う
る
」（W

alther M
. Schering, W

ehrphilosophie, J.A
. B

arth, 1939, S. v

）。
シ
ェ
リ
ン
グ
の

意
志
概
念
と
ナ
チ
ス
の
意
志
概
念
の
共
通
性
と
差
異
に
か
ん
す
る
考
察
は
機
会
を
改

め
た
い
。
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国
家
政
策
（Staatspolitik

）
で
あ
る
」
と
い
う
「
実
際
的
」
規
定
の
観
点
か
ら

言
え
ば（K

riege, S. 9 / 

十
四
頁
、vgl. S. 39 / 

四
四
頁
、S. 41 / 

四
六
頁
、S. 329 / 

三
三
八
頁
）、

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
時
代
、「
敵
す
べ
て
の
殲
滅
」
を
物
理
的
に
完
遂
す

る
絶
対
戦
争
は
現
実
で
構
成
的
に
使
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
統
整
的
理
念

で
あ
っ
て
38

、
政
治
性
な
き
純
粋
戦
争
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
現
実
の
政
治
目
的

を
達
成
す
る
手
段
に
な
り
え
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
、
①
「
戦
争
と
は
何
か
」

と
い
う
問
い
は
、
③
「
最
高
原
則
」
と
な
る
よ
う
な
「
根
源
的
に
厳
密
な
概

念
」、
つ
ま
り
は
統
整
的
理
念
の
絶
対
戦
争
に
照
ら
し
て
多
種
多
様
な
制
限

戦
争
を
考
察
す
る
こ
と
に
な
る
。
現
実
で
す
で
に
勃
発
し
、
あ
る
い
は
勃
発

の
可
能
性
が
あ
る
／
あ
り
え
た
制
限
戦
争
と
理
念
的
究
極
態
で
あ
る
絶
対
戦

争
の
全
体
構
造
が
、
②
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

「
戦
争
は
そ
の
本
来
的
な
意
味
で
戦
闘
だ
が
、
そ
れ
は
、
戦
闘
が
広
義
で

戦
争
と
呼
ば
れ
る
多
様
な
活
動
態
の
な
か
で
唯
一
実
際
的
な
原
理
（das 

w
irkliche Prinzip

）
だ
か
ら
で
あ
る
」（K

riege, S. 101 / 

一
〇
六
頁
）。

「
原
理
」
は
「
ア
ル
ケ
ー
（

）」
に
由
来
し
、
哲
学
に
あ
っ
て
万
物
の

始
ま
り
に
し
て
元
素
を
指
す
が
、
カ
ン
ト
の
場
合
、
理
論
理
性
は
悟
性
使
用

す
べ
て
を
体
系
的
に
統
一
す
る
原
理
の
能
力
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
の
場
合
、
原
理
で
あ
る
戦
闘
が
織
り
糸
に
喩
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
や
は
り

戦
争
の
構
成
に
必
須
の
元
素
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
問
題
と
さ
れ
た
戦
闘
の

効
果
だ
が
、
こ
の
効
果
／
非
効
果
に
も
と
づ
い
て
多
種
多
様
な
状
況
が
新
た

に
作
り
だ
さ
れ
、
そ
れ
が
脈
絡
と
な
る
と
同
時
に
、
こ
の
脈
絡
の
な
か
で
戦

闘
一
つ
一
つ
の
意
味
が
決
ま
る
。

「
さ
て
、
交
戦
に
あ
っ
て
行
動
す
べ
て
は
敵
対
者
の
殲
滅
（V

ernichtung 

des G
egners

）
あ
る
い
は
む
し
ろ
敵
対
者
が
も
つ
戦
闘
力
の
殲
滅
へ
と
方
向

づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
方
向
づ
け
が
交
戦
概
念
の
う
ち

に
存
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
敵
戦
闘
力
の
殲
滅
は
つ
ね
に
交
戦
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
（um

 zu

）
手
段
だ
か
ら
で
あ
る
」（K

riege, S. 54 / 58

頁
）。

こ
う
し
た
目
的
手
段
連
関
を
織
り
あ
げ
る
糸
が
交
戦
で
あ
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
は
戦
争
に
あ
っ
て
た
だ
一
つ
の
手
段
し
か
も
た
な
い
。
そ
れ
が

交
戦
（G

efecht

）
だ
が
、
と
は
い
え
、
こ
の
交
戦
を
使
用
す
る
多
様
性
の
も

と
で
わ
れ
わ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
道
す
べ
て
へ
と
招
き
入
れ
る
の
も
そ
の
交
戦

で
あ
る
。
こ
う
し
た
交
戦
使
用
の
多
様
性
を
目
的
の
多
様
性
は
許
容
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
は
何
も
勝
ち
取
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
て
、

し
か
し
そ
う
で
は
な
く
、
と
い
う
の
も
、
手
段
の
こ
う
し
た
統
一
性
に
発
す

る
一
本
の
織
り
糸
は
、
考
察
し
て
み
る
と
、
戦
争
活
動
態
（kriegerische 

T
ätigkeit

）と
い
う
織
り
布
す
べ
て
に
よ
っ
て
継
続
し
て
編
み
あ
わ
せ
ら
れ
、

か
つ
、
こ
の
織
り
布
を
ま
と
め
保
つ
か
ら
で
あ
る
。（K

riege, S. 56 / 

六
〇
頁
）

戦
争
の
目
的
に
か
ん
し
て
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
説
明
す
る
と
こ
ろ
、「
と

は
い
え
、
わ
れ
わ
れ
は
敵
戦
闘
力
の
殲
滅
＝
無
化
（V

ernichtung

）
を
戦
争

で
追
求
さ
れ
る
目
的
の
一
つ
と
し
て
考
察
し
て
き
た
」（K

riege, S. 56 / 

六
〇

頁
）。
敵
戦
闘
力
の
無
化
は
敵
す
べ
て
の
物
理
的
殲
滅
や
駆
逐
、
武
装
解
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

38 

川
村
康
之「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ『
戦
争
論
』と
は
何
か
」に
よ
れ
ば
、「
…
…
『
二

種
類
の
戦
争
』
の
う
ち
の
『
絶
対
戦
争
』
は
、
戦
争
が
純
粋
な
姿
を
と
る
（
現
実
に
は

起
こ
り
得
な
い
）理
念
上
の
戦
争
」（
清
水
多
吉
、石
津
朋
之
編『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と『
戦
争
論
』』、

第
八
章
、
彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
、
六
三
頁
）、
つ
ま
り
、「
暴
力
の
無
制
限
の
行
使
に
い
た
る

よ
う
な
『
理
念
的
』
戦
争
」
で
あ
り
（『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
『
戦
争
論
』』、
六
八
頁
）、「
…
…

一
方
の
側
に
よ
る
他
方
の
完
全
な
打
倒
に
終
わ
る
絶
対
的
な
暴
力
の
行
使
で
あ
る
」

（『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
『
戦
争
論
』』、
七
〇
頁
）。

　『
全
体
主
義
の
起
源
』
を
思
想
史
的
主
著
と
し
て
残
し
た
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン
ト
は
、

哲
学
的
主
著
と
な
り
え
た
草
稿
『
政
治
入
門
』
で
「
今
日
で
さ
え
、
ト
ロ
イ
ア
に
対
す

る
ギ
リ
シ
ア
の
戦
争
は
、
…
…
お
そ
ら
く
絶
滅
戦
争
の
原
型
だ
と
い
ま
だ
考
え
ら
れ

て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
が
（H

annah A
rendt, Introduction into Politics, in: T

he P
rom

ise of 

P
olitics, E

dited by Jerom
e K

ohn, Schocken, 2005, p. 162

）、
と
は
い
え
、『
イ
リ
ア
ス
』
と
い
う

ホ
メ
ロ
ス
文
学
の
話
で
あ
る
。

　267



（21）

な
ど
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
ろ
う
け
れ
ど
（K

riege, S. 44 / 

四
九
頁
）、
資
源
獲
得

の
侵
略
戦
争
や
敵
の
侵
攻
に
対
す
る
防
衛
戦
争
な
ど
を
政
治
目
的
に
照
ら

し
、
敵
戦
闘
力
の
多
種
多
様
な
無
化
＝
殲
滅
が
勝
利
と
み
な
さ
れ
る
。
勝
利

と
い
う
軍
事
目
的
に
む
け
て
戦
争
は
戦
闘
を
織
り
糸
と
し
て
編
ま
れ
た
織
物

で
あ
り
、
こ
の
織
物
は
、
図
柄
、
素
材
、
品
質
の
違
い
に
よ
っ
て
見
分
け
ら

れ
る
が
、
こ
の
区
別
を
ふ
ま
え
、
多
種
多
様
な
制
限
戦
争
が
政
治
目
的
の
違

い
に
よ
っ
て
使
い
分
け
ら
れ
る
。

「
…
…
実
際
の
戦
争
は
、
戦
争
概
念
に
従
う
べ
く
首
尾
一
貫
し
て
極
限
的

な
こ
と
に
向
か
う
試
み
で
は
な
く
、
中
途
半
端
で
そ
れ
自
体
矛
盾
し
て
い
る

の
で
、
実
際
の
戦
争
そ
の
も
の
は
戦
争
に
独
自
の
法
則
に
従
う
こ
と
が
で
き

ず
、
或
る
別
の
全
体
に
ふ
く
ま
れ
た
部
分
と
し
て
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
全
体
が
政
治
で
あ
る
」（K

riege, S. 330 / 

三
三
九
頁
）。

レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
『
戦
争
論
』
の
編
者
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
マ
ー
ル
ヴ
ェ
ー
デ

ル
が
解
説
す
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
「
戦
争
を
あ
ら
ゆ
る
社
会

関
係
の
包
括
的
な
領
域
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
」39
が
、
有
限
的
現
実
の
制

限
戦
争
を
包
括
す
る
上
位
領
域
が
政
治
と
な
る
わ
け
だ
（vgl. K

riege, S. 333 / 

三

四
二
頁
）。

小
稿
で
は
、
一
方
で
政
治
は
制
限
戦
争
よ
り
上
位
に
あ
る
と
い
う
視
点
か

ら
『
戦
争
論
』
内
在
的
に
テ
キ
ス
ト
解
釈
の
整
合
性
を
確
か
め
る
こ
と
を
原

則
と
し
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
場
合
に
よ
っ
て
は
認
め
な
い
哲
学
的
観
点

に
か
ん
し
て
は
受
容
可
能
な
範
囲
に
と
ど
め
│
│
す
な
わ
ち
、
戦
争
遂
行
の

具
体
的
方
法
を
指
示
す
る
哲
学
は
拒
否
し
│
│
（vgl. K

riege, S. 13 / 

十
八
頁
、S. 

290 / 

二
九
八
頁
、S. 329 / 

三
三
七
頁
）、
そ
う
し
た
整
合
的
解
釈
を
試
み
て
き
た
。

併
せ
て
『
戦
争
論
』
の
う
ち
に
現
代
哲
学
的
含
意
を
見
こ
ん
で
も
い
る
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

戦
争
の
本
性
は
個
々
人
と
利
益
社
会
的
集
合
と
い
う
別
々
の
関
心
で
分
裂

し
な
が
ら
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
分
裂
の
両
面
そ
れ
ぞ
れ
に
そ

く
し
て
わ
れ
わ
れ
が
今
ま
で
分
裂
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

は
、
分
裂
の
対
立
的
契
機
を
疎
か
に
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考

察
の
の
ち
、
人
間
自
身
に
も
と
づ
く
が
ゆ
え
に
哲
学
的
悟
性
で
は
解
決
不

可
能
な
或
る
分
裂
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
統
一
性
を
求
め
る
つ
も
り
だ

が
、
そ
の
統
一
性
は
実
生
活
に
あ
っ
て
こ
の
よ
う
に
矛
盾
す
る
諸
契
機
を

結
び
つ
け
て
お
り
、
そ
れ
は
、
こ
の
諸
契
機
が
部
分
部
分
で
相
互
的
に
中

立
化
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。（K

riege, S. 329 / 

三
三
七
頁
以
下
）

「
こ
の
統
一
性
は
、
戦
争
は
政
治
的
交
渉
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、

何
ら
独
立
的
な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
概
念
で
あ
る
」（K

riege, S. 329 / 

三
三
八

頁
以
下
）。「
政
治
と
は
、
国
内
統
治
（die innere V

erw
altung

）
あ
る
い
は
人

間
の
利
害
す
べ
て
と
、
そ
れ
以
外
で
は
哲
学
的
悟
性
な
ら
言
語
化
可
能
な
こ

と
を
政
治
自
体
の
な
か
に
統
一
し
、調
整
す
る
こ
と
で
あ
る
…
…
」（K

riege, S. 

332 / 

三
四
一
頁
以
下
）。

だ
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
他
方
で
、
絶
対
戦
争
に
対
す
る
優
位
を

政
治
に
認
め
な
い
こ
と
も
あ
る
点
に
注
目
し
て
『
戦
争
論
』
を
解
釈
し
、
そ

の
整
合
性
を
問
う
こ
と
も
併
せ
て
行
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、「
仮
に

政
治
的
視
点
は
戦
争
と
共
に
す
べ
て
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
を
思
考
可
能
だ
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
戦
争
が
純
然
た
る
敵
対
感
情
か
ら
生
死
を
か
け
た
闘
争

に
な
る
場
合
に
限
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
述
べ
て
も
い

る
か
ら
で
あ
る
（K

riege, S. 332 / 

三
四
一
頁
）。

「
理
論
は
戦
争
の
変
容
可
能
性
す
べ
て
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

39 

日
本
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
学
会
訳『
戦
争
論
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
の「
訳

者
あ
と
が
き
」
の
三
九
四
頁
を
参
照
。
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と
は
い
え
、
戦
争
の
絶
対
的
形
態
を
最
上
位
に
お
い
て
普
遍
的
照
準
点
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
理
論
の
義
務
で
あ
る
…
…
」（K

riege, S. 292 / 

三
〇
〇
頁
）。

つ
ま
り
、
絶
対
戦
争
概
念
は
そ
の
統
整
的
使
用
が
必
須
で
あ
る
。

重
要
な
の
は
、
こ
う
し
て
カ
ン
ト
主
義
の
も
と
、
両
者
を
照
ら
し
あ
わ
せ

て
テ
キ
ス
ト
解
釈
の
哲
学
的
整
合
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
あ
る
40

。

さ
て
、
一
切
の
政
治
性
な
く
「
戦
争
が
純
然
た
る
敵
対
感
情
に
も
と
づ
い

て
生
死
を
か
け
た
闘
争
に
な
る
場
合
」
と
は
、「
概
念
ど
お
り
の
極
限
の
暴

力
」
が
敵
国
軍
す
べ
て
を
物
理
的
に
殲
滅
す
る
絶
対
戦
争
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
敵
戦
闘
力
の
殲
滅
＝
無
化
と
い
う
概
念
を
理
性
的
推

論
で
究
極
化
し
た
事
態
で
あ
り
、
絶
対
戦
争
と
い
う
理
念
は
可
能
的
現
実
す

べ
て
の
制
限
戦
争
を
照
ら
し
だ
す
た
め
、
統
整
的
に
使
用
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
敵
国
軍
を
国
内
の
或
る
地
域
か
ら
駆
逐
す
る
こ
と
を
政
治
目
的
と
す
る
制

限
戦
争
の
場
合
、
敵
す
べ
て
を
物
理
的
に
殲
滅
す
る
絶
対
戦
争
と
そ
の
勝
利

は
有
限
的
現
実
の
政
治
目
的
と
な
り
え
な
い
が
41

、
政
治
性
な
き
絶
対
戦
争

で
の
勝
利
と
い
う
統
整
的
理
念
に
照
ら
し
て
駆
逐
行
動
の
意
味
は
定
め
ら
れ

る
。
絶
対
戦
争
で
の
勝
利
は
敵
す
べ
て
の
物
理
的
殲
滅
を
指
す
が
、
そ
の
内

実
は
、
時
代
的
制
約
の
な
か
で
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
思
考
可
能
な
仕
方
で
規

定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
戦
争
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
も
と
で
絶
対
的
形
態
を

と
っ
た
ケ
ー
ス
」（K

riege, S. 291 / 

二
九
九
頁
）
は
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
イ
ン
ス

パ
イ
ア
し
た
時
代
的
事
例
と
な
っ
た
が
、
た
だ
し
、
そ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

さ
え
、
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
考
え
て
も
、
戦
争
の
純
粋
形
態
た
る
絶
対
戦
争

た
り
え
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
統
整
的
理
念
と
有
限
的
現
実
の
対
比
に
も
と
づ
き
、
絶
対
戦
争

と
制
限
戦
争
、
敵
国
軍
す
べ
て
の
物
理
的
殲
滅
と
こ
れ
を
除
く
敵
戦
闘
力
の

さ
ま
ざ
ま
な
無
化
＝
殲
滅
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。と
は
い
え
、

絶
対
戦
争
や
敵
国
軍
す
べ
て
の
物
理
的
殲
滅
が
も
た
ら
す
完
全
勝
利
は
統
整

的
理
念
に
す
ぎ
ず
、
現
実
化
不
可
能
で
あ
る
か
ぎ
り
、
有
限
的
現
実
の
制
限

戦
争
は
「
或
る
全
体
の
一
部
と
み
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
し
、「
そ
の

全
体
が
政
治
で
あ
る
」。

…
…
戦
争
は
、
決
し
て
政
治
的
交
渉
か
ら
切
り
離
さ
れ
え
な
い
。
も
し
考

察
の
な
か
で
、
こ
の
切
り
離
し
が
ど
こ
か
で
起
こ
れ
ば
、
関
係
諸
々
の
織

り
糸
す
べ
て
は
裂
け
ち
ぎ
れ
、
意
味
も
目
的
も
な
い
も
の
が
生
ま
れ
る
。

（K
riege, S. 330 / 

三
三
八
頁
以
下
）

「
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
戦
争
を
あ
る
べ
き
こ
と
の
ご
と
き
端
的
な
概
念
に
も
と
づ
い
て
構
成
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
戦
争
に
混
ざ
り
こ
ん
で
融
合
す
る
異
質
的
な
こ
と
す
べ

て
に
そ
の
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
て
異
質
的
な
こ
と
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
自
然
な
困
難
す
べ
て
、
部
分
部
分
の
摩
擦
、
矛
盾
全

体
ゆ
え
の
摩
擦
、
人
間
精
神
の
不
明
瞭
さ
や
弱
気
で
あ
っ
た
」（K

riege, S. 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

40 

歴
史
学
的
観
点
か
ら
石
津
朋
之
は
、「
事
実
、は
た
し
て
本
当
に
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
が
政
治
の
優
位
性
を
認
め
て
い
た
の
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
日
で
も
歴
史
家
の
評

価
は
分
か
れ
て
お
り
、
そ
も
そ
も
政
治
の
優
位
性
を
示
唆
す
る
『
三
位
一
体
』
と
い
っ

た
表
現
も
、『
戦
争
論
』
で
一
度
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
る
（
石
津
「
政
治

と
戦
争
：
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
デ
ル
ブ
リ
ュ
ッ
ク
を
手
掛
か
り
に
し
て
」、
防
衛
研
究
所
、
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
・
メ
モ
、二
〇
一
七
年
十
二
月
号
）。「
三
位
一
体
」（K

riege, S. 42 / 

四
七
頁
、vgl. S. 189 / 

一
九
五
頁
、

S. 366 / 

三
七
六
頁
）
と
そ
の
変
容
態
に
か
ん
し
て
は
、
併
せ
て
以
下
を
参
照
。B

eatrice 
H

euser, Introduction, in: O
n W

ar, C
arl von C

lausew
itz, translated by M

ichael 
H

ow
ard and Peter Paret, O

xford W
orld ’s C

lassics, 2008, pp. xxvii-xxix; C
olin M

. 
Flem

ing, C
lausew

itz’s Tim
eless Trinity: A

 F
ram

ew
ork F

or M
odern W

ar, 2013, 
R

outledge, C
hapter 2.

41 

絶
対
戦
争
の
敵
概
念
と
制
限
戦
争
の
そ
れ
と
の
異
同
は
、『
戦
争
論
』
の
テ
キ
ス
ト
に

内
在
し
て
の
可
能
的
概
念
の
検
討
と
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
パ
ル
チ
ザ
ン
の
理
論
：

政
治
的
な
こ
と
の
概
念
に
対
す
る
中
間
報
告
』の
「
絶
対
的
敵
」概
念
と
の
外
在
的
比
較

と
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
う
る
（vgl. C

arl Schm
itt, T

heorie des P
artisanen: Z

w
ischenbem

erkung 

zum
 B

egriff des P
olitischen

（1963

）, SS. 91-96

）。
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291f. / 

二
九
九
頁
以
下
）。

あ
ら
た
め
て
確
認
す
れ
ば
、『
戦
争
論
』
の
目
的
は
戦
争
と
い
う
「
わ
れ
わ

れ
の
対
象
を
な
す
個
々
の
要
素
、
次
い
で
そ
の
対
象
を
な
す
個
々
の
部
分
や

肢
節
、
最
後
に
そ
の
対
象
に
そ
な
わ
っ
た
内
的
脈
絡
に
お
け
る
全
体
を
考
察

す
る
こ
と
」（K

riege, S. 17 / 

二
二
頁
）
で
あ
っ
た
が
、
政
治
の
内
的
脈
絡
全
体
の

な
か
に
有
限
的
現
実
の
制
限
戦
争
は
ふ
く
ま
れ
る
。「
ど
の
戦
争
も
、
政
治

的
重
要
性
と
政
治
的
関
係
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
起
す
る
の
か
」（K

riege, S. 333 

/ 

三
四
二
頁
）、
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

こ
う
し
て
敵
国
軍
の
駆
逐
か
ら
武
装
解
除
ま
で
可
能
的
現
実
で
遂
行
可
能

な
、
敵
戦
闘
力
の
多
種
多
様
な
無
化
＝
殲
滅
は
、
装
備
の
軍
事
予
算
や
敵
国

へ
の
捕
虜
の
返
還
可
能
性
な
ど
、
政
治
的
文
脈
の
な
か
で
決
ま
っ
て
く
る
か

ぎ
り
、い
っ
そ
う
の
解
明
を
試
み
る
べ
き
は
、戦
争
と
政
治
の
関
係
で
あ
る
。

つ
づ
く
五
で
は
、
存
在
論
的
カ
ン
ト
解
釈
を
ふ
く
む
超
越
論
的
ハ
イ
デ

ガ
ー
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
を
手
掛
か
り
に
、『
戦
争
論
』

に
お
け
る
政
治
と
戦
争
の
関
係
を
考
察
す
る
。

五
　
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
現
象
学
的
解
釈
学

こ
こ
で
考
察
さ
れ
る
の
は
、
政
治
の
内
的
文
脈
が
限
定
さ
れ
、
制
限
戦
争

の
内
的
文
脈
と
な
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
制
限
戦
争
に
ま
つ
わ
る
諸
概
念

で
あ
る
勝
利
、
敵
、
講
和
な
ど
は
、
絶
対
戦
争
に
ま
つ
わ
る
統
整
的
理
念
の

そ
れ
ら
に
照
ら
し
て
理
解
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
有
限
的
現
実
の
政
治
と
統
整

的
理
念
の
絶
対
戦
争
が
絡
み
あ
う
な
か
で
制
限
戦
争
の
可
能
的
現
実
と
そ
の

成
り
立
ち
を
見
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
下
、
番
号
を
付
し
て
引
用
す
る
。

仮
に
①
戦
争
が
純
然
た
る
敵
意
に
も
と
づ
い
て
生
死
を
か
け
る
戦
闘
で
あ

る
な
ら
、
政
治
的
視
点
が
戦
争
と
共
に
す
っ
か
り
途
絶
え
る
と
い
う
想
定

だ
け
は
可
能
だ
ろ
う
。〔
と
は
い
え
〕
②
戦
争
の
現
状
は
、
こ
れ
ま
で
示

し
て
き
た
と
お
り
、
ま
さ
に
政
治
そ
れ
自
体
の
表
出
で
あ
る
。
も
し
政
治

的
視
点
を
軍
事
的
視
点
に
従
属
さ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
矛
盾
だ
ろ
う
。

と
い
う
の
も
、
政
治
が
戦
争
を
産
み
出
す
か
ら
で
あ
る
。
政
治
は
知
性
だ

が
、
戦
争
は
単
な
る
手
段
で
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
軍
事
的

視
点
を
政
治
的
視
点
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
だ
け
が
そ
の
可
能
性
を
保
持
す

る
。（K

riege, S. 333 / 

三
四
一
頁
）

す
で
に
確
か
め
た
よ
う
に
①
「
純
然
た
る
敵
意
に
も
と
づ
い
て
生
死
を
か

け
る
戦
闘
」
は
統
整
的
理
念
と
し
て
の
絶
対
戦
争
を
指
し
、
現
実
で
は
生
起

不
可
能
な
事
態
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
考
え
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
は

「
純
然
た
る
敵
対
感
情
」
に
開
示
さ
れ
る
事
象
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
「
開
示

態
（E

rschloßenheit

）」（SZ
, S. 133

）
の
存
在
論
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
こ
こ
で
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
情
態
性
（

）」
概
念
を
参
照
す

る
（SZ

, 

§29

）。『
戦
争
論
』
第
一
編
「
戦
争
の
本
質
」
の
第
四
章
「
戦
争
に
お
け

る
危
険
に
つ
い
て
」
と
第
五
章
「
戦
争
に
お
け
る
肉
体
的
労
苦
に
つ
い
て
」

な
ど
は
、
パ
レ
ッ
ト
『
戦
争
を
理
解
す
る
：
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
軍
事
力
史

へ
の
試
論
』
で
「
兵
士
や
司
令
官
の
心
理
学
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
だ
が
42

、
ハ

イ
デ
ガ
ー
的
に
言
え
ば
、
ま
さ
に
情
態
性
の
問
題
で
あ
る
（vgl. SZ

, 

§29

）。
小

稿
で
は
、
カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
を
参
照
す
る
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
環
境
世
界
概
念
を
介
し
て
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
カ
ン
ト
倫
理
学
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

42 
Peter Paret, U

nderstanding W
ar: E

ssays on C
lausew

itz and the H
istory of 

M
ilitary P

ow
er, Princeton U

niversity Press, 1992, p. 114.
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リ
ズ
ム
の
存
在
論
的
関
係
を
考
察
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
『
戦
争
論
』
の

カ
ン
ト
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の
成
り
立
ち
を
解
き
明
か

す
が
、
こ
の
解
明
の
な
か
で
第
四
章
「
戦
争
に
お
け
る
危
険
に
つ
い
て
」
と

第
五
章
「
戦
争
に
お
け
る
肉
体
的
労
苦
に
つ
い
て
」
と
を
「
戦
争
内
存
在
の

現
象
学
的
解
釈
学
」
と
「
戦
争
に
お
け
る
徳
の
現
象
学
」
と
し
て
説
明
可
能

で
あ
る
43

。

『
存
在
と
時
間
』解
釈
の
定
型
的
説
明
と
な
る
が
、
く
り
か
え
し
て
お
く
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
弁
論
術
』
で
「
怒
り
」
を
例
に
パ
ト
ス
の
三
契
機
を
明

ら
か
に
し
、
そ
れ
は
①
怒
り
が
む
か
う
「
相
手
（
＝
誰
に
、

）」、
②
怒

る
と
き
の
「
心
の
状
態
（

）」
と
③
「
何
ゆ
え
（

）」

で
あ
っ
た
44

。
こ
の
パ
ト
ス
論
を
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
独
自
に
解
釈
し
、
恐
れ
と

い
う
情
態
性
の
三
契
機
と
し
て
、
①
「
恐
れ
が
む
か
う
先
（das W

ovor der 

Furcht

）」、
②
「
恐
れ
る
こ
と
自
体
（das Fürchten selbst

）」、
③
「
恐
れ
る

さ
い
に
案
じ
ら
れ
る
も
の
（das W

orum
 der Furcht

）」
を
挙
げ
る
が
、
こ
の

三
契
機
は
相
即
し
て
働
く
。

現
実
世
界
に
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
小
国
Ａ
の
士
官
カ
ー
ル
が
大
学
生
の
こ

ろ
に
友
好
国
〈
と
し
て
〉
遊
学
で
き
た
大
国
Ｂ
は
今
や
敵
国
〈
と
し
て
〉
小
国

Ａ
に
対
峙
す
る
。
こ
の
状
況
下
、
カ
ー
ル
は
斥
候
小
隊
長
〈
と
し
て
〉
Ｂ
国

の
大
軍
が
近
づ
く
足
音
を
国
境
付
近
で
聞
き
つ
け
、
建
物
の
裏
手
に
隠
れ
な

が
ら
、
そ
の
大
軍
を
（vor

）
恐
が
る
（m

ich fürchte

）。
遊
学
の
さ
い
に
友

好
国
軍
の
パ
レ
ー
ド
〈
と
し
て
〉
頼
も
し
く
思
え
た
と
き
の
よ
う
に
Ｂ
国
軍

の
行
軍
を
見
う
る
べ
く
も
な
く
、
脅
威
の
敵
国
軍
〈
と
し
て
〉
情
態
的
に
了

解
さ
れ
る
な
か
、
私
は
危
機
的
状
況
で
大
軍
襲
来
に
脅
か
さ
れ
る
自
分
を
案

じ
る
（um

）
仕
方
で
存
在
す
る
。
こ
う
し
て
Ｂ
国
軍
は
恐
る
べ
き
敵
の
大
軍

と
い
う
「
世
界
内
部
的
存
在
者
」〈
と
し
て
〉
情
態
的
に
開
示
さ
れ
る
と
同
時

に
、
そ
の
状
況
に
投
げ
こ
ま
れ
て
恐
怖
す
る
自
分
も
ま
た
情
態
的
に
開
示
さ

れ
る
。
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
情
態
性
の
三
契
機
で
そ
れ
ぞ
れ
開
示
さ
れ
る

の
は
、
①
パ
ト
ス
の
む
か
う
先
が
他
者
、
②
パ
ト
ス
を
も
つ
こ
と
自
体
が
危

機
的
状
況
、
③
パ
ト
ス
に
お
い
て
案
じ
ら
れ
る
も
の
が
自
分
自
身
で
あ
る
。

こ
う
し
た
情
態
的
で
解
釈
的
な
了
解
の
共
開
示
構
造
は
、
純
然
た
る
敵
対

感
情
に
も
当
て
は
ま
る
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
「
戦
争
は
ま
っ
た
き
戦
争
、
つ
ま
り
、
敵
意
と
い

う
ま
っ
た
く
制
限
さ
れ
な
い
エ
レ
メ
ン
ト
だ
と
い
う
仮
定
」（K

riege, S. 330 / 
三
三
九
頁
）
を
理
論
的
に
徹
底
す
る
場
面
で
、
敵
〈
と
し
て
〉
あ
ら
わ
に
な
る

相
手
に
自
分
が
純
然
た
る
敵
対
感
情
を
い
だ
く
と
き
、
政
治
性
な
き
状
況
で

決
闘
（Z

w
eikam

pf
）
に
臨
む
自
分
を
案
じ
る
仕
方
で
存
在
す
る
が
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

43 

「
勇
気
」
と
い
う
感
情
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
高
い
評
価
を
学
的
に
理

解
す
る
さ
い
、
考
慮
す
べ
き
歴
史
的
事
例
は
（vgl. H

. C
ohen, Von K

ants E
influss auf die 

D
eutsche K

ultur, S.31f.

）、
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
の
勇
気
重
視
か
、
あ
る
い
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
指

揮
下
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
軍
で
あ
ろ
う
（K

riege, S. 191 / 

一
九
七
頁
）。
ま
た
、
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
そ
う
し
た
理
解
を
解
釈
す
る
哲
学
的
視
点
を
設
定
す
る
さ
い
、
キ
ー
ゼ

ヴ
ェ
ッ
タ
ー
が
、
カ
ン
ト
倫
理
学
で
の
ち
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
「
窮
余
の
嘘
」
と
い
う
問

題
を
検
討
し
て
い
た
こ
と
が
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
（cf. 

田
端
信
廣
『
書
評
誌
に
見
る
批

判
哲
学
：
初
期
ド
イ
ツ
観
念
論
の
展
相
』、晃
洋
書
房
、二
〇
一
九
年
、第
三
章
、第
三
節「
キ
ー
ゼ
ヴ
ェ
ッ
タ
ー

『
道
徳
哲
学
の
第
一
根
本
命
題
に
つ
い
て
』
と
そ
の
書
評
」）。
つ
ま
り
、
自
分
自
身
に
発
す
る
ゆ
え

に
執
拗
か
つ
狡
猾
な
自
己
愛
の
侵
入
路
を
す
べ
て
封
じ
る
た
め
、「
窮
余
の
嘘
」
と
い

う
事
例
で
定
言
命
法
と
い
う
究
極
態
を
思
索
し
つ
づ
け
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
自
己

愛
の
侵
入
を
封
じ
る
か
ぎ
り
、
甘
さ
を
排
除
し
て
冷
徹
な
状
況
理
解
と
軍
事
行
動
を

維
持
す
る
感
情
と
し
て
、
あ
る
い
は
そ
う
し
た
維
持
ゆ
え
に
保
た
れ
る
感
情
と
し
て
、

も
し
も
勇
気
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
考
察
の
価
値
は
あ
ろ
う
。
自
己
愛

や
甘
い
さ
さ
や
き
の
問
題
は
、
ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ル
タ
の
精
神
に
執
拗
に
侵
入
し

よ
う
と
し
て
く
り
か
え
し
失
敗
す
る
悪
魔
の
様
子
を
描
い
た
『
悪
魔
と
の
対
話
：
サ
ン

ユ
ッ
タ
・
ニ
カ
ー
ヤ
Ⅱ
』（
中
村
元
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
八
六
年
）
の
ブ
ッ
ダ
思
想
と
通
じ
る

も
の
が
あ
る
。

44 
A

ristotle, R
hetorica, II-2, O

C
T, 1378a23f.
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（25）

決
闘
は
、
戦
闘
＝
交
戦
と
い
う
織
り
糸
の
繊
維
に
喩
え
う
る
。
純
然
た
る
敵

対
感
情
の
場
面
に
お
け
る
、
自
己
、
他
者
、
状
況
の
そ
う
し
た
共
開
示
が
情

態
的
で
解
釈
的
な
了
解
を
通
じ
て
可
能
で
あ
る
の
も
、
わ
れ
わ
れ
人
間
は
、

世
界
が
開
か
れ
る
場
の
「
現
（D

a

）」
を
存
在
す
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
意
味

で
人
間
は
「
現
存
在
（D

asein

）」
と
名
づ
け
ら
れ
る
（SZ

, SS. 132-134

）。
そ
う

し
た
現
を
存
在
す
る
有
限
的
人
間
が
存
在
す
る
構
え
は
「
世
界
内
存
在
」
と

呼
ば
れ
た
が
（SZ

, 
§12

）、
自
分
自
身
が
投
げ
こ
ま
れ
た
意
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
可
能
無
限
的
全
体
で
あ
る
世
界
が
戦
時
中〈
と
し
て
〉、あ
る
い
は
戦
場〈
と

し
て
〉
と
解
釈
的
に
了
解
さ
れ
、
或
る
完
結
し
た
図
式
的
地
平
と
な
っ
て
機

能
す
る
と
き
、
現
存
在
は
「
戦
争
内
存
在
」45
と
い
う
存
在
体
制
を
構
え
る
こ

と
が
際
立
つ
。
こ
れ
は
、
世
界
を
特
定
の
状
況
＝
脈
絡
〈
と
し
て
〉
情
態
的

に
了
解
す
る
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
が
現
存
在
に
も
た
ら
す
、
世
界
内
存
在
の
実

存
的
限
定
化
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
普
段
の
日
常
で
は
陽
気
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

も
、
戦
時
中
は
寡
黙
な
斥
候
小
隊
長
〈
と
し
て
〉
ス
ム
ー
ス
に
偵
察
任
務
を

こ
な
し
う
る
わ
け
で
あ
る
。

同
時
に
、
こ
う
し
た
戦
争
内
存
在
を
実
存
で
際
立
っ
た
存
在
の
仕
方
と
し

て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
政
治
内
存
在
」
と
い
う
存
在
体
制
を
現
存
在

は
つ
ね
に
す
で
に
構
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
府
や
実
力
組
織
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
っ
て
世
界
が
政
治
的
観
点
か
ら
解
釈
的
に
了
解
さ
れ
、
世
界
の

政
治
的
ア
ス
ペ
ク
ト
が
看
取
さ
れ
て
特
定
の
図
式
的
地
平
へ
と
囲
い
こ
ま
れ

る
と
き
、つ
ま
り
、カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
的
に
言
え
ば
、メ
ン
バ
ー
は「
友
」

〈
と
し
て
〉、
相
手
は
「
敵
」〈
と
し
て
〉、
世
界
は
政
治
的
状
況
〈
と
し
て
〉

共
開
示
さ
れ
る
と
き
46

、
意
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可
能
無
限
的
全
体
で
あ
る

世
界
は
隠
れ
て
機
能
す
る
な
か
、
世
界
内
存
在
の
実
存
的
限
定
化
を
受
け
て

現
存
在
は
政
治
内
存
在
と
い
う
存
在
論
的
な
構
え
を
と
る
。
こ
の
政
治
内
存

在
が
政
治
的
状
況
世
界
の
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
＝
解
釈
的
了
解
に
よ
っ
て
さ
ら

に
限
定
さ
れ
、
戦
争
内
存
在
と
な
る
わ
け
だ
。

ア
ス
ペ
ク
ト
は
解
釈
的
に
了
解
さ
れ
る
〈
と
し
て
〉
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

は
図
式
的
規
則
を
意
味
し
、「
概
念
の
図
式
が
当
の
概
念
を
め
ぐ
る
想
像
力

の
限
界
と
見
做
し
う
る
」（
守
屋
）。
そ
れ
ゆ
え
、
世
界
の
ア
ス
ペ
ク
ト
は
そ

の
な
か
で
多
種
多
様
な
行
為
を
意
味
づ
け
う
る
地
平
的
脈
絡
を
意
味
し
た
。

こ
こ
で
統
制
的
理
念
の
絶
対
戦
争
と
現
実
の
制
限
戦
争
の
違
い
を
ふ
ま
え
、

自
己
、
他
者
、
状
況
の
共
開
示
と
戦
闘
の
目
的
と
の
関
係
を
確
認
し
て
お
く
。

戦
争
に
別
の
仕
方
を
組
み
あ
わ
せ
る
こ
と
は
何
ゆ
え
に
実
行
可
能
な
の

か
、
わ
れ
わ
れ
は
初
め
て
こ
れ
か
ら
学
ぶ
だ
ろ
う
が
、
も
ち
ろ
ん
徐
々
に

で
し
か
な
い
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
概
念
か
ら
の
現
実
性
の
逸
脱
と
し

て
、
あ
る
い
は
個
々
別
々
の
状
況
へ
と
向
か
う
何
か
と
し
て
そ
う
し
た
組

み
あ
わ
せ
の
可
能
性
を
認
知
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
わ
れ
わ

れ
が
怠
っ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
で
す
で
に
流
血
で
危
機
を
打
破
し
、

敵
戦
闘
力
を
殲
滅
す
べ
き
尽
力
を
戦
争
の
嫡
子
と
み
な
す
こ
と
で
あ
る
。

（K
riege, S. 61 / 

六
五
頁
）

「
共
同
世
界
」（SZ

, 

§26

）
を
ふ
く
む
世
界
と
い
う
意
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
可

能
無
限
的
全
体
は
多
種
多
様
な
存
在
者
の
存
在
意
味
を
織
り
糸
に
し
て
「
現

存
在
の
た
め
に（um

 des D
aseins w

illen

）」
織
り
あ
わ
さ
れ
、
一
人
一
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45 

「
戦
争
内
存
在
」概
念
に
か
ん
し
て
は
、藤
岡
俊
博「
横
地
徳
広『
超
越
の
エ
チ
カ
：

ハ
イ
デ
ガ
ー
・
世
界
戦
争
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
』（
ぷ
ね
う
ま
舎
、
二
〇
一
五
年
）」
書
評
（『
図
書
新

聞
』、
三
二
三
七
号
、
二
〇
一
六
年
一
月
九
日
）
を
参
照
。
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（26）

現
存
在
は
そ
う
し
た
世
界
が
開
か
れ
て
い
く
先
だ
と
い
う
意
味
で
世
界
の

「
趣
旨
（das W

orum
w

illen

）」
だ
が
（SZ

, 

§18

）、
現
存
在
そ
れ
ぞ
れ
が
戦
争

内
存
在〈
と
し
て
〉存
在
す
る
構
え
が
世
界
内
存
在
の
な
か
で
際
立
つ
と
き
、

戦
争
と
い
う
社
会
的
実
践
に
ま
つ
わ
る
目
的
手
段
連
関
は
戦
闘
を
必
須
の
織

り
糸
に
し
て
戦
争
の
内
的
脈
絡
と
し
て
織
り
あ
げ
ら
れ
る
。
戦
争
内
存
在
と

い
う
構
え
で
存
在
す
る
現
存
在
に
注
目
し
、
あ
え
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
的
強
調
を

こ
め
て
引
用
す
れ
ば
、「
広
義
の
戦
争
術
に
は
戦
闘
力
の
産
出
、す
な
わ
ち
、

徴
募
、
武
装
、
装
備
、
訓
練
が
含
ま
れ
、
戦
争
の
た
め
に
現
に
存
在
す
る（um

 

des K
rieges w

illen da sind
）
活
動
態
す
べ
て
が
属
し
て
い
る
」（K

riege, S. 

102 / 

一
〇
七
頁
）
│
│
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
に
は
「
現
実
に
存
在
す
る
」
と
い

う
意
味
で
の
〝da sind

〞
だ
が
。

そ
れ
ゆ
え
戦
争
活
動
態
す
べ
て
は
直
接
的
か
間
接
的
に
必
ず
交
戦
に
か
か

わ
る
。
兵
士
は
徴
募
さ
れ
、
制
服
を
着
用
し
、
武
装
し
、
訓
練
さ
れ
、
ま

た
そ
の
兵
士
が
睡
眠
を
と
り
、飲
食
し
、行
軍
す
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

適
所
適
時
に
て
（an rechter Stelle und zu rechter Z

eit

）
交
戦
す
る
た

め
だ
け
に
行
な
わ
れ
る
。（K

riege, S. 53f. / 

五
七
頁
以
下
、vgl. S. 102 / 

一
〇
七
頁
）

現
存
在
と
呼
ば
れ
た
有
限
的
人
間
が
兵
士
〈
と
し
て
〉
戦
場
の
な
か
で
敵

国
兵
へ
の
対
応
を
ス
ム
ー
ス
に
実
行
可
能
で
あ
る
の
も
、
戦
闘
の
た
め
に

（um
 zu

）「
徴
募
さ
れ
、
制
服
を
着
用
し
、
武
装
し
、
訓
練
さ
れ
て
い
る
」

か
ら
で
あ
り
、
成
人
男
性
に
必
要
な
一
日
あ
た
り
の
三
〇
〇
〇
カ
ロ
リ
ー
を

摂
取
し
47

、
活
動
中
に
明
朗
な
意
識
を
保
つ
か
、
少
な
く
と
も
眠
り
に
落
ち

な
い
だ
け
の
睡
眠
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
ま
た
、「
適
所

適
時
に
て
交
戦
す
る
た
め
」、
戦
争
の
内
的
文
脈
に
編
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

「
ギ
リ
シ
ア
人
た
ち
は
、『
諸
物
』
を
表
現
す
る
た
め
に
或
る
適
切
な
術
語

を
も
っ
て
い
た
」と
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
指
摘
し（SZ

, 68

）、そ
れ
は「
プ
ラ
グ
マ
タ
、

す
な
わ
ち
、
配
慮
し
な
が
ら
扱
う
こ
と
（
プ
ラ
ク
シ
ス
）
で
か
か
わ
ら
れ
る

も
の
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
（SZ

, 68

）、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
と
っ
て
の
プ

ラ
ク
シ
ス
、プ
ラ
テ
イ
ン
は
戦
闘
を
契
機
と
し
た
戦
争
行
為
の
諸
々
で
あ
り
、

そ
の
さ
い
に「
か
か
わ
ら
れ
る
も
の
」が
兵
器
や
装
備
、
制
服
、
宿
営
器
具
、

食
料
で
あ
っ
た
。

こ
の
プ
ラ
グ
マ
タ
の
諸
々
も
ま
た
戦
争
の
内
的
脈
絡
を
形
成
し
な
が
ら
、

そ
の
な
か
で
た
と
え
ば
或
る
プ
ラ
グ
マ
タ
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
〈
と
し
て
〉
解
釈

的
に
了
解
さ
れ
、
と
き
に
は
バ
ケ
ツ
の
代
わ
り
〈
と
し
て
〉
水
汲
み
に
使
用

さ
れ
る
。
制
服
の
着
用
者
も
映
画
村
の
エ
キ
ス
ト
ラ
〈
と
し
て
〉
な
ら
ば
、

特
に
気
に
留
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
あ
る
い
は
戦
争
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の

相
手
〈
と
し
て
〉
友
人
に
向
か
い
あ
う
と
き
、
の
ん
び
り
と
次
の
一
手
を
思

案
で
き
る
の
は
、
現
存
在
が
い
わ
ば
日
常
内
存
在
と
い
う
存
在
体
制
を
構
え

る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
自
国
の
制
服
を
着
用
し
て
敵
国
兵
や

民
間
人
と
区
別
さ
れ
た
「
正
規
兵
」〈
と
し
て
〉
活
動
す
る
人
び
と
が
48

相
手

を
現
実
の
敵
〈
と
し
て
〉
察
知
し
、
瞬
時
の
対
応
が
で
き
る
の
は
、
戦
争
内

存
在
と
い
う
存
在
体
制
を
構
え
る
か
ら
で
あ
る
。
現
存
在
は
自
己
と
他
者
の

解
釈
的
了
解
や
世
界
の
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
を
通
じ
て
、
戦
争
の
内
的
脈
絡
の

な
か
で
存
在
す
る
可
能
性
へ
と
自
身
を
投
げ
こ
ん
で
い
く
。

そ
れ
ゆ
え
、
戦
争
活
動
態
の
織
り
糸
す
べ
て
が
交
戦
に
帰
着
す
る
な
ら
、

わ
れ
わ
れ
は
ま
た
織
り
糸
を
す
べ
て
把
握
し
、
そ
う
し
て
交
戦
の
配
列
を

決
め
る
だ
ろ
う
。
交
戦
の
こ
の
配
列
と
そ
の
実
行
か
ら
出
発
す
る
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

47 

マ
ー
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ン
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フ
ァ
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ェ
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。
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（27）

限
っ
て
諸
効
果
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
交
戦
に
先
行
す
る
諸
条
件

に
直
接
由
来
す
る
か
ら
で
は
な
い
。
さ
て
、
交
戦
に
あ
っ
て
活
動
態
す
べ

て
は
敵
の
殲
滅
か
、む
し
ろ
そ
の
戦
闘
力
に
向
か
っ
て
い
る
が
、そ
れ
は
、

こ
の
こ
と
が
交
戦
概
念
の
う
ち
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
敵
戦
闘
力
の
殲
滅
は
つ
ね
に
交
戦
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め

の（um
 zu

）手
段
で
あ
る
。（K

riege, S. 53f. / 

五
七
頁
以
下
、vgl. S. 102 / 

一
〇
七
頁
）

戦
争
の
内
的
脈
絡
は
、
戦
闘
＝
交
戦
を
織
り
糸
と
し
て
兵
士
の
徴
募
、
制

服
、
装
備
、
訓
練
、
睡
眠
、
飲
食
、
行
軍
を
編
み
こ
ん
だ
目
的
手
段
連
関
を

構
造
的
に
そ
な
え
る
が
、「
と
は
い
え
、
戦
闘
力
、
す
な
わ
ち
、
武
装
員
た

ち
が
使
用
さ
れ
る
場
面
で
は
戦
闘
の
表
象
が
必
ず
根
底
に
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」（K

riege, S. 53 / 

五
七
頁
）。

実
は
こ
う
し
た
内
的
脈
絡
に
か
ん
し
て
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
ま

た
、『
心
理
学
の
哲
学
１
』（R

em
arks on the P

hilosophy of P
sychology, Volum

e 1, 

1988

）
の
な
か
で
、
こ
う
述
べ
て
い
た
。

君
の
部
屋
の
い
つ
も
の
場
所
に
あ
る
昔
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
家
具
を
見
て

み
た
ま
え
！
〔
中
略
〕
し
か
し
私
が
そ
れ
を
現
在
も
っ
て
い
る
文
脈
か
ら

ま
っ
た
く
切
り
離
し
て
し
ま
お
う
と
す
る
場
合
は
、
私
は
そ
れ
が
も
は
や

存
在
し
な
く
な
り
、
別
の
も
の
が
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
言
う
で
あ

ろ
う
。

確
か
に
ひ
と
は
次
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。「
す
べ
て
の
も

の
は
他
の
す
べ
て
の
も
の
の
一
部
を
な
す
」（
内
的
脈
絡
と
外
的
脈
絡
）。

或
る
も
の
を
動
か
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
も
う
以
前
と
同
じ
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
机
が
こ
の
机
で
あ
る
の
は
、
こ
の
環
境
の
な
か
に
限
ら
れ
る
。49

ま
た
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
の
第
十
五
節
「
環
境
世
界
で
出
会
わ

れ
る
存
在
者
の
存
在
」
で
説
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
道
具
は
「
本
質
的
に
『
〜

す
る
た
め
の
（um

 zu

）
何
か
』」
で
あ
り
（SZ

, S. 68

）、
こ
の
「『
た
め
の
』
と
い

う
構
造
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
が
、
何
か
を
何
か
へ
と
指
示
す
る
こ
と
で
あ

る
」（SZ

, S. 68

）。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば「
筆
記
用
具
、
ペ
ン
、
イ
ン
ク
、
紙
、

下
敷
き
、
机
、
ラ
ン
プ
、
家
具
、
窓
、
ド
ア
、
部
屋
」
は
（SZ

, S. 68

）
す
で
に

相
互
連
関
し
て
お
り
、
つ
ま
り
、「
こ
う
し
た
個
々
の
道
具
に
先
立
ち
、
そ

の
つ
ど
す
で
に
或
る
道
具
全
体
性
が
発
見
さ
れ
て
い
る
」（SZ

, S. 69

）。

ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ハ
イ
デ
ガ
ー
に
共
通
す
る
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
れ
ば
、
私
が
暮
ら
す
自
宅
と
そ
こ
に
そ
な
え
つ
け
ら

れ
た
家
具
や
調
度
品
の
数
々
は
、
私
に
生
き
ら
れ
る
内
的
脈
絡
を
形
成
し
て

い
る
。
学
習
机
は
、
タ
ン
ス
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
荷
物
を
と
る〈
た
め
の
〉

足
場
〈
と
し
て
〉
使
用
す
る
と
き
、
学
習
机
〈
と
し
て
〉
の
意
味
は
潜
在
化
し

て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
と
き
足
場
は
、
学
習
机
で
は
な
く
、
椅
子
や
木
箱

で
も
構
わ
な
い
。
こ
れ
が
日
常
性
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
で

あ
り
、
た
と
え
ば
野
営
で
テ
ン
ト
を
設
置
す
る
さ
い
、
高
枝
に
ロ
ー
プ
を
い

わ
き
つ
け
た
め
に
同
僚
の
肩
車
で
足
場
代
わ
り
に
な
っ
て
も
ら
う
場
合
と
事

情
は
だ
い
た
い
同
じ
だ
が
、
と
は
い
え
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
と
き
兵
士
た
ち
は

い
わ
ば
「
日
常
内
存
在
」
で
は
な
く
、
戦
争
内
存
在
と
い
う
存
在
論
的
な
構

え
を
と
っ
て
い
る
。

言
語
行
為
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
を
論
じ
た
後
期
ヴ
ィ
ト

ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
ア
ス
ペ
ク
ト
転
換
を
説
明
す
る
た
め
に
注
目
し
た
「
内

的
脈
絡
」
は
、
文
脈
の
内
的
関
係
あ
る
い
は
文
脈
と
い
う
内
的
関
係
を
指
す

が
、
こ
の
文
脈
は
、
個
々
の
言
語
使
用
で
生
起
す
る
言
語
的
意
味
と
相
互
制

約
的
に
織
り
あ
げ
つ
づ
け
ら
れ
る
な
か
、
つ
ま
り
、
個
々
の
意
味
を
規
定
す
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（28）

る
文
脈
は
、
規
定
さ
れ
た
意
味
の
有
機
的
集
積
と
し
て
リ
ゾ
ー
ム
状
の
全
体

性
を
保
ち
な
が
ら
、
内
部
性
を
そ
な
え
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
構
造
は
、
戦
争
の
内
的
脈
絡
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

＊

絶
対
戦
争
は
直
線
的
時
間
表
象
の
限
り
な
き
果
て
、
一
種
の
キ
リ
ス
ト
教

的
終
末
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
は
お
そ
ら
く
そ
う
考
え
な
い
。
絶
対
戦
争
は
む
し
ろ
統
整
的
理
念
と
し
て

制
限
戦
争
の
可
能
的
現
実
す
べ
て
に
向
け
て
遍
在
し
、
多
種
多
様
な
制
限
戦

争
の
一
つ
一
つ
を
そ
の
つ
ど
照
ら
し
だ
す
。
し
か
も
、
絶
対
戦
争
は
完
全
な

統
整
的
理
念
で
は
な
く
、
つ
ね
に
概
念
的
完
成
の
途
上
に
あ
り
、
解
釈
学
的

観
点
か
ら
概
念
的
整
合
性
を
高
め
つ
づ
け
る
「
ノ
イ
ラ
ー
ト
の
船
」
だ
と
言

え
る
50

。
た
だ
し
、
絶
対
戦
争
概
念
の
造
船
技
師
に
し
て
船
長
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
は
す
で
に
も
う
い
な
い
。

「
哲
学
者
の
仕
事
と
ノ
イ
ラ
ー
ト
が
巧
み
に
比
較
し
た
の
は
、
大
海
原
で

自
分
の
船
を
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
水
夫
の
仕
事
で
あ
っ
た
」
が
51

、

「
わ
れ
わ
れ
が
諸
対
象
を
問
題
と
す
る
さ
い
、
こ
の
こ
と
に
着
手
し
う
る
の

は
首
尾
一
貫
し
て
理
論
体
系
と
か
か
わ
る
場
合
に
限
ら
れ
、
こ
の
理
論
体
系

そ
れ
自
体
は
、
諸
対
象
を
ま
ず
は
わ
れ
わ
れ
が
受
け
入
れ
る
こ
と
に
も
と
づ

い
て
い
る
」52
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
を
読
み
解
く
わ
れ
わ
れ
は

そ
の
水
夫
で
あ
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
こ
で
終
え
る
か
は
お
そ
ら
く
制
限

さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
ど
の
よ
う
に
始
め
る
か
は
制
限
さ
れ
て
い
る
」53
。

野
家
の
物
語
り
論
的
解
釈
学
を
ふ
ま
え
て
も
、
そ
う
言
い
う
る
。

『
戦
争
論
』の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
を
問
え
ば
、
そ
れ
は
、

当
然
の
結
論
か
も
し
れ
な
い
。

結
び
　
カ
ン
ト
と
は
道
を
違
え
て

小
稿
で
確
認
し
て
き
た
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
の
プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
を
確
認
し
や
す
い
の
が
以
下
の
箇
所
で
あ
る
。
戦

闘
＝
交
戦
を
織
り
糸
に
し
て
戦
闘
以
外
の
多
種
多
様
な
事
柄
が
戦
争
の
内
的

脈
絡
を
形
成
す
る
こ
と
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

或
る
大
戦
闘
力
の
多
種
多
様
な
組
織
化
が
思
案
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
戦

闘
力
を
使
用
し
て
効
果
が
得
ら
れ
る
多
く
の
状
況
が
思
案
さ
れ
る
さ
い
に

概
念
把
握
可
能
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
類
い
の
大
戦
闘

力
に
よ
る
戦
闘
も
ま
た
多
種
多
様
に
組
織
化
さ
れ
、
配
列
さ
れ
、
相
互
連

関
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
組
織
化
さ

れ
た
個
々
別
々
の
こ
と
の
た
め
に
、当
然
、多
く
の
目
的
が
生
じ
う
る
し
、

生
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
目
的
は
そ
れ
自
体
で
は
敵
戦
闘
力
の

殲
滅
で
は
な
い
し
、
確
か
に
程
度
は
高
く
て
も
間
接
的
に
し
か
効
果
を
も

た
な
い
。（K

riege, S. 54 / 

五
八
頁
以
下
）

世
界
の
ア
ス
ペ
ク
ト
知
覚
を
介
し
て
限
定
さ
れ
た
政
治
的
脈
絡
に
お
い
て

政
府
や
実
力
組
織
の
メ
ン
バ
ー
は
情
態
的
で
解
釈
的
な
了
解
を
遂
行
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

50 

野
家
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
帰
結
：
「
ノ
イ
ラ
ー
ト
の
船
」
の
行
方
」（『
増
補

　

科
学
の
解
釈
学
』
所
収
）
を
参
照
。

51 
W

illard V
. O

. Q
uine, F

rom
 a logical point of view

: 9 logico-philosophical 
essays, 2nd and revised edition, H

arper &
 R

ow
, 1980 （1963

）, p. 79

（『
論
理
的
観
点
か

ら
：
論
理
と
哲
学
を
め
ぐ
る
九
章
』、
飯
田
隆
訳
、
勁
草
書
房
、
一
九
九
二
年
、
一
一
六
頁
）。

52 
W

. V
. O

. Q
uine, W

ord and object, M
. I. T. Press, 1964 （1960

）, p. 4

（『
こ
と
ば

と
対
象
』、
大
出
晁
、
宮
館
恵
訳
、
勁
草
書
房
、
一
九
八
四
年
、
六
頁
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

53 
Q

uine, W
ord and object, p. 4

（『
こ
と
ば
と
対
象
』、
六
頁
）。
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の
一
人
一
人
に
自
己
、
他
者
、
状
況
が
共
開
示
さ
れ
る
が
、
な
か
で
も
兵
士

や
士
官
の
場
合
、
戦
争
の
内
的
脈
絡
を
生
き
る
な
か
、
つ
ね
に
す
で
に
そ
の

了
解
は
、
生
ま
れ
や
育
ち
、
個
性
、
体
力
、
知
能
、
職
種
、
所
属
組
織
な
ど

人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
個
別
的
条
件
か
ら
解
釈
学
的
負
荷
を
受
け
て
い
る
。

現
代
解
釈
学
の
術
語
で
言
え
ば
、「
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

を
織
り
あ
げ
る
解
釈
学
的
自
己
が
存
在
す
る
仕
方
の
こ
と
で
あ
る
54

。
ク
ラ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
も
ま
た
、
カ
ン
ト
が
敬
愛
し
た
「
啓
蒙
専
制
君
主
」
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
大
王
の
「
絶
対
王
政
」
か
ら
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
」
で
の
敗
北
と
「
ド

イ
ツ
解
放
戦
争
」
で
の
勝
利
を
経
て
、「
国
民
国
家
」
と
し
て
の
体
制
諸
々
を

整
え
て
い
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
激
動
を
生
き
55

、
ま
た
カ
ン
ト
『
永
久
平
和

の
た
め
に
』（

以
下
、Frieden

と
略
記
）
や

そ
の
紹
介
に
ふ
れ
て
そ
の
「
国
民
（Staatsbürger

）」
概
念
と
近
世
政
治
思
想
を

学
び
え
た
な
か（Frieden, S. 120

）、彼
に
固
有
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
織
り
あ
げ
て
い
っ
た
。

プ
ロ
イ
セ
ン
国
民
一
人
一
人
が
こ
う
し
て
代
替
不
可
能
な
物
語
り
的
固
有

性
を
形
成
す
る
仕
方
を
ふ
ま
え
る
と
同
時
に
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
カ
ン

ト
主
義
を
最
大
限
に
見
積
も
り
な
が
ら
、
彼
が
カ
ン
ト
『
永
久
平
和
の
た
め

に
』と
道
を
違
え
る
仕
方
で
思
索
し
え
た「
講
和（
＝
平
和
、Frieden

）」と「
勝

利
（Z

ieg

）」
に
つ
い
て
、
小
稿
で
は
最
後
に
そ
の
可
能
的
内
実
を
検
討
し
て

お
く
。

『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
正
し
い
読
み
方
」
：
『
戦
争
論
』
入
門
』
を
著

し
た
ベ
ア
ト
リ
ス
・
ホ
イ
ザ
ー
は
、
日
本
の
読
者
に
む
け
た
「
ま
え
が
き
」

で
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、『
戦
争
論
』
が
未
定
稿
で
あ
る

が
ゆ
え
の
矛
盾
を
棚
上
げ
し
、「
自
分
た
ち
に
都
合
の
良
い
教
訓
」
を
得
る

た
め
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
『
戦
争
論
』
を
読
ん
だ
面
々
に
と
っ
て
、
そ
の
教

訓
は
「
す
べ
て
の
戦
争
は
軍
事
的
勝
利
の
追
究
、
つ
ま
り
我
が
意
志
を
敵
に

屈
服
せ
し
め
る
も
の
」
で
あ
っ
た
56

。
そ
の
結
果
、「
互
い
に
利
益
と
な
る
安

定
的
な
講
和
の
追
究
と
い
う
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
自
身
も
見
逃
し
て
い
た
考

え
」
を
考
慮
す
る
機
会
は
失
わ
れ
た
と
い
う
見
解
で
あ
る
57

。

こ
の
論
点
に
か
ん
し
て
言
え
ば
、
小
稿
で
わ
れ
わ
れ
は
、「
す
べ
て
の
戦

争
は
軍
事
的
勝
利
の
追
究
、つ
ま
り
我
が
意
志
を
敵
に
屈
服
せ
し
め
る
も
の
」

（『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
正
し
い
読
み
方
」』）
と
い
う
規
定
を
教
訓
と
し
て
引
き
受

け
る
の
で
は
な
く
、「
す
べ
て
の
戦
争
」
を
統
整
的
理
念
の
絶
対
戦
争
と
有

限
的
現
実
の
制
限
戦
争
と
に
区
別
し
、
絶
対
戦
争
と
い
う
統
整
的
理
念
に
照

ら
し
て
制
限
戦
争
の
可
能
的
現
実
す
べ
て
を
解
釈
的
か
つ
情
態
的
に
了
解
す

る
構
造
を
確
認
し
た
。
こ
の
観
点
か
ら
、『
戦
争
論
』
に
お
け
る
講
和
＝
平

和
の
概
念
を
考
察
し
う
る
58

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

54 

拙
稿
「
私
は
誰
な
の
か
：
人
造
人
間
の
ナ
ラ
ト
ロ
ジ
ー
」（
持
田
、
横
地
編
著
『
戦
う
こ

と
に
意
味
は
あ
る
の
か
』
所
収
、
弘
前
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
。

55 

以
下
を
参
照
。
ラ
ル
フ
・
プ
レ
ー
ヴ
ェ
『
十
九
世
紀
ド
イ
ツ
の
軍
隊
・
国
家
・
社

会
』（
坂
口
修
平
監
訳
、
丸
畠
宏
太
、
鈴
木
直
志
訳
、
創
元
社
、
二
〇
一
〇
年
）
の
第
Ⅰ
部
第
二
章「
後

期
啓
蒙
と
初
期
自
由
主
義
」
お
よ
び
第
Ⅱ
部
第
二
章
「
長
い
一
九
世
紀
の
軍
隊
の
戦

争
」。
三
宅
正
樹
、
石
津
朋
之
、
新
谷
卓
、
中
島
浩
貴『
ド
イ
ツ
史
と
戦
争
：「
軍
事
史
」

と「
戦
争
史
」』（
彩
流
社
、二
〇
一
一
年
）の
第
四
章「
リ
ュ
ヒ
ェ
ル
と
シ
ャ
ル
ン
ホ
ル
ス
ト
：

転
換
期
に
お
け
る
啓
蒙
の
軍
人
」
お
よ
び
第
七
章
「
ド
イ
ツ
陸
軍
：
ド
イ
ツ
に
お
け
る

「
武
装
せ
る
国
民
」
の
形
成
」。
蔭
山
宏『
崩
壊
の
経
験
：
現
代
ド
イ
ツ
政
治
思
想
講
義
』

（
慶
応
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
の
第
一
部「
市
民
層
の
社
会
意
識
：
現
代
思
想
の
前
提
」

を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

56 
Ｂ
・
ホ
イ
ザ
ー『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の「
正
し
い
読
み
方
」：『
戦
争
論
』入
門
』

（
奥
山
真
司
、
中
谷
寛
士
訳
、
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
の
一
頁
を
参
照
。

57 
Ｂ
・
ホ
イ
ザ
ー
『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
正
し
い
読
み
方
」』
の
一
頁
を
参
照
。

58 

平
和
概
念
に
か
ん
し
て
バ
ジ
ル
・
Ｈ
・
リ
デ
ル=

ハ
ー
ト
が
行
な
っ
た
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
批
判
は
、
ホ
イ
ザ
ー
『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
「
正
し
い
読
み
方
」』
の

三
一
〇
頁
を
参
照
。

258　



（30）

政
治
、
戦
争
、
講
和
の
関
係
を
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
争
は
〔
外
交
な
ど
と
は
〕
別
の
手
段
を

交
え
た
政
治
交
渉
の
延
長
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
別
の
手
段
を

交
え
た
と
わ
れ
わ
れ
が
言
う
の
は
、
そ
れ
で
同
時
に
こ
う
主
張
す
る
た
め

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
政
治
交
渉
は
戦
争
自
体
で
中
断
さ
れ
る
わ
け

で
も
な
け
れ
ば
何
か
ま
っ
た
く
別
の
こ
と
に
変
容
す
る
わ
け
で
も
な
く
、

政
治
交
渉
に
使
用
さ
れ
る
手
段
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を
と
り
う
る
に
し
て

も
、
政
治
交
渉
は
そ
の
本
質
に
お
い
て
維
持
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
戦
争
の
出
来
事
諸
々
は
幹
線
に
そ
く
し
て
広
が
り
、
結
び
つ
け
ら
れ

る
が
、
こ
の
幹
線
は
そ
う
し
た
出
来
事
諸
々
の
配
列
に
す
ぎ
ず
、
戦
争
の

あ
い
だ
ず
っ
と
講
和
に
至
る
ま
で
伸
長
す
る
。（K

riege, S. 329 / 

三
三
八
頁
）

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
カ
ン
ト
『
永
久
平
和
の
た
め
に
』
を
読
む
か
、
そ

の
関
連
講
義
な
ど
に
ふ
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
な
ら
、
講
和
の
観
点
か
ら
、
制

限
戦
争
を
一
定
期
間
停
止
す
る
休
戦
協
定
、
複
数
国
家
間
で
国
際
法
に
従
っ

て
締
結
し
た
平
和
条
約
、
講
和
な
き
休
戦
の
継
続
な
ど
を
見
分
け
て
い
た
は

ず
で
あ
る
（F

rieden, S. 118

）59
。

制
限
戦
争
は
政
治
の
内
的
脈
絡
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
が
、
講
和
も
ま
た
そ

こ
に
ふ
く
ま
れ
、
制
限
戦
争
に
お
け
る
勝
利
の
軍
事
的
意
味
は
そ
の
講
和
を

介
し
て
政
治
的
意
味
〈
と
し
て
〉
表
現
さ
れ
る
。
と
は
い
え
同
時
に
、
制
限

戦
争
は
絶
対
戦
争
と
区
別
さ
れ
て
も
い
た
。

だ
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
政
治
と
絶
対
戦
争
の
関
係
を
吟
味
す
る

た
め
、
こ
う
自
問
す
る
。

…
…
戦
争
立
案
の
さ
い
、
政
治
的
立
場
は
純
粋
な
軍
事
的
立
場
に
席
を
譲

る
の
か
（
そ
も
そ
も
そ
う
し
て
純
粋
な
軍
事
的
立
場
が
想
定
可
能
だ
と
す

れ
ば
だ
が
）、
つ
ま
り
、
政
治
的
立
場
は
す
っ
か
り
消
え
去
る
の
か
、
純

粋
な
軍
事
的
立
場
に
従
属
す
る
の
か
。
あ
る
い
は
政
治
的
立
場
が
支
配
的

な
ま
ま
、
軍
事
的
立
場
は
政
治
的
立
場
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
。（K

riege, S. 332 / 

三
四
一
頁
）

こ
れ
ら
の
問
い
に
対
す
る
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
答
え
は「
否
」で
あ
る
。

そ
れ
は
、
政
治
性
な
き
絶
対
戦
争
を
遂
行
す
る
「
純
粋
な
軍
事
的
立
場
」

は
可
能
的
現
実〈
と
し
て
〉成
立
し
え
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
だ
と
す
れ
ば
、

講
和
は
、
戦
争
の
内
的
脈
絡
が
ふ
く
ま
れ
た
政
治
の
内
的
脈
絡
の
な
か
で
、

有
限
的
現
実
の
制
限
戦
争
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
た
軍
事
的
勝
利
の
意
味
を
政

治
言
語
で
語
り
だ
し
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

と
は
い
え
有
限
的
現
実
の
制
限
戦
争
は
、
小
稿
で
確
認
し
て
き
た
と
お

り
、
統
整
的
理
念
の
絶
対
戦
争
に
照
ら
し
て
解
釈
的
に
了
解
さ
れ
る
プ
ラ
ク

マ
テ
ィ
ッ
ク
で
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
構
造
を
そ
な
え
る
か
ぎ
り
、
制
限
戦

争
に
お
け
る
軍
事
的
勝
利
の
意
味
も
ま
た
絶
対
戦
争
の
そ
れ
に
照
ら
し
て
解

釈
的
に
了
解
さ
れ
て
も
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
具
体
的
政
治
の
可
能
的
現
実

と
政
治
性
な
き
絶
対
戦
争
と
の
あ
い
だ
で
、
制
限
戦
争
の
軍
事
的
勝
利
は
政

治
の
内
的
脈
絡
に
お
い
て
講
和
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
二
つ
の
問

い
が
浮
か
ぶ
。

ま
ず
、
制
限
戦
争
は
具
体
的
政
治
の
可
能
的
現
実
と
政
治
性
な
き
絶
対
戦

争
と
を
媒
介
す
る「
第
三
者
」60
と
し
て
何
ら
か
の
図
式
機
能
を
も
つ
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

59 

参
考
ま
で
、
併
せ
て
山
本
草
二
『
新
版
　
国
際
法
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
四
年
）
の
関
連

各
所
を
参
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

60 

『
純
粋
理
性
批
判
』
に
あ
っ
て「
超
越
論
的
図
式
」
と
い
う
純
粋
な「
媒
介
的
表
象
」

は
、「
一
方
で
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
同
種
的
、
他
方
で
現
象
と
同
種
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
第
三
者
」
と
さ
れ
た
（B

177

）。
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と
は
い
え
小
稿
で
は
、
む
し
ろ
絶
対
戦
争
と
い
う
統
整
的
理
念
こ
そ
、
制

限
戦
争
と
い
う
可
能
的
現
実
す
べ
て
の
解
釈
的
了
解
可
能
性
が
体
系
的
に
統

一
さ
れ
う
る
範
囲
を
発
見
す
る
「
図
式
の
類
似
物
」
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
（
小
稿
、
第
二
節
「
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
統
整
的
理
念
と
建
築
術
」）。
図

式
的
な
も
の
に
よ
る
可
能
的
現
実
全
体
の
限
界
画
定
は
、
ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
的
に
言
え
ば
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
閃
き
に
発
し
た
。

次
に
、
有
限
的
現
実
で
制
限
戦
争
を
終
え
る
講
和
は
統
整
的
理
念
と
し
て

の
「
絶
対
平
和
＝
絶
対
講
和
（der absolute Frieden

）」
に
照
ら
し
て
内
容
が

決
ま
る
可
能
性
は
な
い
の
か
。

ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
知
り
え
た
カ
ン
ト
の「
永
久
平
和
」概
念
、す
な
わ
ち
、

「
敵
意
す
べ
て
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
平
和
」（F

rieden, S. 118

）
は
「
将
来
、

戦
争
に
な
る
素
地
（Stoff

）」（F
rieden, S. 118

）
を
ま
っ
た
く
ふ
く
ま
な
い
か

ぎ
り
で
真
正
か
つ
純
粋
な
概
念
た
り
う
る
が
ゆ
え
に
、
そ
も
そ
も
平
和
概
念

は
永
久
平
和
概
念
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
と
は
い
え
有
限
的
人

間
た
ち
が
生
き
る
社
会
で
実
現
不
可
能
な
理
念
で
あ
る
の
も
、「
超
感
性
的

世
界
」（F

rieden, S. 126

）
の
永
久
平
和
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
永
久
平
和
の
対
立
概
念
は
、カ
ン
ト
が
考
え
る
と
こ
ろ
、「
殲
滅
戦（bellum

 

internecium

）」（F
rieden, S. 122

）
で
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
表
現
で

言
え
ば
、
絶
対
戦
争
で
あ
る
。

「
絶
滅
戦
争
（A

usrottungskrieg

）
で
は
双
方
が
同
時
に
滅
亡
し
、
こ
う
し

て
正
義
す
べ
て
も
根
絶
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
の
と
き
永
久
平

和
は
人
類
の
巨
大
墓
地
の
う
え
に
し
か
築
か
れ
な
い
だ
ろ
う
…
…
」（F

rieden, 

S. 122

）61
。

し
か
し
な
が
ら
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
カ
ン
ト『
永
久
平
和
の
た
め
に
』

で
登
場
し
た
概
念
の
い
く
つ
か
は
受
け
入
れ
て
も
、
そ
の
議
論
の
仕
方
に
は

肯
か
な
い
は
ず
で
あ
る
。

制
限
戦
争
を
終
え
る
現
実
的
講
和
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
個
別
的
条

件
か
ら
解
釈
学
的
負
荷
を
受
け
て
千
差
万
別
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
な
え
た
人
び
と
、
つ
ま
り
、
政
府
や
実
力
組
織

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
、
戦
費
負
担
や
人
材
負
担
を
し
た
国
民
た
ち
に
よ
っ
て
熟

慮
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
「
第
二
の
父
」
シ
ャ
ル
ン

ホ
ル
ス
ト
の
影
響
下
で
生
き
た
プ
ロ
イ
セ
ン
で
は
す
で
に
「
国
民
国
家
」
と

「
近
代
政
治
」
の
形
成
が
始
ま
り
62

、「
武
装
せ
る
国
民
（V

olk in W
affen

）」

と
い
う
概
念
が
登
場
し
て
い
た
63

。
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
の

観
点
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
、
多
種
多
様
な
内
的
脈
絡
で

自
己
、
他
者
、
状
況
を
解
釈
的
に
了
解
し
て
生
き
る
人
間
た
ち
に
と
っ
て
当

然
の
熟
慮
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

61 

カ
ン
ト
は
、お
そ
ら
く「
人
類
滅
亡
の
絶
対
戦
争
」を
念
頭
に
、こ
う
記
し
て
い
る
。

カ
ン
ト
が
生
き
た
時
代
に
あ
っ
て
絶
滅
戦
争
を
実
現
す
る
物
理
的
手
段
は
現
実
に
存

在
し
な
か
っ
た
の
で
論
理
的
に
究
極
の
事
態
を
考
え
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
現

代
世
界
で
は
地
球
上
か
ら
人
類
す
べ
て
を
消
し
去
る
「
核
の
絶
対
戦
争
」
は
物
理
的
に

は
現
実
化
可
能
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
核
の
絶
対
戦
争
が
現
実
化
し
た
さ
い
、
攻
撃

し
た
側
も
い
ず
れ
地
球
で
生
存
不
可
能
と
な
る
か
ぎ
り
、
そ
の
絶
対
戦
争
に
勝
利
と

勝
者
は
存
在
せ
ず
、
つ
ま
り
、
戦
争
概
念
と
し
て
成
立
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、

横
地
、
吉
川
孝
、
池
田
喬
編
『
映
画
で
考
え
る
生
命
環
境
倫
理
学
』（
勁
草
書
房
、

二
〇
一
九
年
）
の
拙
稿
「〈
絶
対
戦
争
〉
後
の
世
界
を
考
え
る
こ
と
：
『
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ

カ
』
と
わ
れ
わ
れ
」」
を
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

62 
清
水
多
吉
、
杉
之
尾
宜
生
『
物
語
　
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』』（
日
本
経
済

新
聞
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
の
二
頁
以
下
を
参
照
。

63 

清
水
多
吉
、
石
津
朋
之
編
著
『
ク
ラ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
『
戦
争
論
』』（
彩
流
社
、

二
〇
〇
八
年
）
の
一
五
〇
頁
を
参
照
。
カ
ン
ト
『
永
久
平
和
の
た
め
に
』
で
「
武
装
せ
る
国

民
」
は“Staatsbürger in W

affen ”

と
表
現
さ
れ
て
い
た
（F

rieden, S. 119f.

）。
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こ
の
解
釈
学
的
熟
慮
は
、
だ
か
ら
、
哲
学
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
代
表
す
る

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
が
「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
を
個
々
人
に
か
ぶ
せ
て
平
等

条
件
を
強
調
し
つ
つ
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
性
を
棚
上
げ
し
て
設
定
す
る
一

種
の
思
考
特
化
型
自
己
間
の
計
算
的
理
性
に
よ
っ
て「
公
正
と
し
て
の
正
義
」

を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
と
は
異
な
る
64

。

あ
る
い
は
、「
討
議
的
民
主
主
義
」
を
掲
げ
る
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ

ス
が
提
示
し
た
「
理
想
的
発
話
状
況
」、
つ
ま
り
、「
生
活
世
界
」
と
切
り
離

さ
れ
た「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
的
理
性
」
に
よ
る「
理
想
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
共
同
体
」
の
な
か
で
「
討
議
的
正
義
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
こ
と

と
も
異
な
る
65

。

も
ち
ろ
ん
、
政
府
や
実
力
組
織
の
メ
ン
バ
ー
を
ふ
く
む
国
民
間
の
解
釈
学

的
熟
慮
そ
れ
ぞ
れ
が
ラ
プ
ソ
デ
ィ
と
し
て
乱
立
す
る
だ
け
で
終
わ
る
わ
け
で

は
な
く
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
的
な
意
味
で
の
絶
対
平
和
＝
絶
対
講
和
に
照

ら
し
な
が
ら
、
制
限
戦
争
の
現
実
的
講
和
は
国
家
的
判
断
へ
と
総
合
的
か
つ

体
系
的
に
統
一
さ
れ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
。
国
民
す
べ
て
の
解
釈
学
的
熟

慮
の
こ
う
し
た
統
一
は
あ
く
ま
で
統
整
的
理
念
だ
が
、
こ
の
試
み
は
、
具
体

的
な
範
型
と
な
り
う
る
概
念
を
求
め
れ
ば
、日
本
的
概
念
に
な
る
が
、「
寄
合
」

に
近
し
い
。つ
ま
り
、家
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
事
情
を
か
か
え
た
農
民
が
個
々

別
々
の
事
情
を
互
い
に
す
り
あ
わ
せ
な
が
ら
、
毎
年
毎
年
、
全
員
の
了
承
を

も
っ
て
村
の
作
付
け
な
ど
村
の
存
続
策
を
決
め
て
い
く
寄
合
の
こ
と
で
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
生
が
異
な
る
国
民
全
員
に
わ
か
ち
も
た
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

64 

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
『
正
義
論
』（
川
本
隆
史
ほ
か
訳
、
紀
伊
国
屋
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
の

第
二
四
節
「
無
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
」
を
参
照
。

65 

以
下
を
参
照
。
ユ
ル
ゲ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行
為
の

理
論
﹇
中
﹈』（
藤
沢
賢
一
郎
ほ
か
訳
、
未
来
社
、
一
九
八
六
年
）
の
第
五
章
「
ミ
ー
ド
と
デ
ュ
ル

ケ
ム
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
：
目
的
活
動
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
的
行

為
へ
」。
上
田
知
夫
「
ハ
ー
バ
マ
ス
に
お
け
る
真
理
と
正
当
化
：
理
想
化
な
し
の
真
理

の
合
意
説
」（『
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
第
』、
第
四
九
号
、
二
〇
一
九
年
）。Jürgen 

H
aberm

as, “W
ahrheitstheorien ”, in: K

ritik der Vernunft, P
hilosophische Texte, 

B
and 5, Suhrkam

p, 2009. 

　
小
稿
の
こ
の
段
落
は
粗
い
ま
と
め
だ
が
、
基
本
的
な
理
解
は
野
家
『
言
語
行
為
の
現

象
学
』
の
第
六
章
「
言
語
行
為
の
社
会
的
次
元
：
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
」
お
よ
び
第
八
章
「
超
越
論
的
語
用
論
の
射
程
：
英
米
哲
学
と
ア
ー
ペ
ル
、

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
」
に
お
け
る
「
理
想
的
発
話
状
況
」
論
の
解
釈
に
負
う
。
た
だ
し
、「
理

想
的
発
話
状
況
」
論
へ
の
批
判
に
か
ん
し
て
は（『
言
語
行
為
の
現
象
学
』、
第
六
章
、
第
四
節「
生

活
世
界
的
合
理
性
」、
二
一
二
〜
二
一
四
頁
）、
小
稿
の
第
三
節
「
カ
ン
ト
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ホ
ー
リ
ズ
ム
」に
て
、「
生
活
世
界
的
合
理
性
」の
い
っ
そ
う
根
源
的
な
次
元
か
ら
、

そ
れ
を
行
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
見
え
や
す
い
と
こ
ろ
で
言
え
ば
、
た
と
え
ば
「
ゲ
ー
ム

理
論
」
の
観
点
か
ら
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
『
戦
争
論
』
の
絶
対
戦
争
概
念
を
読
み
解
く

こ
と
は
、
等
質
的
自
己
た
ち
の
計
算
的
理
性
だ
け
が
機
能
す
る
次
元
と
い
う
意
味
で

ロ
ー
ル
ズ
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
立
場
に
近
し
い
可
能
性
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ
れ
に
対

し
て
小
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
解
釈
学
的
負
荷
を
担
う
人
び
と
に
よ
る
非
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

称
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
統
整
的
理
念
や
「
超
越
論
的
事
実
性
」
の
い
ず
れ
に

せ
よ
、
そ
れ
が
平
等
な
交
換
性
を
内
蔵
す
る
理
想
的
発
話
状
況
だ
と
は
考
え
ず
、
自

己
他
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
そ
う
し
て
原
理
的
な
非
対
称
性
と
の
機
能
的

関
係
を
「
生
活
世
界
的
合
理
性
」
の
う
ち
に
問
う
た
。

　
こ
の
た
め
、
小
稿
で
は
プ
ラ
テ
イ
ン
、
プ
ラ
グ
マ
以
来
の
概
念
的
系
譜
を
た
ど
り
、

こ
の
試
み
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
テ
ィ
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
意
味
合

い
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
は
ふ
く
ん
で
い
な
い
。
ロ
ー
テ
ィ
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
ロ
ー

ル
ズ
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
千
差
万
別
の
解
釈
学
的
負
荷
を
削
り
と
っ
て
平
等
な
交
換
性

を
原
理
的
な
次
元
に
設
定
し
て
は
い
ま
い
か
。

　
野
家
が
説
明
す
る
と
こ
ろ
、「
世
界
像
」
は
た
と
え
ば
ピ
ー
タ
ー
・
ウ
ィ
ン
チ
の
言

う
『
生
、
死
、
性
関
係
』
を
軸
に
し
て
組
織
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
生
活
実
践
の
構
造
」

で
あ
り
（『
言
語
行
為
の
現
象
学
』、
第
六
章
、
第
四
節
「
生
活
世
界
的
合
理
性
」、
二
一
三
頁
以
下
）、
そ

の
「
生
、
死
、
性
関
係
」
こ
そ
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
千
差
万
別
、
と
り
か
え
の
き
か
な
い

固
有
性
が
も
っ
と
も
濃
い
「
岩
盤
」
だ
が
、「
ど
の
よ
う
に
私
は
或
る
規
則
に
従
い
う

る
の
か
」
と
問
わ
れ
た
と
き
に
「
そ
う
し
て
私
は
と
に
か
く
行
為
す
る
」
と
答
え
る
し

か
な
く
、
同
時
に
他
人
た
ち
か
ら
レ
ス
ポ
ン
ス
が
あ
っ
た
と
き
│
│
た
と
え
ば
銃
撃

に
敵
兵
が
反
応
す
る
と
き
│
│
、
社
会
的
実
践
が
依
拠
す
る
「
岩
盤
」
と
い
う
経
験
的

ア
プ
リ
オ
リ
は
間
接
的
に
あ
ら
わ
に
な
る
（L

. W
ittgenstein, P

hilosophical Investigations, 

§217, p. 91

）。
そ
う
し
て
他
人
た
ち
か
ら
レ
ス
ポ
ン
ス
が
な
い
場
合
も
あ
り
、そ
れ
は
、

共
有
さ
れ
た
岩
盤
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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る
統
一
的
寄
合
は
、
そ
の
国
家
的
規
模
ゆ
え
に
不
可
能
だ
と
い
う
意
味
で
や

は
り
統
整
的
理
念
に
と
ど
ま
る
。

こ
こ
で
強
調
し
て
お
く
べ
き
は
、『
戦
争
論
』
と
そ
の
時
代
状
況
に
そ
く

し
て
絶
対
講
和
＝
絶
対
平
和
を
想
定
す
る
場
合
、
政
治
性
な
き
絶
対
戦
争
の

軍
事
的
勝
利
、
つ
ま
り
、
敵
国
軍
戦
力
す
べ
て
の
物
理
的
殲
滅
を
敵
国
民
と

敵
国
政
府
に
向
け
て
政
治
的
に
表
現
し
た
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
制
限

戦
争
と
そ
れ
を
終
え
る
現
実
的
講
和
の
関
係
を
前
提
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
よ

う
に
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
戦
争
論
』
で
は
、
絶
対
戦
争
の
統
制
的
理
念
に
よ
っ
て

制
限
戦
争
の
可
能
的
現
実
が
照
ら
し
だ
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
制
限
戦
争
と

そ
の
現
実
的
講
和
の
概
念
を
ま
ず
前
提
し
、
そ
れ
に
照
ら
し
て
絶
対
戦
争
の

理
念
的
内
容
を
規
定
す
る
順
序
で
は
な
か
っ
た
。
制
限
戦
争
の
可
能
的
現
実

を
解
釈
的
か
つ
情
態
的
に
了
解
す
る
前
提
は
、
絶
対
戦
争
の
統
整
的
理
念
で

あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
確
認
し
て
わ
か
る
の
は
、「
制
限
戦
争
の
現
実
的
講
和

は
統
整
的
理
念
と
し
て
の
絶
対
平
和
＝
絶
対
講
和
に
照
ら
し
て
内
容
が
決
ま

る
の
か
」
と
い
う
第
二
の
問
い
は
、「
制
限
戦
争
は
具
体
的
政
治
の
可
能
的

現
実
と
政
治
性
な
き
絶
対
戦
争
を
媒
介
す
る
第
三
者
的
図
式
な
の
か
」
と
い

う
第
一
の
問
い
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も
し
制
限
戦
争
が
第
三
者
的
図
式
で
あ
る
な
ら
、
絶
対
戦
争
が
図
式
の
類

比
物
と
し
て
機
能
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ぎ
り
、
答
え
は「
否
」

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
制
限
戦
争
と
そ
れ
を
終
え
る
現
実
的
講
和
の
関
係
を

ふ
ま
え
て
絶
対
講
和
＝
絶
対
平
和
は
絶
対
戦
争
の
軍
事
的
勝
利
を
「
政
治
性

の
無
」
と
い
う
特
殊
な
政
治
性
〈
と
し
て
〉
表
現
し
た
も
の
だ
と
言
い
う
る

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
す
で
に
絶
対
戦
争
の
統
整
的
理
念
に
照
ら
し
て
制
限

戦
争
の
勝
利
が
も
つ
軍
事
的
意
味
は
規
定
さ
れ
、
制
限
戦
争
を
終
え
る
現
実

的
講
和
の
政
治
的
意
味
〈
と
し
て
〉
表
現
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

統
整
的
理
念
の
絶
対
戦
争
に
お
け
る
勝
利
至
上
主
義
の
も
と
で
有
限
的
現

実
の
制
限
戦
争
に
お
け
る
軍
事
的
勝
利
の
意
味
を
見
定
め
、
そ
の
う
え
で
初

め
て
、
社
会
的
生
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
戦
勝
国
民
す
べ
て
が
徹
底
し
た
解
釈

学
的
熟
慮
を
互
い
に
も
ち
よ
り
、
そ
の
軍
事
的
勝
利
の
意
味
を
講
和
条
件
と

し
て
相
手
国
に
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
…
…
。

カ
ン
ト
『
永
久
平
和
の
た
め
に
』
に
肯
か
な
い
は
ず
の
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
が
近
代
の
国
民
国
家
へ
と
変
貌
す
る
さ
な
か
、
そ
う
考

え
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

た
と
え
ば
敵
国
に
よ
る
自
国
へ
の
侵
略
を
阻
止
し
た
防
衛
戦
争
の
有
限
的

現
実
に
お
け
る
勝
利
の
軍
事
的
意
味
は
、
今
後
一
切
、
自
国
が
敵
国
か
ら
侵

略
を
受
け
な
い
完
全
勝
利
と
い
う
統
整
的
理
念
の
具
体
的
内
実
を
隅
々
ま
で

見
定
め
る
な
か
で
初
め
て
了
解
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
統
整
的
理
念
と
し
て
の

勝
利
至
上
主
義
に
も
と
づ
い
て
勝
利
の
軍
事
的
意
味
を
政
治
の
内
的
脈
絡
で

表
現
し
た
講
和
条
件
が
可
視
化
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
カ
ン
ト
主
義
者
ク
ラ
ウ

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
一
種
の
超
越
論
的
哲
学
と
言
っ
て
よ
い
。

あ
る
い
は
、
彼
の
こ
う
し
た
超
越
論
的
哲
学
に
も
と
づ
く
こ
と
で
、
ロ
ー

ル
ズ
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
考
え
る
「
正
義
」
概
念
と
は
異
な
る
仕

方
で
自
国
民
と
自
国
の
防
衛
に
現
実
的
正
当
性
を
認
め
、
そ
の
内
実
を
見
定

め
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
つ
ま
り
、
有
限
的
現
実
の
防
衛
戦
争
は
絶
対
戦

争
で
は
な
い
が
ゆ
え
に
、
不
完
全
勝
利
で
は
ふ
た
た
び
同
じ
敵
国
や
そ
の
同

盟
国
か
ら
侵
略
を
受
け
る
可
能
性
は
残
り
つ
づ
け
る
以
上
、
そ
の
可
能
性
を

一
つ
一
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
し
て
現
実
的
対
処
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
こ
う
し
た
明
示
の
遂
行
可
能
性
も
、
絶
対
戦
争
の
完
全
勝
利
に
照
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ら
し
て
防
衛
戦
争
の
不
完
全
勝
利
が
意
味
づ
け
ら
れ
う
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

自
国
民
と
自
国
を
防
衛
し
て
そ
の
長
期
的
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
自
国

民
と
自
国
以
外
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
点
で
、
カ
ン
ト
主
義
者
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
カ
ン
ト
と
道
を
違
え

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、『
永
久
平
和
論
』
の
「
世
界
共
和
国
」（F

rieden, S. 

134

）
や
「
平
和
連
合
」（F

rieden, S. 133

）
な
ど
「
互
い
に
利
益
と
な
る
安
定
的
な

講
和
の
追
究
」
と
し
て
国
家
間
同
盟
よ
り
上
位
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
を
構

想
し
は
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
講
和
や
組
織
の
あ
り
方
を
追

究
す
る
よ
り
は
、
自
国
民
と
自
国
の
長
期
的
安
全
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
長

期
的
に
維
持
可
能
な
講
和
条
件
を
探
り
、
こ
の
講
和
条
件
に
役
立
つ
か
ぎ
り

で
講
和
交
渉
の
相
手
国
の
利
益
を
見
定
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。そ
れ
は
、

自
他
の
力
を
冷
徹
に
見
定
め
て
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
の
政
治
的
現
実
を
構

築
し
た
リ
ア
リ
ス
ト
の
ニ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が
残
し
た
著
作
を
ク
ラ

ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
好
ん
だ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
66

。

　
凡
例

小
稿
で
の
太
字
強
調
は
論
者
、
原
著
か
ら
引
用
し
て
訳
出
す
る
さ
い
、
傍

点
強
調
は
原
著
のitalic

あ
る
い
はG

 e s p e r r t

で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ『
戦
争
論
』か
ら
の
引
用
、
訳
出
は
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
を
も
ち
い
、

適
宜
、
ニ
コ
ル
社
の
『
戦
争
論
』
第
一
版
「
完
全
版
」
を
参
照
し
た
。
参
照
の

便
宜
の
た
め
、
レ
ク
ラ
ム
文
庫
版
の
頁
数
に
つ
づ
け
て
、
芙
蓉
書
房
出
版
の

日
本
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
学
会
訳
の
頁
数
を
漢
数
字
で
付
し
た
。
カ
ン
ト
の

著
作
か
ら
引
用
す
る
場
合
、『
純
粋
理
性
批
判
』
は
哲
学
文
庫
版
（B

and 37a

）

を
も
ち
い
、
ま
た
、
ロ
ー
マ
数
字
は
ア
カ
デ
ミ
ー
版
カ
ン
ト
全
集
の
巻
数
を

示
し
、
つ
づ
け
て
頁
数
を
記
し
た
。
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
著
作
か
ら
引
用
す
る
さ

い
、SZ

は
ニ
ー
マ
イ
ヤ
ー
社
版
『
存
在
と
時
間
』（
第
十
七
版
）、G

A

は
ク

ロ
ス
タ
ー
マ
ン
社
版
ハ
イ
デ
ガ
ー
全
集
を
示
し
、
つ
づ
け
て
そ
の
巻
数
、
頁

数
を
示
す
。

小
稿
で
主
に
参
照
し
た
著
作
は
以
下
の
略
号
に
よ
っ
て
示
し
、
つ
づ
け
て

頁
数
を
記
す
。
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